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可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事（建築）

◎注意事項

　この内訳書の工事項目及び数量は、積算する上での参考
資料です。
　積算の際は、設計図面にて工事項目及び数量を拾い出し
積算して下さい。

可児市 こども健康部 こども課



こども工－７ 工事箇所

１． 一般事項
（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

工事番号 可児市　下恵土　地内 施設名 めぐみ保育園

工事名 可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事（建築）

理         由  工　　事　　概　　要 

当建物の増大する保育ニーズに応えるため、
既設職員棟を解体し、園舎の増築を行なう。
また、平成８年度に建築された当建物は、20
年以上が経過し老朽化が進んでいるため、子
供達が安全に安心して園生活を過ごせるよう
に大規模改修を行なう。

建築工事　一式

・新築建物
増築園舎（鉄骨造　平屋建　208.98㎡）
渡り廊下（鉄骨造　平屋建　4.05㎡）

・改修建物
既設園舎(鉄骨造一部木造　平屋建　950.76㎡)

・解体建物
職員室棟（プレハブ構造　平屋建　38.9㎡）
渡り廊下(鉄骨造　平屋建　9.72㎡)

内消費税相当額 円

特  記  仕  様  書

金     額 円

受注者は、工事請負契約書、可児市建設工事共通仕様書及び特記仕様書に基づき施工するものとする。なお、特
記仕様書は共通仕様書に優先する。

受注者は、本工事が「可児市工事品質証明実施要領」の対象となる場合、要領に基づき品質の証明を実施しなけれ
ばならない。

受注者は、受注時、変更時、完成時の各時点において工事請負代金額が500 万円以上の工事について、工事実績
情報システム（コリンズ）に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として「登録のための確認のお願い」を
提出し監督員の確認を受けた後に、受注時は契約後、土曜日、日曜日、祝日等を除き10 日以内に、登録内容の変
更時は変更があった日から、土曜日、日曜日、祝日等を除き10 日以内に、完了時は完成後、土曜日、日曜日、祝日
等を除き10 日以内に、訂正時は適宜登録機関に登録申請をしなければならない。変更登録時は、工期、技術者に
変更が生じた場合に行うものとし、工事請負代金のみの変更の場合は、原則として登録を必要としない。ただし、工事
請負代金500万円未満に変更する場合には変更時登録を行うものとする。なお、変更時と完成時の間が10日間に満
たない場合は、変更時の提示を省略できる。

提出・提示書類は別添「可児市建設工事における取扱い書類一覧表」に基づき実施するものとする。また、工事打合
簿（指示、協議、承諾は除く）、材料確認簿、夜間・休日作業届けの書類を提出する場合は、別添様式に基づき、電
子メールにて提出するものとし、書面には署名または押印する必要はないものとする。これらに定めのない事項につ
いては、監督員と協議する。

本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律（平成
17年法律第51条）」に基づく技術基準に適合する機械、または、「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成３年１０月
８日付建設省経機発第２４９号、最終改定平成２２年３月１８日付け国総施第２９１号）」、「排出ガス対策型建設機械の
普及促進に関する規定（平成１８年３月１７日付け国土交通省告示第３４８号）」もしくは「第３次排出ガス対策型建設機
械指定要領（平成１８年３月１７日付け国総施第２１５号）」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械（以下「排出
ガス対策型建設機械等」という。）を使用しなければならない。
排出ガス対策建設機械等を使用できないことを監督員が認めた場合は、平成７年度建設技術評価制度公募課題「建
設機械の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同等の開発目標で実施された民間開発技術の技術審査・証明事
業もしくは、建設技術審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用することができる
が、これにより難しい場合は監督員と協議するものとする。
排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場
において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督員に提供するものとする。

機　　　　　種 備　　　　　考

一般工事用建設機械

・バックホウ 　ティーゼルエンジン（エンジン出力7.5kｗ以上260ｋｗ
以下）を搭載した建設機械に限る。・トラックシャベル（車輪式）

・ブルドーザ

・発動発電機（可搬式）

・空気圧縮機（可搬式）

・油圧ユニット

　（以下に示す基礎工事用機械のうちベースマシンとは別に、独
立したディーゼルエンジン駆動の油圧ユニットを搭載しているも
の：油圧ハンマ、パイプロハンマ、油圧式鋼管圧入・引抜機、油圧
式杭圧入引抜機、アースオーガ、オールケーシング掘削機、リ
バーサーキュレーションドリル、アースドリル、地下連続壁施工
機、全回転型オールケーシング掘削機）
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・ホイールクレーン

産業廃棄物の適正処理について

受注者は、産業廃棄物が搬出される工事にあたっては、監督員の指示に従い、産業廃棄物関連書類の提出及び確
認並びに処理施設の現地確認並びに建設廃棄物処理状況の管理を行い、産業廃棄物が最終処分に至るまで適正
に処理されていることを確認しなければならない。

建設発生土については、工事間流用とし、流用先は監督員が指示する。都合により工事間流用ができなくなった場
合は、別途協議する。ただし、建設発生土が100m3未満の場合はこの限りではない。また受注者の都合により処分場
を変更する時は監督員に報告するものとする。

アスファルト再生合材について
本工事で使用するアスファルト再生合材には「ささゆりクリーンパーク溶融スラグ」を混入するものとし、使用にあたって
は、「溶融スラグの土木資材への利用に関するガイドライン（可児市）」によること。

コンクリート二次製品について
本工事に使用するコンクリート二次製品については、ささゆりクリーンパーク溶融スラグ混入資材を使用するものとし、
施工前に溶出試験結果等の品質を証明する書類を提出し、監督員の許可を得ること。

生コンクートについて
本工事に使用する生コンクリート（均しコンクリートを除く）については、水セメント比60％以下とし、品質を証明する書
類を提出して、事前に監督員の許可を得ること。

工事施工について

受注者は、工事着手に先立ち、現場付近の地元住民等に対する周知、説明、説得等を行い、トラブルの生じないよう
努めること。

・ローラー類

　（ロードローラ、タイヤローラ、振動ローラ）

契約書18条第1項第1号から5号に係る設計図書の照査を行い、監督員の確認を受けて施工を行うこと。

・オフロード法の基準適合表示が付されているもの又は特定特殊自動車確認証の交付を受けているもの。

・排出ガス対策型建設機械として指定をうけたもの。

実施にあたっては、可児市工事監督におけるワンデーレスポンス実施要領に基づき実施する。

受注者は工事施工中において、問題が発生した場合や計画工程と実施行程を比較照査し、差異が生じた場合は速
やかに監督員へ報告すること。

受注者は、施工計画書に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら、施工するものとする。

使用材料

施工区間と現道との取付については、交通の支障とならないよう充分留意すること。

必要に応じ交通誘導警備員を配置し、安全を期さなければならない。また、夜間の安全確保についても十分な対策
を施すこと。

工事保険について

工事による既設構造物の破損については、未然に防止するよう予め十分調査をし、また、支障を及ぼさないよう相当
の防護工を施工しなければならない。なお、誤って損傷を与えた場合は、請負人の責任において復旧しなければな
らない。調査に際しては、記録保存の必要を認めた場合は写真撮影、測量等を行わなければならない。

工事着手前に、可児市基準点（世界測地系）を用い、境界（座標）を確認すること。また、特に指示しない限り、構造物
を官民境界とするため、官民境界と構造物の位置を示した図面等にて施工した構造物が民地を侵していないことを
報告すること。

電子納品について

「岐阜県電子納品要領」等に基づき、電子納品を行うこと。なお、電子納品の内容については、監督員と事前に協議し、決
定すること。

(２) 受注者は、暴力団又は暴力団員等による不当介入を受けたことにより、履行期間内に工事等を完了することができな
いときは、発注者に履行期間の延長変更を請求することができる。

この工事は、ワンデーレスポンス実施対象工事です。
「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議、報告、承諾願、立会願等への回答は、基本的に「その日のうち」
に回答するよう対応することです。ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者と協議
のうえ、回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。

本工事において、発注者、受注者及び全下請人を被保険者として、工事着手から工事目的物の引渡しまでの期間につい
て、賠償責任保険（保険対象：第三者に与えた損害）及び工事保険（保険対象：工事目的物、工事材料及び仮設物等）に
加入するものとする。

ワンデーレスポンスの取組について

暴力団等による不当介入における通報義務について

(１)受注者は、契約の履行に当たって、暴力団又は暴力団員等から、事実関係及び社会通念等に照らして合理的な理由
が認められない不当若しくは違法な要求又は契約の適正な履行を妨げる妨害を受けたときは、警察へ通報するとともに、
可児市が行う契約からの暴力団排除に関する措置要綱（平成２２年可児市訓令甲第４７号）に定める様式第９号により可児
市に報告しなければならない。なお、通報・報告がない場合は、可児市建設工事請負契約に係る指名停止措置要領に基
づき、指名停止等の措置を行うことがある。
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その他図面特記仕様書による。

請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材搬入、仮設工事等が開始されるまでの
期間）については主任技術者または監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日について
は、請負契約締結後、監督職員と打ち合わせにおいて定める。
また、工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合は除く。）事務手続き、後片付け等のみが残っ
ている期間については、主任技術者または監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は発注
者が工事の完成を確認した旨、受注者に通知した日とする。

設計図書の優先順位

現場代理人の兼務について

現場代理人は、工事請負契約約款第１０条第２項の規定により、契約工期内の現場常駐が義務付けられているが、契約締
結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間や、工事の全部の施工を一時中止し
ている期間については、監督員との連絡体制を確保した上で、常駐義務を緩和するものとする。
また、以下の条件を全て満たす場合に、他工事の現場代理人又は専任でない主任技術者を兼務することができる。
　１．他工事は、可児市発注の建設工事で、工事現場が市内であること。
　２．他工事においても、本工事と同様に現場代理人の兼務を認めていること。
　３．兼務を行う工事の総数が、本工事を含めて３件までであること。
　４．兼務を行う工事の請負代金額の合計が2，500万円未満であること。
　５．発注者又は監督員が求めた場合には、工事現場に速やかに向かう等の対応ができること。
なお、工事現場における運営、取締り及び権限の行使に支障がある場合、及び、発注者との連絡体制が確保されていない
と監督員の認めた場合は、兼務を取り消すものとする。
現場代理人が兼務となった場合は、本工事の監督員及び他工事の監督員の双方に、現場代理人兼務届を提出しなけれ
ばならない。

主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間について

可児市が発注する「可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事（電気設備）」または「可児市立めぐみ保
育園園舎増築及び大規模改修工事（機械設備）」、または、その両方の受注者と同一の業者が受注した場合、それ
ぞれの合算額により共通仮設費、現場管理費、一般管理費等を積算する。
　また、本工事と可児市が発注する「可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事（電気設備）」、「可児市
立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事（機械設備）」は近接施工であるため「可児市立めぐみ保育園園舎増
築及び大規模改修工事（電気設備）」または「可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事（機械設備）」、
またはその両方の受注者と同一の業者が受注した場合は現場代理人、主任技術者の兼務を認める。ただし監理技
術者の兼務は認めない。なお、受注により現場代理人が兼務となった他の工事の監督員に現場代理人兼務届を提
出しなければならない。

本工事に必要な手続きや消防法などの関係法令の届出、申請に必要な書類は受注者が作成し、受注者自ら検査に
立ち会い、契約期間内に手続きを完了すること。
また、別途発注の施工上密接に関係する工事についての届出、申請及び検査に対して協力するものとし、工事全体
の各種検査等が円滑に受検できるように努めること。

当該工事の「可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事（建築工事）」を受注したものは、労働安全衛生
法第30条第１項各号の事項に関する必要な措置(統括安全衛生管理業務)を講ずべきものとして、当該現場の統括
的な安全衛生管理責任を担うために統括安全衛生責任者を選任すること。

　①質疑回答書　　②特記仕様書　　③図面　　④内訳書　　⑤標準仕様書　　⑥公共規格及びこれに準ずる規格

図面、内訳書等の内容に相違がある場合、明記のない場合、また疑問を生じた場合は、監督員と協議し、その指示による。
現場の納まり、取り合い等の関係による協議の中で、形状寸法の軽微な変更の場合は、請負金額の変更は行わない。

その他

給排水、電気、その他の工事用設備、撤去の手続及び工事に必要な官公署等への諸届、諸手続きは請負者の責任
において行うものとする。また、工事に先立ち、上下水道・電気等の埋設物調査を行ない、当施設や周辺環境に影響
を及ぼさないように注意すること。

工事に関する電気・水道料金の基本料金及び使用料金は、引渡しまで本工事に含むものとする。

別途工事に対する調整について、本工事施工者は工事工程並びに納まりに関して、別途工事業者と密接に連絡し、
調整を行うこと。

着手前に施設運営に支障が無いよう、めぐみ保育園及びこども課と調整を行い仮設計画、工程表の調整を行うこと。



可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事（建築）

Ａ 建築工事 1 式

Ⅰ 直接工事費　　　計 1 式

Ⅱ 共通仮設費 （共通仮設工事費積上分を含む） 1 式

　 純工事費　　　計 　 　

　
Ⅲ 現場管理費 1 式

工事原価　　　計

　 　 　
　

Ⅳ 一般管理費等負担額 1 式

工事価格　　計

　
Ⅴ 消費税相当額 1 式

総　　合　　計

金　　　　額 備　　　　　　　　　　考記号 工    事    名    称 摘　　　　　　　　　要 数　　量 単位 単　　　価

　　総　括 1 内訳書　　　



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

Ⅰ 建築工事

Ⅰ-1 主体工事 1 式

Ⅰ-2 渡り廊下工事 1 式

Ⅰ-3 改修工事 1 式

Ⅰ-4 外構工事 1 式

Ⅰ-5 発生材処分 1 式

Ⅰ-6 解体工事 1 式

Ⅰ.合  計

P.  2



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

Ⅰ-1 主体工事

1 直接仮設工事 1 式

2 土工事 1 式

3 地業工事 1 式

4 コンクリート工事 1 式

5 型枠工事 1 式

6 鉄筋工事 1 式

7 鉄骨工事 1 式

8 防水工事 1 式

9 石工事 1 式

10 タイル工事 1 式

11 木工事 1 式

12 屋根工事 1 式

13 金属工事 1 式

14 左官工事 1 式

15 木製建具工事 1 式

16 金属製建具工事 1 式

17 ガラス工事 1 式

18 塗装・吹付工事 1 式
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

19 内外装工事 1 式

20 雑ユニット工事 1 式

Ⅰ-1.  合  計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

1 直接仮設工事

(園舎)

水盛やりかた 226.0建m2

現寸型板 209.0延m2

墨出し 209.0延m2
手摺先行 建地巾900x1枚

外部足場(くさび緊結式) H10.0m未満 階段､手摺共 321.0架m2

災害防止 養生ｼｰﾄ 防炎1類 321.0架m2

災害防止 安全手摺 くさび足場用 73.2 架ｍ

内部足場 脚立足場 並列 209.0床m2

鉄骨足場 吊棚足場 209.0架m2

災害防止 水平養生 209.0架m2

養生 209.0延m2

整理清掃片付 209.0延m2

小  計

改め計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

2 土工事

(園舎)
根切GL=設計GL(一部+350)

根切り 壺堀･布掘  H=1.19m(1.54m) 228.0 m3

鋤取り H=0.30m程度 18.2 m3

埋戻し B種 根切良質土使用 134.0 m3

盛土 B種 根切良質土使用 6.5 m3

建設発生土処理費 構外搬出適切処理 106.0 m3

建設発生土運搬費 積込共 106.0 m3

床付け 104.0 m2

砕石地業 基礎下 t=50　　 3.2 m3

砕石地業 土間下t=50 10.1 m3

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ敷き 屋内土間下 t=0.15 165.0 m2

土工重機運搬費 1.0 式

小  計

改め計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

3 地業工事

(園舎)
φ1000

柱状ｺﾗﾑ地盤改良 改良ｺﾗﾑ長2900 *31本 1.0 式
材工共

小  計

改め計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

4 コンクリート工事

(園舎)
AE剤

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc18N/mm2 ｽﾗﾝﾌﾟ15 6.8 m3
AE剤・AE減水剤

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc24+3N/mm2 ｽﾗﾝﾌﾟ18 63.9 m3
AE剤・AE減水剤

1階ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ Fc24+3N/mm2 ｽﾗﾝﾌﾟ18 32.9 m3
AE剤・AE減水剤

地上躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc24+3N/mm2 ｽﾗﾝﾌﾟ18 7.5 m3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 捨ｺﾝ　ﾎﾟﾝﾌﾟ打設 6.8 m3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 基礎　ﾎﾟﾝﾌﾟ打設 63.9 m3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 1階ｽﾗﾌﾞ　ﾎﾟﾝﾌﾟ打設 32.9 m3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 1F腰壁　ﾎﾟﾝﾌﾟ打設 7.5 m3

基礎
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 50~100m3/回以上 63.9 m3

捨ｺﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送基本料金 30m3/回未満 圧送費6.8m3含む 1.0 回

基礎
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送基本料金 50~100m3/回以上 圧送費別途 1.0 回

1階ｽﾗﾌﾞ
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送基本料金 30~50m3/回以上 圧送費32.9m3含む 1.0 回

1F腰壁
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送基本料金 30m3/回未満 圧送費7.5m3含む 1.0 回
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

鉄骨柱廻り C2柱廻り(SGL+0～ｽﾗﾌﾞ天)
ｴﾗｽﾀｲﾄ t=20 　H=370   S-5図 0.8 ｍ
鉄骨柱廻り C2柱廻り(SGL+0～ｽﾗﾌﾞ天)
ｴﾗｽﾀｲﾄ t=20 　H=540   S-5図 0.8 ｍ
鉄骨柱廻り C1柱廻り(SGL+0～壁天)
ｴﾗｽﾀｲﾄ t=20 　H=700   S-5図 2.8 ｍ

小  計

改め計

P.  9



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

5 型枠工事

(園舎)

普通型枠 基礎 301.0 m2

普通型枠 一般 75.6 m2

普通型枠 捨ｺﾝ枠　H=90 97.2 ｍ

化粧打放し型枠 A種 塗装品 26.6 m2

型枠運搬費 412.0 m2

小  計

改め計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

6 鉄筋工事

(園舎)

異形鉄筋 SD295A D10 5.70 t

異形鉄筋 SD295A D13 1.90 t

異形鉄筋 SD295A D16 0.40 t

異形鉄筋 SD345   D19 0.50 t

異形鉄筋 SD345   D22 4.10 t

▲ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ｽｸﾗｯﾌﾟ率70% 0.30 t

鉄筋加工組立 D13以下 7.30 t

鉄筋加工組立 D16以上 4.80 t

鉄筋運搬費 加工場～現場 12.10 t

ｶﾞｽ圧接 D19+D19(10箇所) 1.0 式

ｶﾞｽ圧接 D22+D22 143.0か所

小  計

改め計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

7 鉄骨工事

(園舎)

鋼材(H鋼) SS400 H-150x75x5x7 0.60 t

鋼材(H鋼) SS400 H-150x150x7x10 0.20 t

鋼材(H鋼) SS400 H-248x124x5x8 2.10 t

鋼材(H鋼) SN400B H-250x125x6x9 0.46 t

鋼材(H鋼) SN400B H-294x200x8x12 3.20 t

鋼材(H鋼) SN400B H-300x150x6.5x9 1.20 t

鋼材(角形鋼管) BCR295 □-175x175x9 0.30 t

鋼材(角形鋼管) BCR295 □-200x200x12 2.70 t

鋼材(角形鋼管) STKR400 □-100x100x2.3 2.10 t

鋼材(角形鋼管) STKR400 □-100x100x4.5 0.50 t

鋼材(角形鋼管) STKR400 □-125x125x3.2 0.10 t

鋼材(角形鋼管) STKR400 □-60x60x3.2 0.03 t

鋼材(角形鋼管) STKR400 □-150x150x4.5 0.20 t

鋼材(軽量溝形鋼) SSC400 C-100x50x20x2.3 4.70 t

鋼材(軽量溝形鋼) SSC400 C-100x50x20x3.2 1.30 t

鋼材(鋼板) SS400 PL- 4.5 1.20 t

鋼材(鋼板) SS400 PL- 6 0.10 t
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

鋼材(鋼板) SS400 PL- 9 0.30 t

鋼材(鋼板) SS400 PL-12 0.03 t

鋼材(鋼板) SS400 PL-22 0.01 t

鋼材(鋼板) SN400B PL- 6 0.10 t

鋼材(鋼板) SN400B PL- 9 0.50 t

鋼材(鋼板) SN490C PL-16 0.10 t

▲ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ｽｸﾗｯﾌﾟ率70% 0.70 t

高力ﾎﾞﾙﾄ S10T M16x35 112.0 本

高力ﾎﾞﾙﾄ S10T M16x40 21.0 本

高力ﾎﾞﾙﾄ S10T M16x50 83.0 本

高力ﾎﾞﾙﾄ S10T M20x45 166.0 本

高力ﾎﾞﾙﾄ S10T M20x50 50.0 本

高力ﾎﾞﾙﾄ S10T M20x55 275.0 本

高力ﾎﾞﾙﾄ S10T M20x60 300.0 本
強度区分4.6  DN締め

中ﾎﾞﾙﾄ M12x35 2,696.0 本

柱梁接合部材 L=水上長
NDｺｱ(BL認定) ND200-L430 斜め切断3/10 9.0か所

TB・羽子板・材工運搬共
耐震ﾌﾞﾚｰｽ(JIS) 水平 M16 L=2200 5.0 本

TB・羽子板・材工運搬共
耐震ﾌﾞﾚｰｽ(JIS) 水平 M16 L=2300 5.0 本
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

TB・羽子板・材工運搬共
耐震ﾌﾞﾚｰｽ(JIS) 水平 M16 L=2900 4.0 本

TB・羽子板・材工運搬共
耐震ﾌﾞﾚｰｽ(JIS) 水平 M16 L=3000 8.0 本

TB・羽子板・材工運搬共
耐震ﾌﾞﾚｰｽ(JIS) 水平 M16 L=3400 28.0 本

TB・羽子板・材工運搬共
耐震ﾌﾞﾚｰｽ(JIS) 水平 M16 L=3500 2.0 本

TB・羽子板・材工運搬共
耐震ﾌﾞﾚｰｽ(JIS) 水平 M16 L=3600 2.0 本

鉄骨工場加工組立費 12.30 t

軽量鉄骨加工取付 8.30 t

鉄骨建方費 機械損料共 20.60 t

高力ﾎﾞﾙﾄ締付費 20.60 t

鉄骨運搬費 20.60 t

工場溶接費 6ﾐﾘ換算値 542.0 ｍ

現場溶接費 6ﾐﾘ換算値 4.0 ｍ
溶接検査 AOQL4.0%  第六水準
超音波探傷試験 ｻﾝﾌﾟﾙ20/ﾛｯﾄ220 20.0か所

C2のみ
溶融亜鉛めっき 補修部常温亜鉛めっき含 0.30 t

錆止め塗装 JIS K5674(工場2回塗) 1,010.0 m2

ﾎﾞﾙﾄ･PL等構成部材含・材工運搬費共
柱脚ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ J200-12 ｸﾞﾗｳﾄ材含む 9.0か所

ﾎﾞﾙﾄ･PL等構成部材含・材工運搬費共
柱脚ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ J175-09 ｸﾞﾗｳﾄ材含む 2.0か所

P.  14



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

間柱
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ABR400 M16 L=500DN 2.0 本

土台胴縁
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ SS400 M12 L=100I形SN 63.0 本

間柱
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ取付費 ABR400 M16 L=500DN 2.0 本

土台胴縁
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ取付費 SS400 M12 L=100I形SN 63.0 本

A種(無収縮ﾓﾙﾀﾙ)
柱底均しﾓﾙﾀﾙ C3 200x250x30 1.0か所

S-6図　ﾊｯﾁ部ﾓﾙﾀﾙとする
胴縁土台部均しﾓﾙﾀﾙ t30x100 48.6 ｍ

仮締めボルト 1.0 式

社内検査費 1.0 式

書類作成費 1.0 式

小  計

改め計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

8 防水工事

(園舎 外部)
軒先取合 木-内装材
ｼｰﾘﾝｸﾞ 変成ｼﾘｺﾝ系 10x10程度 84.5 ｍ

(園舎 内部)
床 石-内装材
ｼｰﾘﾝｸﾞ ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系 10x10程度 3.0 ｍ

(園舎 建具)
建具廻り

ｼ-ﾘﾝｸﾞ 変成ｼﾘｺﾝ系 15x10程度 96.9 ｍ
建具廻り 二重水切

ｼｰﾘﾝｸﾞ 変成ｼﾘｺﾝ系 15x10程度 10.2 ｍ

小  計

改め計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

9 石工事

(園舎 内部)
幼児用ﾄｲﾚ
汚垂れ石 W600 TOTO AB45KA同等品 3.0箇所

小  計

改め計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

10 タイル工事

(園舎 外部)
犬走り床
磁器質ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ 垂付 無釉 3.6 ｍ
ﾎﾟｰﾁ階段段鼻
磁器質ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ 垂付 無釉 34.8 ｍ
手足洗い床
磁器質ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ 垂付 無釉 3.0 ｍ
手洗い壁
ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ 2.3 m2

(園舎 内部)
床
磁器質ﾀｲﾙ 100角 無釉 1.6 m2

小  計

改め計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

11 木工事

(園舎 外部)

造作材 桧上小節 板材 0.4 m3

大工手間 造作材 釘金物共 0.3 m3

※以下 材工共
米松積層材

巾木 H100xD26 14.5 ｍ
米松積層材

巾木 H100xD30 16.2 ｍ
米松積層材

巾木 H100xD51 26.0 ｍ
米松積層材

巾木 H100xD8 14.1 ｍ
壁 米松積層材
壁見切 25x40 10.6 ｍ
壁 米松積層材
縦見切枠 125x25 5.2 ｍ

米松積層材
ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ t25 W150xH130 L形 23.7 ｍ

米松積層材
額縁 128x25 27.1 ｍ

米松積層材
額縁 132x25 20.7 ｍ

米松積層材
額縁 87x25 28.8 ｍ

(園舎 建具) 材工共
WD-1枠 米松積層材 敷居共
ﾗﾝﾏ付引違戸+Fix窓 2345×2575/1975×129程度 1.0か所
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

WD-2枠 米松積層材 敷居共
ﾗﾝﾏ付引違戸 3500×2575/1975×129程度 1.0か所
WD-3枠 米松積層材 敷居共
引違戸 7100×2000/1400×125程度 1.0か所
WD-4枠 米松積層材 敷居共
片開き戸 800×2000×129程度 1.0か所
WD-5枠 米松積層材 敷居共
2連引き戸 1570×2000×129 程度 有効1020 1.0か所

小  計

改め計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

12 屋根工事

(園舎 外部)
屋根
ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板瓦棒葺き t0.5 嵌合式 296.0 m2
屋根
下地ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 940 296.0 m2
屋根 硬質木片ｾﾒﾝﾄt18+ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑt25
複合板 母屋面 296.0 m2
屋根 ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.5
棟包み W120x2 12.0 ｍ
屋根 ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.5
水上水切(雨押え) W230xH300 9.0 ｍ
屋根 ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.5
軒先水切 唐草共 33.0 ｍ
屋根 ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.5
けらば水切 唐草共 51.5 ｍ
屋根 ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板（既製品）
鼻隠しﾊﾟﾈﾙ H300 下地材共 33.0 ｍ
屋根 ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板（既製品）
破風板ﾊﾟﾈﾙ H300 下地材共 51.5 ｍ
屋根 着色塩ﾋﾞ製 鉄芯入り 既製品
軒樋 前高130 支持金物共 33.0 ｍ
屋根
自在ﾄﾞﾚｲﾝ 既製品 5.0か所
屋根 着色塩ﾋﾞ製 既製品
竪樋 掴み金物共 20.0 ｍ

小  計

改め計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

13 金属工事

(園舎 外部)
根廻り SUS製丸型防風板付ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ
床下換気口 150φ網付 7.0か所
根廻り(濡れ縁下) SUS製丸型ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ
床下換気口 150φ網付 4.0か所

ﾎﾟｰﾁ SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW150 枠共
排水溝蓋 細目滑り止め模様付 隙間6mm 2.0 ｍ
ﾎﾟｰﾁ SUS304 HL L=4800+540 L形
ｽﾃﾝﾚｽ手摺 H=700 一部階段収め 1.0か所

手摺38φx2 支柱32φx2@1200内外
横桟20φx2 2段

足洗い 32φ ﾌﾞﾗｹｯﾄ共
SUS手摺 L=2000 1.0か所
手足洗い W1800xH150xD400
SUS手洗い SUSDt1.0 #400ﾊﾞﾌ仕上 1.0か所

排水ﾄﾗｯﾌﾟ*1

軒天 H≦1.0
軽鉄天井下地 W25 @300 直張り 31.8 m2
軒天 母屋直付程度
軽鉄天井下地 W25 @300 直張り 60.1 m2

(園舎 内部)
間仕切壁
軽鉄間仕切 W65 @450 捨張り 128.0 m2
ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁
軽鉄間仕切 W65 @450 捨張り 3.1 m2
柱型
軽鉄間仕切 W65 @450 捨張り 4.6 m2
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

間仕切壁
軽鉄間仕切開口補強 W65 片開き程度 10.0 ｍ
間仕切壁
軽鉄間仕切開口補強 W65 両開き程度 64.2 ｍ
壁
軽鉄Mﾊﾞｰ下地 W25 @450 捨張り 鉄骨面 81.4 m2
床（保育士） 三洋工業：スリーﾍﾞｰｽ601同等品
鋼製床下地 180.0 ㎡
床（濡れ縁） 三洋工業：サニーﾃﾞｯｷNSW同等品
鋼製床下地 人工木材(28×160)共 18.2 ㎡

上記幕板1段 同上人工木材30×145 10.4 ｍ
天井 H≦1.5
軽鉄天井下地 W19 @360 捨張り 14.1 m2
天井 振れ止共 1.5<H≦2.5
軽鉄天井下地 W19 @300 直張り3x3 17.7 m2
天井 振れ止共 1.5<H≦2.5
軽鉄天井下地 W19 @360 捨張り 35.4 m2
天井 振れ止共 H>2.5
軽鉄天井下地 W19 @300 直張り3x3 3.3 m2
天井 振れ止共 H>2.5
軽鉄天井下地 W19 @360 捨張り 107.0 m2
下がり天井
軽鉄天井下地 W19 @300 H400 直張り 5.9 ｍ

FB加工
ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ金物 W150xH130 L形 @900程度 26.0か所

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(W) 直付 23.7 ｍ
玄関
ｽﾃﾝﾚｽ床見切 t2.0 W40 2.7 ｍ
保育室手洗い
ｽﾃﾝﾚｽ床見切 t2.0 W40 3.1 ｍ

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室
床下点検口 SUS製 600角 1.0か所
幼児用ﾄｲﾚ SUS1.2HL
ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板 W150xD25 2.6 ｍ
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

ｷｰﾎﾞｯｸｽ 30本用 1.0か所

(園舎 建具)

ｽﾃﾝﾚｽ床見切 SUS304 W40xt2.0 2.8 ｍ

木製建具ﾚｰﾙ SUS製V型ﾚｰﾙ 1本数量 38.1 ｍ

小  計

改め計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

14 左官工事

(園舎 外部)
ﾎﾟｰﾁ床
ﾓﾙﾀﾙ金こて t30 目地切 29.2 m2
犬走り床
ﾓﾙﾀﾙ金こて t30 目地切 2.9 m2
ﾎﾟｰﾁ階段
ﾓﾙﾀﾙ金こて t30 11.6 m2
ﾎﾟｰﾁ床見付
ﾓﾙﾀﾙ金こて t30 RC面 3.0 m2
手足洗い床
ﾓﾙﾀﾙ金こて t30 塗床下 4.1 m2
手足洗い床立上り
ﾓﾙﾀﾙ金こて t30 塗床下 0.6 m2
ﾎﾟｰﾁ排水溝
ﾓﾙﾀﾙ金こて t30 W100xH100 2.0 ｍ
手洗い壁
ﾀｲﾙ下ﾓﾙﾀﾙ塗 2.3 m2
手洗い壁
ﾓﾙﾀﾙ金こて t30 RC面 4.2 m2
手洗い壁
ﾓﾙﾀﾙｺｰﾅｰ加算 R50 11.8 ｍ
根廻り
打放し面補修 A種 撥水材下 26.6 m2

(園舎 内部)
床
ｺﾝｸﾘｰﾄ金こて 木床下 180.0 m2
床
ﾀｲﾙ下ﾓﾙﾀﾙ塗 1.6 m2
金物廻り
充填ﾓﾙﾀﾙ (内部用) 2.7 ｍ
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

(園舎 建具)
建具周囲
充填ﾓﾙﾀﾙ 防水剤入(外部用) 14.2 ｍ

小  計

改め計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

15 木製建具工事

(園舎 建具)
WD-1

2345×2575/1975×40 1.0か所
WD-2

3500×2575/1975×40 1.0か所
WD-3

7100×2000/1400×40 1.0か所
WD-4

800×2000×40 1.0か所
WD-5 木製ｶﾞﾗﾘ付

1570×2000×40 有効1020 3.0か所

小  計

改め計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

16 金属製建具工事

A アルミ製建具 1.0 式

B トイレブース 1.0 式

小  計

改め計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

A アルミ製建具

(園舎 建具)
AD-1 RC枠（外付）ｱﾙﾐ外額縁 ﾊﾝｶﾞｰ

2950×2000×70 1.0か所
AW-1 RC枠（外付）ｱﾙﾐ外額縁 SUS網戸

3600×2700×70 2.0か所
AW-2a RC枠（外付）ｱﾙﾐ外額縁 SUS網戸

1550×2000×70 1.0か所
AW-2b RC枠（外付）ｱﾙﾐ外額縁 SUS網戸

1450×2000×70 1.0か所
AW-3 鉄骨半外付  SUS網戸

1600×1200×70 5.0か所

AW-4 鉄骨半外付  SUS網戸
1600×1000×70 2.0か所

AW-5 鉄骨半外付  SUS網戸
1450×900×70 2.0か所

小  計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

B トイレブース

(園舎 建具)
TB-1 扉W600x1枚

1450×D900×1800×40 1.0か所

小  計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

17 ガラス工事

(園舎 建具)
t4

強化ｶﾞﾗｽ(透明) 2.00㎡/枚以下 21.4 m2
t5

強化ｶﾞﾗｽ(透明) 2.00㎡/枚以下 48.2 m2
t4

強化ｶﾞﾗｽ(型板) 2.00㎡/枚以下 2.2 m2
t4

型板ｶﾞﾗｽ 2.18㎡/枚以下 0.4 m2

飛散防止ﾌｨﾙﾑ 25.4 m2
ｼﾘｺﾝ系 5x5程度

ｶﾞﾗｽ廻りｼ-ﾘﾝｸﾞ 片面数量(金建用) 209.0 ｍ
ｼﾘｺﾝ系 5x5程度

ｶﾞﾗｽ廻りｼ-ﾘﾝｸﾞ 片面数量(木建用) 116.0 ｍ
新設ｶﾞﾗｽ面

ｶﾞﾗｽｸﾘ-ﾆﾝｸﾞ 片面数量 72.2 m2

小  計

改め計

P.  31



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

18 塗装・吹付工事

(園舎 外部)
根廻り
撥水材塗 打放し面 素地調整共 26.6 m2
外壁
2-ASE塗(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾅﾒﾙ) ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ面 素地共 198.0 m2

2-ASE塗(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾅﾒﾙ) 鉄骨(ﾒｯｷ)面 素地共(錆止め別途) 2.9 m2
軒天
EP塗 ｹｲｶﾙ板面 素地共 91.9 m2
ﾃﾗｽ床
木材保護塗料塗 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ面 素地共 18.2 m2
ﾃﾗｽ床
木材保護塗料塗 木面 素地共 3.0 m2

木材保護塗料塗 木面 細巾 素地共 84.5 ｍ

防腐剤塗 木面 10.4 m2

(園舎 内部)
床
UC塗(ﾕｰﾄﾝ) ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ面 素地共 150.0 m2
床
ﾜｯｸｽ掛 2回塗 ﾋﾞﾆﾙ系床材面 19.7 m2
壁
EP塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 素地共 113.0 m2
下がり天井
EP塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 素地共 2.4 m2
壁
OSCL塗 合板面 素地共 85.4 m2

OSCL塗 木面 素地共 8.5 m2

OSCL塗 木面 細巾 素地共 163.0 ｍ
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

防腐剤塗 木面 129.0 m2

(園舎 建具)

OSCL塗 木建(枠)面 素地共 12.6 m2

OSCL塗 木建面 素地共 36.8 m2

小  計

改め計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

19 内外装工事

(園舎 外部)
外壁 t16 無塗装品 横張ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ
ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 通気工法金具止め 194.0 m2
外壁 t16 無塗装品 横張ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ
ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ出隅 通気工法金具止め 25.4 ｍ
外壁 塗装高耐食ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑﾒｯｷ鋼板
通気土台水切 防鼠材付 既製品 47.7 ｍ
外壁 塗装高耐食ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑﾒｯｷ鋼板
通気土台水切ｺｰﾅｰ(出隅) 防鼠材付 既製品 6.0か所
外壁 塗装高耐食ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑﾒｯｷ鋼板
通気土台水切ｺｰﾅｰ(入隅) 防鼠材付 既製品 2.0か所
外壁 塗装高耐食ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑﾒｯｷ鋼板
壁通気見切 既製品 75.0 ｍ
外壁 塗装高耐食ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑﾒｯｷ鋼板
壁通気見切ｺｰﾅｰ(出隅) 既製品 6.0か所
外壁 塗装高耐食ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑﾒｯｷ鋼板
壁通気見切ｺｰﾅｰ(入隅) 既製品 2.0か所
軒天 塗装高耐食ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑﾒｯｷ鋼板
下がり壁通気水切 既製品 21.1 ｍ
軒天 塗装高耐食ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑﾒｯｷ鋼板
下がり壁通気水切ｺｰﾅｰ(出隅) 既製品 2.0か所
外壁
防湿防水ｼｰﾄ 198.0 m2

軒天
ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t6.0 V突付目地 軽鉄面 43.9 m2
軒天
ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(有孔板) t6.0 V突付目地 軽鉄面 48.0 m2
廻縁
廻り縁 塩ﾋﾞ製 突付 205.0 ｍ

ﾃﾗｽ床
桧ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t15 木下地面 18.2 m2
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

手足洗い床 ｴﾎﾟｷｼ系
合成樹脂塗床 ﾓﾙﾀﾙ面 4.1 m2
手足洗い床立上り ｴﾎﾟｷｼ系
合成樹脂塗床 ﾓﾙﾀﾙ面 0.6 m2

(園舎 内部)
床
ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t15 木下地面 150.0 m2
床
構造用合板 t12 特類 木下地面 15.5 m2
床
構造用合板 t12 1類 木下地面 164.0 m2
床
ﾗﾜﾝ合板 t12 2類 木下地面 8.0 m2
床
耐水合板 t12 1類 木下地面 15.5 m2
床 t2.0 木目調 溶接工法
長尺ﾋﾞﾆｰﾙｼ-ﾄ(A) 合板面 合成ｺﾞﾑ接着 8.9 m2
床 t2.0 ﾏｰﾌﾞﾙ柄 溶接工法
長尺ﾋﾞﾆｰﾙｼ-ﾄ(B) 合板面 合成ｺﾞﾑ接着 10.8 m2
床
断熱材敷込み t40 押出ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 2種b 23.4 m2
床
ﾈﾀﾞﾌｫｰﾑ t40 空練ﾓﾙﾀﾙなし 合板面 156.0 m2
巾木
ﾋﾞﾆ-ﾙ巾木 H60 27.6 ｍ

壁 継目処理
石膏ﾎﾞ-ﾄﾞ t12.5 戸袋面 3.2 m2
壁 継目処理
石膏ﾎﾞ-ﾄﾞ t12.5 捨張PBt9.5共 軽鉄面 112.0 m2
壁 張物下
石膏ﾎﾞ-ﾄﾞ t12.5 軽鉄面 82.0 m2
壁 張物下
石膏ﾎﾞ-ﾄﾞ t12.5 捨張PBt9.5共 軽鉄面 3.6 m2
壁 張物下
耐水石膏ﾎﾞ-ﾄﾞ t12.5 軽鉄面 24.6 m2
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

壁 張物下
耐水石膏ﾎﾞ-ﾄﾞ t12.5 戸袋面 1.1 m2
壁(天井裏等) 突付
石膏ﾎﾞ-ﾄﾞ t12.5 捨張PBt9.5共 軽鉄面 70.8 m2
壁(鏡下地)
耐水合板 t12 1類 軽鉄面 2.3 m2
壁 目透し
ｼﾅ合板 t5.5 2類 軽鉄面 85.6 m2
壁
化粧珪酸ｶﾙｼｳﾑ板 t6.0 ﾎﾞｰﾄﾞ面 25.7 m2
外壁
ｸﾞﾗｽｳ-ﾙ充填 t100 24kg/m3 86.3 m2
壁出隅
ﾎﾞｰﾄﾞｺｰﾅｰ処理 16.1 ｍ
壁出隅
化粧珪酸ｶﾙｼｳﾑ板出隅 ｱﾙﾐ製 1.2 ｍ

天井
化粧石膏ﾎﾞ-ﾄﾞ t9.5 910x910 軽鉄面 20.9 m2
天井
岩綿吸音板 t9.0 捨張PBt9.5共 軽鉄面 157.0 m2
天井
ｸﾞﾗｽｳ-ﾙ敷込 t100 24kg/m3 178.0 m2
下がり天井 継目処理
石膏ﾎﾞ-ﾄﾞ t12.5 軽鉄面 2.4 m2
下がり天井
ｸﾞﾗｽｳ-ﾙ敷込 t100 24kg/m3 2.4 m2
下がり天井
出隅縁 塩ﾋﾞ製 5.9 ｍ

廻縁
廻り縁 塩ﾋﾞ製 突付 162.0 ｍ

小  計

改め計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

20 雑ユニット工事

A 造作家具(木製) 1.0 式

B 造作家具(手洗い) 1.0 式

C 化粧鏡 1.0 式

D ミニキッチン 1.0 式

E その他 1.0 式

小  計

改め計
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番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

A 造作家具(木製)

(園舎 外部)
濡れ縁 W1350xH1000xD260 24人用
02：ｼｭｰｽﾞ収納（幼児用） ｼﾅ合板ﾌﾗｯｼｭ 塗装SOP 8.9m2共 2.0か所

(園舎 内部)
保育室5.6 W3560xH2600xD680
01：絵画入､収納棚､掃除具入 ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾌﾗｯｼｭ 床下点検口 2.0か所
職員室 W2700xH960xD450
03：収納棚 ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾌﾗｯｼｭ 1.0か所
保育室 米松積層材t20 L1380xH60 SOP塗
04：ﾀｵﾙ掛 SUSﾌｯｸ*22 LAMP/TK30F同等 2.0か所
幼児用ﾄｲﾚ 米松積層材t20 L500xH40 SOP塗
05：SK内ﾓｯﾌﾟ掛 SUSﾌｯｸ*2 LAMP/UC-055同等 1.0か所
各室 木製 Stﾌﾞﾗｹｯﾄ共 既設に習う
06：室名札 塗装含む 3.0か所

小  計

P.  38



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

B 造作家具(手洗い)

(園舎 内部)
保育室5.6 W1200xH450xD500
08：手洗い SUS304t1.0 #400ﾊﾞﾌ仕上 2.0か所
幼児用ﾄｲﾚ W1200xH450xD500
08：手洗い SUS304t1.0 #400ﾊﾞﾌ仕上 1.0か所

小  計

P.  39



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

C 化粧鏡

(園舎 内部)
保育室5.6
08：化粧鏡 W1200xH625 ｔ5 2.0か所
幼児用ﾄｲﾚ
08：化粧鏡 W1200xH625 ｔ5 1.0か所

小  計

P.  40



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

D ミニキッチン

(園舎 内部)
給湯ｺｰﾅｰ W900xH1900xD500 幕板H140共
07：ﾐﾆｷｯﾁﾝ ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾌﾗｯｼｭ S水栓 電気温水器 1.0か所

小  計

P.  41



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

E その他

(園舎 外部)
W450xH450 上入前出し 壁付

ﾎﾟｽﾄ 防滴ﾀｲﾌﾟ NASTA/KS-MAB1同等 1.0か所

(園舎 内部)
幼児用ﾄｲﾚ 既製品
大便器用手摺 TOTO YYB10P2R同等 3.0か所
職員用ﾄｲﾚ 既製品
耐蝕鏡 TOTO YM3560F同等 1.0か所
職員用ﾄｲﾚ 既製品 L=1000
洗面ｶｳﾝﾀｰ TOTO MH45PA11同等品 1.0か所

小  計

P.  42



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

Ⅰ-2 渡り廊下工事

1 直接仮設工事 1.0 式

2 土工事 1.0 式

3 地業工事 1.0 式

4 コンクリート工事 1.0 式

5 型枠工事 1.0 式

6 鉄筋工事 1.0 式

7 鉄骨工事 1.0 式

8 防水工事 1.0 式

9 屋根工事 1.0 式

10 左官工事 1.0 式

11 塗装・吹付工事 1.0 式

Ⅰ-2.  合  計

P.  43



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

1 直接仮設工事

(渡り廊下)

水盛やりかた 4.8建m2

現寸型板 4.1延m2

墨出し 4.1延m2

外部足場 脚立足場 並列 4.8 m2

養生 4.8 m2

整理清掃片付 4.8 m2

小  計

改め計

P.  44



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

2 土工事

(渡り廊下)
根切GL=設計GL+350

根切り 壺堀･布掘  H=0.60m 6.5 m3

鋤取り H=0.30m程度 0.2 m3
土量を検討し変更可能性あり

埋戻し B種 根切良質土使用 3.5 m3

建設発生土処理費 構外搬出適切処理 3.2 m3

建設発生土運搬費 積込共 3.2 m3

床付け 5.3 m2

砕石地業 基礎下 t=50　　 0.1 m3

砕石地業 土間下t=50 0.4 m3

小  計

改め計

P.  45



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

3 地業工事

(渡り廊下)
φ600

柱状ｺﾗﾑ地盤改良 改良ｺﾗﾑ長3800 *4本 1.0 式
材工共

小  計

改め計

P.  46



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

4 コンクリート工事

(渡り廊下)
AE剤

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc18N/mm2 ｽﾗﾝﾌﾟ15 0.3 m3
AE剤・AE減水剤

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc21+3N/mm2 ｽﾗﾝﾌﾟ18 1.0 m3
AE剤・AE減水剤

1階ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ Fc21+3N/mm2 ｽﾗﾝﾌﾟ18 1.5 m3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 捨ｺﾝ　ﾎﾟﾝﾌﾟ打設 0.3 m3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 基礎　ﾎﾟﾝﾌﾟ打設 1.0 m3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 1階ｽﾗﾌﾞ　ﾎﾟﾝﾌﾟ打設 1.5 m3

小  計

改め計

P.  47



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

5 型枠工事

(渡り廊下)

普通型枠 基礎 8.8 m2

型枠運搬費 8.8 m2

小  計

改め計

P.  48



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

6 鉄筋工事

(渡り廊下)

異形鉄筋 SD295A D10 0.20 t

異形鉄筋 SD295A D13 0.05 t

異形鉄筋 SD295A D16 0.10 t

▲ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ｽｸﾗｯﾌﾟ率70% 0.01 t

鉄筋加工組立 D13以下 0.20 t

鉄筋加工組立 D16以上 0.10 t

鉄筋運搬費 加工場～現場 0.40 t

埋込長さ60　定着長さ400
接着系あと施工ｱﾝｶｰ 既設部　D10用 13.0 本

小  計

改め計

P.  49



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

7 鉄骨工事

(渡り廊下)

鋼材(H鋼) SS400 H-125x125x6.5x9 0.30 t

鋼材(角形鋼管) STKR400 □-150x150x6 0.40 t

鋼材(軽量溝形鋼) SSC400 C-100x50x20x2.3 0.20 t

鋼材(鋼板) SS400 PL- 4.5 0.04 t

鋼材(鋼板) SS400 PL- 6 0.02 t

鋼材(鋼板) SS400 PL-16 0.10 t

鋼材(鋼板) SS400 PL-22 0.10 t

鋼材(鋼板) SN490C PL-16 0.04 t

▲ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ｽｸﾗｯﾌﾟ率70% 0.04 t

高力ﾎﾞﾙﾄ S10T M16x35 4.0 本

高力ﾎﾞﾙﾄ F8T M16x45 8.0 本

高力ﾎﾞﾙﾄ F8T M16x50 21.0 本

高力ﾎﾞﾙﾄ F8T M16x55 125.0 本
強度区分4.6  DN締め

中ﾎﾞﾙﾄ M12x35 102.0 本

P.  50



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

TB・羽子板・材工運搬共
耐震ﾌﾞﾚｰｽ(JIS) 水平 M14 L=2700 2.0 本

鉄骨工場加工組立費 0.90 t

軽量鉄骨加工取付 0.20 t

鉄骨建方費 機械損料共 1.20 t

高力ﾎﾞﾙﾄ締付費 0.90 t

鉄骨運搬費 1.20 t

工場溶接費 6ﾐﾘ換算値 45.5 ｍ
溶接検査 AOQL4.0%  第六水準
超音波探傷試験 ｻﾝﾌﾟﾙ20/ﾛｯﾄ220 20.0か所

柱・梁
溶融亜鉛めっき 補修部常温亜鉛めっき含 0.90 t

ﾛｰﾊﾞｰ3回塗指示(S-9図)

錆止め塗装 JIS K5674(工場2回塗) 22.7 m2

間柱
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ABR400 M16 L=500 L形DN 16.0 本

間柱
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ取付費 ABR400 M16 L=500 L形DN 16.0 本

A種(無収縮ﾓﾙﾀﾙ)
柱底均しﾓﾙﾀﾙ C11 350x350x30 4.0か所

仮締めボルト 1.0 式

社内検査 本体に含む

P.  51



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

書類作成 本体に含む

小  計

改め計

P.  52



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

8 防水工事

(渡り廊下)
軒天 金属-内装材
ｼｰﾘﾝｸﾞ 変成ｼﾘｺﾝ系 10x10程度 29.2 ｍ
軒先取合 木-内装材
ｼｰﾘﾝｸﾞ 変成ｼﾘｺﾝ系 10x10程度 16.4 ｍ

小  計

改め計

P.  53



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

9 屋根工事

(渡り廊下)
屋根
ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板瓦棒葺き t0.5 嵌合式 15.2 m2
屋根
下地ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 940 15.2 m2
屋根
硬質木片ｾﾒﾝﾄ板 t18 母屋面 15.2 m2
屋根 ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.5
水上水切 唐草共 5.7 ｍ
屋根 ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.5
軒先水切 唐草共 4.5 ｍ
屋根 ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.5
けらば水切 唐草共 3.0 ｍ
屋根（傾斜収め） ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.5
けらば水切 唐草共 3.3 ｍ
屋根 着色塩ﾋﾞ製 鉄芯入り 既製品
軒樋 前高130 支持金物共 4.5 ｍ
屋根
自在ﾄﾞﾚｲﾝ 既製品 2.0か所
屋根 着色塩ﾋﾞ製 既製品
竪樋 掴み金物共 7.2 ｍ

小  計

改め計

P.  54



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

10 左官工事

(渡り廊下)
犬走り床
ﾓﾙﾀﾙ金こて t30 目地切 10.4 m2

小  計

改め計

P.  55



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

11 塗装・吹付工事

(渡り廊下)

2-ASE塗(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾅﾒﾙ) 鉄骨(ﾒｯｷ)面 素地錆止共 12.5 m2

小  計

改め計

P.  56



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

Ⅰ-3 改修工事

1 直接仮設工事 1.0 式

2 金属工事 1.0 式

3 塗装・吹付工事 1.0 式

4 内外装工事 1.0 式

5 撤去工事 1.0 式

Ⅰ-1.  合  計

P.  57



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

1 直接仮設工事

(既設園舎)

墨出し 303.0延m2

内部足場 脚立足場 並列 303.0床m2

養生 303.0延m2

整理清掃片付 303.0延m2

小  計

改め計

P.  58



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

2 金属工事

(園舎 内部)

天井点検口 アルミ　450角 5.0か所

床下点検口 SUS製 600角 13.0か所

小  計

改め計

P.  59



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

3 塗装・吹付工事

(園舎 内部)

EP塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 素地共 7.2 m2

小  計

改め計

P.  60



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

4 内外装工事

(園舎 内部)
壁 継目処理
石膏ﾎﾞ-ﾄﾞ t12.5 捨張PBt9.5共 軽鉄面 7.2 m2

小  計

改め計

P.  61



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

5 撤去工事

（既設園舎改修）

壁石膏ボード撤去 二重張り 7.2 ㎡

小  計

改め計

P.  62



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

Ⅰ-4 外構工事

1 直接仮設工事 1.0 式

2 土工事 1.0 式

3 コンクリート工事 1.0 式

4 型枠工事 1.0 式

5 鉄筋工事 1.0 式

6 左官工事 1.0 式

7 塗装・吹付工事 1.0 式

8 その他 1.0 式

9 撤去工事 1.0 式

Ⅰ-5.  合  計

P.  63



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

1 直接仮設工事

（外構工事）

水盛遣方 141.0 ｍ2

原寸型枠 141.0 ｍ2

墨だし 141.0 ｍ2

整理清掃片付け 外壁改修 141.0 ｍ2

養生 外壁改修 141.0 ｍ2

小  計

改め計

P.  64



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

2 土工事

(外構)
根切GL=設計GL(一部+350)

根切り 壺堀･布掘  H=1.19m(1.54m) 20.5 m3

鋤取り H=0.30m程度 29.5 m3

埋戻し B種 根切良質土使用 13.2 m3

建設発生土処理費 構外搬出適切処理 36.8 m3

建設発生土運搬費 積込共 36.8 m3

砕石地業 基礎下 t=50　　 1.9 m3

砕石地業 土間下t=50 14.3 m3

土工重機運搬費 1.0 式

小  計

改め計

P.  65



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

3 コンクリート工事

(外構)
AE剤

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc18N/mm2 ｽﾗﾝﾌﾟ15 0.9 ｍ3
AE剤・AE減水剤

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc21+3N/mm2 ｽﾗﾝﾌﾟ18 18.5 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 捨ｺﾝ　ｶｰﾄ打設 0.9 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 基礎　ｶｰﾄ打設 18.5 ｍ3

小  計

改め計

P.  66



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

4 型枠工事

（外構）

普通型枠 基礎 6.5 ｍ２

打放し型枠 B種 8.6 ｍ２

型枠運搬費 15.1 ｍ２

小  計

改め計

P.  67



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

5 鉄筋工事

（外構）

異形鉄筋 SD295A　D10 1.04 ｔ

異形鉄筋 SD295A　D13 0.12 ｔ

▲スクラップ スクラップ率７０％ 0.06 ｔ

鉄筋加工組立 D13以下 1.11 ｔ

鉄筋運搬費 加工場から現場 1.11 ｔ

小  計

改め計

P.  68



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

6 左官工事

(外構)
階段モルタル
ﾓﾙﾀﾙ金こて t30 目地切 2.5 m2

打ち放し面補修 8.6 m2

小  計

改め計

P.  69



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

7 塗装・吹付工事

(外構)

複層塗材E コンクリート面 2.9 m2

小  計

改め計

P.  70



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

8 その他

(外構)
H1200

伸縮門扉 LIXILグランシャインAタイプ　同等 1.0か所
H1200

アルミ製門扉 LIXIL　アルミ引き戸用Bタイプ　同等 1.0か所

フェンス LIXIL/HGNAﾌｪﾝｽ　H1.2 29.5 ｍ

フェンス LIXIL/HGNAﾌｪﾝｽ　H1.5 6.0 ｍ

フェンス門扉 LIXIL/HGNAﾌｪﾝｽ　H1.2 1.0箇所

フェンス門扉 LIXIL/HGNAﾌｪﾝｽ　H1.5 1.0箇所

側溝 道路用鉄筋コンクリート側溝 15.3 ｍ

グレーチング 側溝　250　T-14 2.0箇所

小  計

改め計

P.  71



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

9 撤去工事

（外構工事）

コンクリート土間撤去 ｔ150程度 102.3 ㎡

コンクリート壁撤去 ｔ150程度 0.4 ㎡

アスファルト舗装撤去 ｔ50程度 142.0 ㎡

アルミ伸縮門扉撤去 ｗ4,600　ｈ1,200 1.0箇所

アルミ片開き門扉撤去 ｗ　800　ｈ　1,500 1.0箇所

アルミ展示ケース撤去 ｗ1800　H2,000　（ケースｈ900） 1.0箇所

U字側溝撤去 W150　 28.9 ｍ

小  計

改め計

P.  72



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

Ⅰ-5 発生材処分

1 （既設園舎改修） 1.0 式

2 （外構） 1.0 式

Ⅰ-5.  合  計

P.  73



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

1 発生材処分

（既設園舎改修）

発生材処分 石膏ボード 0.1 t

小  計

改め計

P.  74



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

2 発生剤処分

（外構）

ガラ積込 20.5 m3

ガラ運搬 20.5 m3

ガラ処分 20.5 m3

アスファルト積込 7.1 m3

アスファルト運搬 7.1 m3

アスファルト処分 7.1 m3

小  計

改め計

P.  75



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

Ⅰ-6 解体工事

(既設職員棟及び渡り廊下撤去)

電気引き込み撤去 1.0 式

空調機撤去 発生材及びﾌﾛﾝｶﾞｽ処分費含む 1.0 台

Ⅰ-5.  合  計

改め計

建屋及び基礎撤去

鉄骨造平屋建：5,400×7,200×3,600
屋根：亜鉛ﾒｯｷ鋼板　折板葺
外壁:断熱材充填亜鉛ﾒｯｷ鋼板ﾊﾟﾈﾙ
基礎:布基礎 38.9 ㎡

P.  76



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

2 積上げ共通仮設費

仮囲い 成形鋼板H2.0　６か月 94.3 m

シートゲート H4.5　W6.0　６か月 2.0箇所

小  計

改め計

P.  77



S16 NDコア設計施工標準仕様書-３

A23 建具表-１

A24 建具表-２

A25 外構図-１

A20 展開図-３

A21 木部詳細図

A22 詳細図

A17 天井伏せ図

A18 展開図-１

A19 展開図-２

(建築)

A15 矩計図-２

A16 矩計図-３

A31 工事計画図

A28 既設棟改修　平面図

A29 既設棟撤去　平面図

A30 既設棟　断面図

図面番号 図面名称

A26 外構図-２

A27

A14 矩計図-１ S15 NDコア設計施工標準仕様書-２

A13 立面図 S14 NDコア設計施工標準仕様書-１

A12 平面図・屋根伏図 S13 ジャストベース柱脚工法標準図

A11 面積表 S12 地盤改良特記仕様書

A10 敷地求積図 S11 土質柱状図

A09 仕上表-２ S10 スリーブ補強要領他

A08 仕上表-１ S09 渡り廊下構造図

A07 現況配置図 S08 鉄骨詳細図-１

A06 付近見取図・配置図 S07 鉄骨特記事項

A05 工事区分表 S06 鉄骨部材リスト

A04 建築工事特記仕様書（4） S05 雑配筋図

A03 建築工事特記仕様書（3） S04 RC部材リスト

A02 建築工事特記仕様書（2） S03 軸組図-２

A01 建築工事特記仕様書（1） S02 軸組図-１日影図

A00 表紙 S01 各階伏図・使用材料

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面番号 図面名称 図面番号 図面名称



測定対象室及びヶ所数は、職員室棟（職員室、保育室）：2ヶ所

・　完成図（設計図一式、変更箇所全て修正のうえ、図面右下に「完成図」と表記する。）

※　完成写真：カラー、キャビネ判、ベタ焼（外部各1面以上、内部各部屋1箇所以上、1部）、

縮尺

名称

図面

A2:1／1

A3:1／1.5
A-01

承認

号175279一級建築士
日月

岩　瀬　　直　人 特記仕様書－１

　　印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

　　印と　　印のついた場合は、共に適用する。

１．図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて別記の標準仕様書による。

２．項目は、番号に　　印のついたものを適用する。

３．特記事項は、　　印のついたものを適用する。

総則

地

第

章

４

業

工

１　杭地業

２　床下防湿・断熱

事

ＳＤ２９５Ａ 規格品

規格品

第

章

工

事

５

鉄

筋

１　鉄筋の材質

２　材料試験

ＳＤ３４５

（Ｄ１０～Ｄ１６）

（Ｄ１９以上）

※　鉄筋は規格証明書を提出して試験は行わない

３　鉄筋の継手 （Ｄ１０～Ｄ１６）

（Ｄ１９以上）

※　超音波探傷試験による４　ガス圧接完了後の

５．別途工事

１．工事名称

工事概要

２．敷地概要

３．建物概要

４．発注方式

６．支給品

項

一

般

共

通

事

１

第

章

章 項目

１　標準仕様書

３　優先順位 設計図書の優先順位は下記の通りとする。

１．現場説明書、質疑応答書

２．特記仕様書

３．設計図面

４．標準仕様書

５　設計変更における 設計変更における工事費は、当該変更対象の市の直接工事費を積算し、これに当該変更に係わる

工事場所

用途地域

防火指定

主要用途

工事種別

構造

階数

法定容積率

その他の指定

法定建ぺい率

・　建築工事設備工事一括発注

・　分離発注

・　無　　・有          （　　　　　　　　　　　　　　）

3,238.96㎡敷地面積

・　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」（最新版）

都市計画区域

特記事項

６　施工図 下記の項目については施工図を提出し承諾を受ける。

７　建築材料等 建築材料の製造所・製品及び施工業者等は、特記されたもの又はこれらと同等以上とする。

但し、同等以上とする場合は、監督職員の承諾を受ける。

８　発生材の処理

・引渡しを要するもの。（　　　　　　）

着工に先立ち下記に示す工事用設計図製本を作成し監督職員に提出する。11　製本

※構外に搬出し適切に処理する。

工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕上げ共

在来にならい補修する。

工事施工中は施工業者の負担により火災保険、建設工事保険契約を締結し、

証書の写しを監督職員に提示する。

２

仮

設

工

事

第

章

１　監督職員事務所

２　工事用水

※　設ける（規模　2号程度　　　　　）

３　工事用電力

４　工事用看板

（６００×９００程度）

※　右図の程度の看板を取付る。

・　構内既存の施設を利用する。（・有償　・無償）

・　施工業者の負担により構外より引込む。（既存設備を利用する場合はメーター設置し使用料を支払う）

※　施工業者の責任に於いて計画する。５　仮囲い

土

第

章

３

工

事

１　埋戻し・盛土

２　残土処分

※　根切り土の中の良質土を利用する。

・　構外の良質土（山砂の類）を使用する。

・　構外に搬出し適切に処理する。

・　構内の指定場所に敷きならす。

３　山留め ※　必要に応じて、施工業者の責任に於いて計画する。

・　杭伏図

・　金属工事

・　各躯体図

・　建具工事

・　家具工事

・　屋根工事

・　材料

・　ポリエチレンフィルムァ0.15敷込

※　重ね継手

※

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事 ・　監督職員が指示するもの

※

※　ガス圧接

可児市下恵土字清水28番１の一部、中恵土字助太郎2359番322、2359番604

保育所

増築

鉄骨造

平屋建

・　木工事

・　仮設計画図 ・　建築，電気，機械総合プロット図

・　立面図・断面詳細図・　平面詳細図，展開図

９　養生その他

現場内、及び隣接道路の整理清掃に努め、近隣住民に対し配慮を行う。

工事により発生する騒音・振動等の影響を極力防止するように努めるとともに、

工事完了後は後片付け、清掃等を行い、本工事施工箇所以外については原則として

現況復旧とする。又建設副産物適正処理推進要綱、及び建設工事公衆災害防止対策

要綱建築工事編を遵守するものとする。

３　砕石地業 ※　再生クラッシャラン　　・　切込砕石

・　外壁工事

（建築・電気設備・機械設備・）

第1種住居地域

60     　％

200　％

面積表

・　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書」（最新版）

・　設けない

別図による

・　行う ・　行わない

工事完成時に「ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物」の測定を行い、報告書を監督職員に提出する。

測定はパッシブ型採取機器により実施する。

・　保全に関する資料等一式

・　その他監督職員が指示するもの

※

区域区分非設定都市計画区域

防火指定なし

章 項目 特記事項 章 項目 特記事項

14　化学物質の濃度測定

なお、測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合は、原因の究明・適正な改善方法の報告

及び改善のうえ、再測定を行う。

ホルムアルデヒド

測定基準（下記の数値を超えない）検査項目

トルエン

キシレン

パラジクロロベンゼン

エチルベンゼン

スチレン

100 3

260

870

240

3800

220

μｇ/ｍ　（0.08ｐｐｍ）

3μｇ/ｍ　（0.07ｐｐｍ）

3μｇ/ｍ　（0.20ｐｐｍ）

3μｇ/ｍ　（0.04ｐｐｍ）

3μｇ/ｍ　（0.88ｐｐｍ）

3μｇ/ｍ　（0.05ｐｐｍ）

15　損害保険

４　書類の書式等 本工事の施工に関して提出する書類は、「可児市建設工事における取り扱い書類等一覧表」により、

定めがない場合は監督職員の指示による。

なお、監督職員からの訂正の指示があった場合は、異議なく訂正し、速やかに提出する。

・　構内既存の施設を利用する。（・有償　・無償）

・　施工業者の負担により構外より引込む。

・　設計図製本（Ａ３二つ折り　３部）

年30平成

　　工事費の算定 共通費を加えて得た額に、「当初請負代金額から消費税相当額を減じた額／当初設計金額の工事価格」の

比率を乗じさらに消費税相当額を加えて得た額を原則とする。

・　工法

検査

12　写真

・　溶接金網

・　無　　・有          （　　　　　　　　　　　　　　）

13　提出書類等

10　電気保安技術者

２　適用基準等 ・　建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課監修　最新版）

・　工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

・　可児市建設工事共通仕様書（可児市ＨＰにて閲覧可）

要

※　工事写真：デジタル写真で撮影する場合は、200万画素以上、300ｄｐｉ以上で３年は

　　劣化しない品質とする。なお、補助対象工事については、完成時に、銀塩カメラ撮影は

　　電子データ（200万画素以上、300ｄｐｉ以上）。写真はアルバムに整理すること。

　　ネガ及びネガベタを、デジタルカメラの場合は画像データを提出する。

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

可児市立めぐみ保育園園舎増築

発注者　　　○○○○

施工者　　　○○○○

工期　　　　○○○○

監理者　　　○○○○

及び大規模改修工事

06

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事(建築)



２　構造体強度補正

３　試し練り

　　仕上げの型枠

４　化粧打放し

５　化粧打放し

・　外部ァ１０　　　※　内部ァ１０　　　

　　仕上げの増打

・　型枠用合板ァ１２（ＪＡＳ規格品の新品）

・　塗装合板

　　種類

１　コンクリートの 種類

・ 普通コンクリート

・ 無筋コンクリート

注）混和剤の記号は下記とする。

Ａ：ＡＥ剤　　Ｂ：ＡＥ減水剤　　Ｃ：高性能ＡＥ減水剤　

Ｄ：流動化剤（工場添加型）　　Ｅ：流動化剤（現場添加型）

章

６

工

事

コ

ン

ク

リ

ト

ー
第 施工箇所 スランプcm 混和剤設計基準強度

※　行う（無筋コンクリートは除く）

※　無筋コンクリート及び水中コンクリートを除き行う。

Ｎ／mm
２

※　外部側面ァ１０　　　・　内部側面ァ１０　　　

・ 普通コンクリート

・ 普通コンクリート

躯体（園舎） 24 18 A・B

捨コン 18 15 Ａ

第

章

工

事

鉄

７

骨

１　製作工場 ・　全構連右記グレード認定工場　　・Ｈ　　・Ｍ　　・Ｒ　　・Ｊ

・　監督職員が承認する工場

２　適用基準 ※　日本建築学会

　「ＪＡＳＳ６　鉄骨工事標準仕様書（２０１５年改定版）」

　「鉄骨工事技術指針・工場製作編（２０１５年改定版）」

　「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編（２０１５年改定版）」

３　作成図書 ・　製作要領書 ・　社内検査成積書

・　溶接基準図 ・　社外検査成積書

・　各部工作図 ・　現場施工計画書

・　現寸図

４　鋼材 ＳＳ４００　　　規格品・　一般構造用圧延鋼材

・　一般構造用炭素鋼鋼管 ＳＴＫ４００　　規格品

・　一般構造用角形鋼管 ＳＴＫＲ４００　規格品

・　一般構造用軽量型鋼 ＳＳＣ４００　　規格品

５　高力ボルト ※　ＪＳＳ（日本鋼構造協会規格）   ０９規格の構造用トルシア形高力ボルト

・　溶融亜鉛メッキ高力ボルト大臣認定品（Ｆ８Ｔ相当品）とする。

６　丸鋼ブレース

・　ターンバックル胴はパイプ式とする。

７　スタッド ※　ＪＩＳ　Ｂ１１９８（頭付スタッド）規格品とする。

８　材料試験

９　摩擦面などの ※　摩擦面は、全面ブラスト又は全面平グラインダー掛けとし、円形に平グラインダー掛けは

　　処理 　　不可とする。

※　平グラインダー掛け面は、一様に錆を発生させたものとする。

　　ブラスト面は、錆発生不要とするが、ブラスト処理後にまくれ処理等でグラ

　　インダー掛けした部分は、錆発生必要とする。

10　高力ボルトの ※　高力ボルトの仮ボルト兼用は不可とする。

　　　締め付け ※　１次締め（予備締め）後に、ボルト・ナット・座金・母材にかけてマ－キング

　　（全数）を行う。

11　締め付け検査 ※　全数ピンテールの破断及びマーキングにより、とも回りの無いことを確認する。

12　溶接完了後の検査

・　耐火被覆材の接着する面

・　高力ボルト摩擦接合部の摩擦面

13　錆止め塗装

・　コンクリートに接触及び埋め込まれる部分

・屋内

・屋外

・ＪＩＳ　Ｋ5674　１種　　　規格品

・ＪＩＳ　Ｋ5622　１・２種　規格品

※ＪＩＳ　Ｋ5621　１種　　　規格品

・ＪＩＳ　Ｋ5551　Ａ種　及び　K5552　2種　規格品

※ＪＩＳ　Ｋ5625　１・２種　規格品

※工場２回塗、現場本締後タッチアップ２回

B種（JASS18　M-109）現場１回塗

　　モルタル

16　ベースプレート底

14　亜鉛メッキ処理

　　保持方法

15　アンカーボルトの ※構造図に特記されたスタンションを用いる。

17　耐火被覆

※ベースプレート下のモルタルは、全てプレミックスタイプの無収縮モルタル

とし、柱の建て込み後ベースプレート回りに型枠を設けて、モルタルをベー

スプレートの周囲からあふれ出るまで注入とする。

耐火性能　種類　　　

尚、亜鉛メッキ面には、下記塗料による錆止め塗装を施す。

※　塗装回数及び塗装施工時期は下記とする。

※　錆止め塗料は下記とする。但し、１・２種の別があるものは、１回目は１種

　　２回目は２種を使用のこと。又、１回目と２回目は色替えをする。

　　但し、デッキプレート（型枠用デッキプレートも含む）のかかる梁天端は除く。

※　鉄面は、下記○印部分以外は、全面錆止め塗装を行う。

第

章

８

A

１　ALCパネル

L

C

工

事

３　塗膜防水

４　その他の防水

・アスファルト注入目地　　　・既製品目地材５　押えコンクリートの

６　防水立上り押え ※既製品アルミアングル・水切・笠木（図示による）

伸縮目地

７　防水の保証 下記の防水については、保証書を提出する。

※シーリングの種別は、標準仕様書による。８　シーリング

・塗膜防水（１０年）

防水

１　アスファルト

ルーフィング防水

２　合成高分子

・アスファルト防水（１０年）・合成高分子ルーフィング防水（１０年）

　　大臣認定品（Ｓ１０Ｔ）とする。

※　下記部分は溶融亜鉛メッキを施す。

種　別 寸法・形状 工　法 備　考

※　完全溶け込み溶接部の第３者による超音波探傷試験を行う。

・外部の鉄骨（見えがかり）

※　鋼材・丸鋼ブレース・ボルト類・頭付スタッドは、規格証明書を提出し試験は

・　高力ボルトは、荷受け時に軸力確認試験を行う。

　　行わない。

　　 （ＪＩＳ      Ａ５５４０規格品）とする。

※　ロッド・ターンバックル胴・羽子板プレート全てＪＩＳブレース

第

章

石

工

１０

１　天然石 名　称 厚施工場所 仕上げ 目地 備　考

事

工

防

水

９

第

章

・　建築構造用冷間ロール成形角形鋼管　ＢＣＲ295　大臣認定品

・　建築構造用圧延鋼材　ＳＮ490Ｃ・SN400B　規格品

　　標準仕様書の７．１０．３　A種による。

・　構造用転造両ネジアンカーボルト　　ABR400　規格品

・　角形鋼管柱・Ｈ形鋼はり接合工法（ＮＤコア）　（財）ベターリビング評定品

・　溶融亜鉛めっき鋼板（アイルーフ７５）　ＪＩＳ　Ｇ３３０２規格品

外構 18

・工場1回塗、現場本締後タッチアップ1回

・工場1回塗、現場本締後タッチアップ1回完了後全面1回

躯体（渡り廊下） 21

事

縮尺

名称

図面

A2:1／1

A3:1／1.5

承認

号175279一級建築士
日月

岩　瀬　　直　人 特記仕様書－２

年30平成

18 A・B

18 A・B

章 項目 特記事項 章 項目 特記事項 章 項目 特記事項

名　称 施工場所 仕　様 備　考

名　称 施工場所 仕　様 備　考

名　称 施工場所 仕　様 備　考

名　称 施工場所 仕　様 備　考

A-02

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

　　こて仕上げの増打

６　床コンクリート

06



着色塩ビ管（既製品）

第

章

事

工

タ

イ

ル

１１

１　床タイル張り
名　称

・外壁

・内壁

２　伸縮目地 ・位置は共通仕様書による。

・入隅に原則として設け、目地巾は５mm程度とする。

・設けない。

施工場所
材質・仕上げ

形状・寸法

役　物

工　法
備　考

第

章

木

工

１２

１　適用基準

事

※共通仕様書による　　・次記に準拠する（　　　　　　　　　　　）

２　木材

※（社）日本しろあり協会制定　標準仕様書に準ずる

※　ラワン材類を使用する場合は、防虫１種処理材（ＪＡＳ）とする

　（土壌処理　　・行う　　・行わない）

３　防腐処理

４　防蟻処理

５　防虫処理

６　その他

※クレオソート油２回塗り

第

章

１４

金

属

１　軽量鉄骨天井下地

３　鋼製床下地

２　軽量鉄骨壁下地 スタッド　・　６５形　　　・　５０形　　　・　１００形　　　

野縁　※１９形（屋内）　　　※２５形（屋外）

事

工

第

章

１３
名　称

１　屋根材

名　称

継手　・溶接　　　・既製品

屋

根

２　樋・ドレン

事

工

及

び

樋

施工場所

材料・形状

下　地

材料・仕上げ

備　考

備　考

４　既製金物 名　称 材料・仕上げ 形状・寸法 備　考

５　製作金物

施工場所

樹　種部　位 仕　上等　級 備　考

※外部は特記なき限り、檜　上小節、WP塗とする。

材質　※ＪＡＳの規格品　　・市場品

樹種及び等級　構造材・下地材　　※共通仕様書による　　

　　　　　　　造作材・集成材　　※下表による　　　　　

・　構造材、造作材は、原則として代用樹種は認めない。代用樹種

　　やむをえず変更する場合は、監督職員の承諾をうける。

・　設計図書に記載する木材の寸法はすべて仕上り寸法とする（詳細は打合せ）

・　使用する木材はサンプルを提出し、監督職員の承諾を受ける。

・　使用する構造材，造作材，下地材の含水率は共通仕様書に規定するＡ種とし、

　　やむをえずこの含水率を超えるものは監督職員の承諾を受ける。

・　自在ドレン

・　竪樋

３　長尺金属板葺

図示

・　100角タイル 玄関 磁器質・無ゆう

事

工

第

章

１５

左

官

１　モルタル塗

　　防水モルタル塗

２　仕上塗材

名　称 施工場所

種類（呼び名）

塗厚・仕上げ

仕上げ・工法

備　考

３　吹付け材 厚　さ

種　類

備　考

備　考

備　考

名　称

名　称

名　称

施工場所

施工場所

モルタル塗り

第

章

事

工

建

具

１６

４　自動扉

１　アルミニウム製

気密性　　※Ａ－３　　　・Ａ－４

水密性　　※Ｗ－４　　　・Ｗ－５

表面処理　

・　着色塗装

・　電解二次着色による陽極酸化塗装複合被覆

網戸　　　※　ステンレス網　　　

２　鋼製建具

鋼板の厚さ　　　　※メーカー仕様による

3　鋼製軽量建具

鋼板の亜鉛付着量　※メーカー仕様による

鋼板の亜鉛付着量　※メーカー仕様による

建具表による。

建具表による。５　シャッター

８　建具金物

６　木製建具

７　その他の建具

建具表による。

建具表による。（トイレブース）

建具表による。

床　金コテ ァ30

・　ノンスリップタイル 外部階段の段鼻 磁器質・無ゆう

100角

段鼻役物

（100T）

・　ぬれ縁束、大引、根太 WP

図示

図示

図示

鋼板の厚さ　　　　※メーカー仕様による

・　軒樋

TOTO：T112C6  同等

450角　化粧蓋

名称

図面

A2:1／1

A3:1／1.5

承認

号175279一級建築士
日月

岩　瀬　　直　人 特記仕様書－３

年30平成

章 項目 特記事項 章 項目 特記事項 章 項目 特記事項

・　破風、鼻隠し

・　カーテンボックス

・　額縁

WP

・　ぬれ縁床

桧 上小節 WP

桧

桧

一等

・　巾木

・　枠・見切

一等

WP

WP

米栂

米栂

・　根太掛、根がらみ

・　束、大引、根太

一等

・　ぬれ縁框

桧 上小節

米松積層材

米松積層材

米松積層材

米松積層材

WP

OSCL

OSCL

OSCL

OSCL

※内部は特記なき限り、米栂積層材、OSCL塗とする。

上小節

鉄芯入り

鉄芯入り

名　称
材料・形状

下　地
備　考施工場所

・　嵌合式瓦棒葺 増築園舎・渡り廊下 カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.5

アスファルトルーフィング940

硬質木片セメント板ｔ＝18

　＋フェノールフォームｔ＝25複合板

・　床下換気口 ＳＵＳ製

ＳＵＳ製・　ポーチ排水溝蓋

・　床下点検口

・　ライニング面台

・　木製建具レール

・　天井点検口

・　Ｉ型手摺

アルミ枠

アルミ枠

樹脂被覆

ＳＵＳ製・ＨＬ

図示

図示

図示

600角　化粧蓋

ABC10型用

メルコエアテック同等

ユニオン同等品

・　ポーチ手摺

・　足洗い手摺

・　床見切

ＳＵＳ製・ＨＬ

ＳＵＳ製・ＨＬ

ＳＵＳ製・ＨＬ

ＳＵＳ製・ＨＬ

名　称 材料・仕上げ 形状・寸法 備　考

４　鼻隠しパネル カラーガルバリウム鋼板製　Ｈ＝300　リブ付　（既製品） 　　建具

・　陽極酸化塗装複合皮膜

取り付け位置は現場指示

A-03

縮尺

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

増築園舎・渡り廊下

増築園舎・渡り廊下

増築園舎・渡り廊下

着色塩ビ製・前高130（既製品）

着色塩ビ製ドレン（既製品）

ＳＵＳ製つかみ金物

・　消火器収納ボックス スチール製・焼付塗装

４　その他の左官仕上

06
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ぬれ縁・　

名　称 厚さ

・　鏡

・　ガラス留め材 ※シーリング

・グレイジングガスケット

備　考

第

章

装

工

事

１７

塗

図面内符号 ＪＩＳ規格名　称 備　考

６

第

章

１8

内

装

工

事

３　

名　称 施工場所 仕　様 備　考

章

事

工

雑

第

19

・　図示による

・　強化（透明）ガラス ・　４　　・　５

・　強化（不透明）ガラス

・　ビニル床シート（Ａ）図示床 ｔ＝2.0・溶接工法

マーブル柄

第

章

事

工

外

構

20

・　ビニル床シート（Ｂ）図示床

仕様　　※図示による　　

木目調

縮尺

名称

図面

A2:1／1

A3:1／1.5

承認

号175279一級建築士
日月

岩　瀬　　直　人 特記仕様書－４

年30平成

章 項目 特記事項 章 項目 特記事項 章 項目 特記事項

・　型板ガラス

・　４　　・　５

・　４　　・　５

・　４　　・　５

・　ＥＰ

・　ＳＯＰ

・　ＵＣ

・　２－ＡＳＥ

・　ＯＳＣＬ

・　ＥＰ-G

・　ＷＰ

Ｋ5663

Ｋ5516

18－Ｍ－404

18－Ｍ－301

Ｋ5660

18－Ｍ－307

（ＪＡＳＳ）

（ＪＡＳＳ）

（ＪＡＳＳ）

名　称 施工場所 仕　様 備　考

・　

・　

ｔ＝2.0・溶接工法

名　称 施工場所 仕　様 備　考

・　

・　

名　称 施工場所 仕　様 備　考

・　

名　称 施工場所 仕　様 備　考

・　

・　

名　称 施工場所 仕　様 備　考

・　

・　

名　称 施工場所 仕　様 備　考

・　

・　ブナフローリング 図示床 複合フローリング 表層材ｔ＝3

名　称 施工場所 仕　様 備　考

図示 ｔ＝9.5/12.5

図示 ｔ＝12.5

ｔ＝9.5

ｔ＝6

ｔ＝6

ｔ＝9

図示

軒天

図示

図示

名　称 施工場所 仕　様 備　考

図示

図示

図示

図示

図示

ｔ＝5.5

ｔ＝12

ｔ＝12

ｔ＝12

ｔ＝12

10　クロス・ビニル 名　称 施工場所 仕　様 備　考

・　

・　

名　称 施工場所 仕　様 備　考

金属系サイデング　ｔ＝16

名　称 施工場所 形式・ひだ巾 備　考

・　

・　

・　図示による

名　称 仕　様 備　考

・　

・　

仕様　　※図示による　　

仕様　　※図示による　　

仕様　　※図示による　　

仕様　　※図示による　　

仕様　　※図示による　　

仕様　　※図示による　　

仕様　　※図示による　　

仕様　　※図示による　　

LDK455　油化三昌建材同等品

外

名　称 施工場所 仕　様 備　考

・　

・　

A-04

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

合成樹脂エマルションペイント塗り（１種）

合成樹脂調合ペイント塗り

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り

アクリルシリコン樹脂エナメル

ポリウレタン樹脂塗料（ユートン）

オイルステインクリヤラッカー（着色）

木材保護塗料塗り

・　石膏ボード

・　耐水石膏ボード

・　化粧石膏ボード

・　繊維混入けい酸カルシウム板

・　硬質化粧けい酸カルシウム板

・　岩綿吸音板

トラバーチン模様

一部有孔板

ニチアス：アスラックス２００同等品

・　普通合板（ラワン２類）

・　普通合板（ラワン１類）

・　普通合板（シナ２類）

・　構造用合板（１類）

・　構造用合板（特類）

４　木質系床材張り

２　室名札・サイン

館名文字

３　造り付家具

４　既製家具

５　その他

５　カーペット敷き

　畳敷き

２　ビニル床

タイル張り

合成樹脂塗り床

シート張り

１　ビニル床

９　ガラス

１　塗装材料

７　ユニットフロア

８　石膏ボート、

その他ボード張り

９　合板張り

クロス張り

11　サイディング

12　その他

１　カーテン

９　その他

8　植栽

７　擁壁

６　フェンス

３　縁石

側溝

４　既製コンクリート

５　現場打側溝・桝

１　アスファルト舗装

２　コンクリート舗装

通気金具工法、透湿防水シート張り

無塗装品、横張りフラットタイプ

ニチハ同等品

・　ポリスチレンフォーム

・　ネダフォーム

・　グラスウール

床

外壁・天井上面

床 ｔ＝40

ｔ＝40

24k品・ｔ＝100

外壁・　サイディング

06



工事区分表

トイレブース類に取付ける設備機器類用の穴あけ及び補強

雨水竪樋及び建物内横引き管

同上雨水桝及び外構排水管

衛生陶器及び配管接続

同上床下及び地中横引管

手洗いカウンター

同上水栓金具及び配管接続

化粧鏡

同上電源供給

建築工事による既存床，壁，天井仕上欠損部の補修

各設備工事による既存床，壁，天井仕上欠損部の補修

同上取付補強下地

建築 電気 機械 別途 備考項目

ＷＣ各種手摺

感知器，火報信号及び電源供給

換気扇及びダクト接続

同上スイッチ及び電源供給

同上取付補強下地

各設備工事による躯体貫通スリーブ、穴あけ

同上補強

建築工事による壁、壁下地、天井、天井下地の穴あけ及び補強

同上補強

建築工事による防火区画及び隔壁の貫通処理

各設備工事による防火区画及び隔壁の貫通処理

建築 電気 機械 別途 備考項目

建築工事による躯体貫通スリーブ、穴あけ及び補強

各設備工事による壁、壁下地、天井、天井下地の穴あけ

建築工事に関する既存の撤去

各設備工事に関する既存の撤去

備品類 消火器を含む

名称

図面

A2:1／1

A3:1／1.5

承認

号175279一級建築士
日月

岩　瀬　　直　人 工事区分表

年30平成

A-05

縮尺

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事06



1,8
00

A-06

2

1

5380+500=5880＜7852

(4000+2282)*1.25=7852

2    h=SGL+5380

427

2,282

1   h=SGL+29972997+500=3497＜5533

(4000+427)*1.25=5533

既設園舎 道路斜線の検討

第一種住居地域：　1.25

外壁間
中心線

3,
00
0

3,
00
0

34.059

（法４
２条1項

1号道路
）

市道
53号
線（
法４
２条
1項1
号道
路）

Ｎ

02 配置図01 付近見取図

保育園

建設地

可児市立めぐみ

21

122

6
4

中山道

岐阜県立

可児工業高校

文

太
多
線

名
鉄
広
見
線

可児
新可児駅

名鉄
広見

線

可児市役所

可児市警察署

Ｎ

増築園舎

耐火建築物：その他

ポンプ室

コンクリートブロック造（平屋）

耐火建築物：その他

既設園舎

900

UP

UP

UP

UP

UP

900

2,
35
0

2,
25
0

3,
60
0

1,000

消毒槽1400×1200

ＳＧＬからの高さを示す。（ＦＬ＝ＳＧＬ＋６００）

UP

4,
95
0

敷地
境界

線 15.7
20

4.
14
6

敷
地
境
界
線

道
路
境
界
線

敷地境界
線

敷地境
界線

8,
20
0

14.851

6.309

0.810

14.943

シャワー2100x1275

小プール2500x1800

大プール6200x3900

渡り廊下

DN

1,80016,200

64,800

20
,2
50

敷
地
境
界
線

（増築）

鉄骨造一部木造（平屋）

道
路
境
界
線

敷地境界線

敷地境界線

3.
13
5

18
.6
80

9.
15
3

7.
62
2

46.917

9.628

21.22519.10118.390
3.071

7.
14
0

付近見取図、配置図

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A3:1／300

A2:1／200

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺

1,8
00

10,
800

14,
400 900

8,100

18,000
9,000

22.5
°

X10
4
X10
5
X10
6

M

Y10
6

Y10
5

Y10
1

X10
1

1 36

A
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G-02b

G-02a

5400ｘ7200

職員室

34.059

（法４
２条1項

1号道路
）

市道
53号
線（
法４
２条
1項1
号道
路）

Ｎ

耐火建築物：その他

ポンプ室

コンクリートブロック造（平屋）

耐火建築物：その他

既設園舎

鉄骨造一部木造（平屋）

2,
15
0

1,850

シャワー1800x1200

消毒槽1400×1200

小プール2500x1800

大プール6200x3900

ＳＧＬからの高さを示す。（ＦＬ＝ＳＧＬ＋６００）

UP

敷地
境界

線 15.7
20

4.
14
6

敷
地
境
界
線

道
路
境
界
線

敷地境界
線

敷地境
界線

14.851

6.309

0.810

14.943

DN

1,800

64,800

20
,2
50

敷
地
境
界
線

道
路
境
界
線

敷地境界線

敷地境界線

3.
13
5

18
.6
80

9.
15
3

7.
62
2

46.917

9.628

21.22519.10118.390
3.071

7.
14
0

現況配置図

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A-07
A3:1／300

A2:1／200

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺

01 現況配置図

3.
35
6

3.
80
0

7,
20
0

5,400

361

M

A

06



屋根下地材表し軒裏

カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.5　嵌合式瓦棒葺

ポスト：W450×H450 上入前出／壁付・防滴タイプ （ＮＡＳＴＡ/KS-MAB1同等品）その他

間仕切り壁下地は軽量鉄骨下地６５型とする。

天井下地は軽量鉄骨下地とし、屋外は２５型、屋内は１９型とする。

ビニル床シート張りの部分には、構造用合板の上にポリスチレンフォームｔ＝４０を敷き込む。

普通合板（ラワン２類）ｔ＝**　（**は厚さを示す）合板　**

鉄骨表し　 ２－ＡＳＥ

鉄骨下地　  硬質木片セメント板ｔ＝18　カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.5　嵌合式瓦棒葺

下地を示す

18－Ｍ－307（ＪＡＳＳ）

構造用合板（特）　12

構造用合板　12

普通合板（ラワン１類）ｔ＝**　（**は厚さを示す）耐水合板　**

普通合板（シナ２類）ｔ＝5.5シナ合板　5.5

無機質壁紙掲示クロス

無機質壁紙ビニルクロス

ビニル床シート　ｔ＝２．０   溶接工法　マーブル柄

ビニル床シート　ｔ＝２．０   溶接工法　マーブル柄

コンクリート金こてＣコテ

モルタル金こてＭコテ

コンクリート打ちはがし

コンクリート化粧打ち放し

モルタル下地

壁下地凡例

Ｍ

Ｃｋ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

モルタル金こてＭコテ

コンクリート金こて

モルタル下地

床下地凡例

Ｃコテ

Ｍ

下地凡例

木軸組下地を示す

鉄骨下地、軽量鉄骨（ＬＧＳ）

コンクリート下地を示す

家具のガラス面及び鏡には飛散防止フィルムを全面に張るものとする。　

天井裏には全面に、グラスウール   ２４ｋｇ／㎡   ｔ＝１００を敷き込む。

外部に面する壁の軸組には、グラスウール   ２４ｋｇ／㎡   ｔ＝１００を充填する。

フローリング張りの部分には、構造用合板の上にネダフォームｔ＝４０を敷き込む。

仕上表－１

木材保護塗料塗りＷＰ

Ｍコテ　（目地入）犬走り

ぬれ縁

着色塩ビ製・鉄芯入り（既製品）軒樋

既製品　通気見切縁（塗装高耐食ガルバリウムめっき鋼板製）見切縁

FK6（一部有孔板）　ＥＰ軒裏

鼻隠し：既製品　鼻隠しパネル（カラーガルバリウム鋼板製）　ｈ＝300

水切 既製品　通気土台水切（塗装高耐食ガルバリウムめっき鋼板製、防鼠材付）

共通

渡り廊下増築園舎

構造用合板（特類）ｔ＝12

構造用合板（１類）ｔ＝12

内部に使用する合板は、すべて難燃以上の性能を有するものとする。

Ｍコテ　防塵塗装（ノンスリップ仕上）踏込　床

Ｍコテ　（目地入）床

鉄骨下地　  硬質木片セメント板ｔ＝18＋フェノールフォームｔ＝25複合板　アスファルトルーフィング940のうえ 屋根

竪樋

仕　上部　位位　置

外壁

壁掛け衛生器具等の取り付け箇所は合板又は鋼板等の適切な下地補強を行うものとする。

ビニル床シート類は、エポキシ樹脂系接着材を使用する。

ビニル床シート等は、竣工引き渡し前にワックス掛け（２回）を行う。

使用するステンレスはＳＵＳ３０４とし、仕上げはＨＬ（ヘアライン）とする。

屋内土間スラブ下には、ポリエチレンフィルム（防湿材）ｔ＝０．１５を敷き込む。

桧　ｔ＝12　特一等　縦羽目板　目透し張　（　Ｒ5.5下地）小巾板

硬質化粧けい酸カルシウム板　ｔ＝6

Ｋ5659DP 耐候性塗料塗り（3級：ポリウレタン樹脂）

ＥＰ-G つや有合成樹脂エマルションペイント塗りＫ5660

着色塩ビ管　・ＳＵＳ掴み金物共（既製品）

Ck　撥水材Ｅ塗布腰壁

鉄骨下地　  透湿防水シート張りのうえサイディングｔ＝16（無塗装品、横張りフラットタイプ）通気金具工法　２－ＡＳＥ

18－Ｍ－301（ＪＡＳＳ）

18－Ｍ－404 アクリルシリコン樹脂エナメル２-ＡＳＥ

軟質ビニル巾木　Ｈ＝60（木目調）ビニル巾木-A

巾木 軟質ビニル巾木　Ｈ＝60ビニル巾木

ビニル床シート（Ｂ）

屋根

仕　上部　位位　置

外部仕上表

木材の寸法はすべて仕上り寸法をしめす。

外部に面する壁の内装壁下地は軽量鉄骨下地２５型とし、鋼製胴縁に取り付ける。

アクリル樹脂系非水分散形塗料Ｋ5670ＮＡＤ

普通合板（しな第１類）ｔ＝9　Ｖ　9

オイルステインクリヤラッカー（着色）Ｋ5531ＯＳＣＬ

ＧＢ-Ｓ　12.5 耐水石膏ボードｔ＝12.5

18－Ｍ－404（ＪＡＳＳ）２－ＡＳＥ アクリルシリコン樹脂エナメル

ＮＭ－8579

硬質化粧けい酸カルシウム板ｔ＝6（ＧＢ-Ｓ 12.5下地）化粧ＦＫ

Ｋ　5572：2003 フタル酸樹脂エナメル塗りＦＥ

ＮＭ－8615 強化石膏ボードｔ＝12.5・15

ＮＭ－8578

ＮＭ－8599

ＮＭ－8619

ＮＭ－8613

ＱＭ－9828

石膏ボードｔ＝12.5・15

石膏ボードｔ＝9.5

ロックウール（岩綿）吸音板　ｔ＝9・12

繊維混入けい酸カルシウム板ｔ＝6・８

不燃積層石膏ボードｔ＝9.5　（化粧石膏ボード）

不燃

準不燃

床

特記事項（図面に記載なき限り下記に従う）

ブナフローリングボード　ｔ＝15ブナフローリング

ウレタン樹脂系塗床材防塵塗装

磁器質１００角タイル１００Ｔ

ビニル床シート（Ａ）

仕上材料等の符号と名称

名称・仕様符号区分

繊維混入けい酸カルシウム板ｔ＝6ＦＫ　6

石膏ボードｔ＝9.5/12.5ＧＢ-Ｒ　9.5/12.5

岩綿吸音板ｔ＝9（ＧＢ-Ｒ 9.5下地）ＲＢ　9

ＧＢ-Ｄ　9.5 化粧石膏ボードｔ＝9.5（トラバーチン模様）

壁・天井

21.

8.

7.

4.

ボード・合板等に使用する釘は、ステンレス製とする。

建築基準法 第２８条の２に規定される建築材料は全て、ＪＩＳ、ＪＡＳに規定されるＦ☆☆☆☆等級の規格に適合したものを使用する。

20.

17.

16.

15.

19.

18.

14.

13.

12.

11.

10.

9.

6.

5.

3.

2.

1.

天井ＦＫのボードジョイントはVカット突付目地とする。

床仕上げの異なる部分にはステンレス床見切を取付ける。

特記なきかぎり、仕上ボード類はテーパーエッジ品を使用し、継目処理工法（目地テープのうえパテ処理）とする。

天井見切縁は塩ビ製コ型とする。

塗料・吹付材料の符号と名称

複層塗材Ｅ

ＵＣ

ＳＯＰ

ＥＰ

符号

ポリウレタン樹脂塗料（ユートン）

Ａ6909

合成樹脂調合ペイント塗り

合成樹脂エマルションペイント塗り（１種）

Ｋ5516

ＪＩＳ

Ｋ5663

番号区分

複層塗材Ｅ　凹凸模様　ウレタントップ

耐火・防火・不燃等の指定番号、認定番号

名称

名称

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A-08
A3:1／1.5

A2:1／1

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺
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A-09

シナ合板5.5　目透し張　OSCL（告示第1439号）

シナ合板5.5　目透し張　OSCL（告示第1439号）

ＧＢ-Ｒ9.5+12.5（不燃）

ＧＢ-Ｒ12.5（不燃）

ＧＢ-Ｓ12.5 化粧ＦＫ6（不燃）（手洗い）

ＧＢ-Ｒ9.5+12.5（不燃） ＥＰ

ＧＢ-Ｒ12.5（不燃）

ＲＢ9（不燃）

ＲＢ9（不燃）

ＧＢ-Ｒ9.5+12.5（不燃） ＲＢ9（不燃）

2,025塩ビＧＢ-Ｄ9.5（不燃）ＧＢ-Ｒ9.5+12.5（不燃） ＥＰビニル巾木（溶着）

ビニル床シート（Ａ）耐水合板12Ｗ

Ｃ

Ｓ職員室（ミニキッチン）

（一部2,200）

（一部2,200）

耐水合板12

耐水合板12

合板12

耐水合板12

構造用合板12

ＧＢ-Ｒ9.5+12.5（不燃） ＥＰ

ビニル巾木（溶着）

床点検口

汚垂れ石、大便器用手摺（幼児用）

ミニキッチンW900

手洗いW1200、鏡、ＳＵＳ床見切

手洗いW1200、鏡、ＳＵＳ床見切

ＳＵＳモップ掛け（ＳＫ内2ヶ）

手洗いW1200、鏡、配管帯、ＳＵＳ面台

ＳＵＳ床見切

ＧＢ-Ｓ12.5 化粧ＦＫ6（不燃）（手洗い）

ＧＢ-Ｒ9.5+12.5（不燃） ＥＰ

シナ合板5.5　目透し張　OSCL（告示第1439号）ＧＢ-Ｒ12.5（不燃）

ＧＢ-Ｄ9.5 2,400塩ビＧＢ-Ｒ9.5+12.5 ＥＰビニル巾木（溶着）

ビニル床シート（Ｂ）

職員用トイレ

Ｗ

Ｃ

Ｓ

木OSCL(H=100)

木OSCL(H=100)

ＧＢ-Ｄ9.5化粧ＦＫ6ＧＢ-Ｓ12.5

下地を示す

Ｗ 木軸組下地を示す

鉄骨下地、軽量鉄骨（ＬＧＳ）

ＧＢ-Ｄ9.5（不燃）

ＲＢ9（不燃）

コンクリート金こてＣコテ

モルタル金こてＭコテ

コンクリート打ちはがし

コンクリート化粧打ち放し

モルタル下地

壁下地凡例

Ｍ

Ｃｋ

Ｃ 屋根裏まで基材ボードを両面施工する。

防火上主要な間仕切り壁の基材はＧＢ-Ｒ9.5+12.5とし、

ＧＢ-Ｒ9.5

ＧＢ-Ｒ9.5

ＧＢ-Ｒ9.5

ＧＢ-Ｒ9.5

ＧＢ-Ｒ9.5

ビニル床シート（Ｂ）（手洗い）

ＲＢ9（不燃）

2,400

2,400

2,600

2,600

2,600

2,600

2,600

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

ＧＢ-Ｒ9.5+12.5（不燃）

ＥＰ

ＥＰ木OSCL(H=100)

Ｈ＝６０とする

特記無き限り

木OSCL(H=100)

木OSCL(H=100)

ビニル巾木（溶着）

ブナフローリング　ＵＣ

ビニル床シート（Ｂ）

ビニル床シート（Ａ）

ブナフローリング　ＵＣ

構造用合板12

耐水合板12

構造用合板12

Ｍ

構造用合板12

幼児用トイレ

廊下

玄関

職員室

ミーティングルーム

保育室６

保育室５

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｃ

Ｓ

Ｗ

Ｃ

Ｓ

Ｗ

Ｃ

Ｓ

Ｗ

Ｃ

Ｓ

Ｗ

Ｃ

Ｓ

Ｗ

Ｃ

Ｓ

ＥＰ

ビニル床シート（Ｂ）（手洗い）

ブナフローリング　ＵＣ

ブナフローリング　ＵＣ

１００Ｔ

Ｗ

Ｃ

Ｓ

廻縁室名 下地

床 巾木 壁 天井

天井高 備考

仕上仕上仕上 基材基材基材

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A3:1／1.5

A2:1／1

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

仕上表－２

図面

名称

縮尺

モルタル金こてＭコテ

コンクリート金こて

モルタル下地

床下地凡例

Ｃコテ

Ｍ

下地凡例

コンクリート下地を示す

室名札、絵画入・収納棚・掃除道具入れ

（ぬれ縁） シューズ収納　幼児用（２４人分）

室名札、絵画入・収納棚・掃除道具入れ

（ぬれ縁） シューズ収納　幼児用（２４人分）

室名札、収納棚

Ｉ型手摺

鏡、小物入、ボウル一体型カウンター
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A3:1／450

A2:1／300

縮尺

3,238.96 ㎡

3,238.9656770

73.8684375147.7368755.225

面          積倍     面     積高      さ底      辺番号

敷 地 面 積

合       計

223.8175485447.6350979.54146.91716

791.99324851,583.98649726.58959.57315

32.440200064.8804003.90016.63614

60.0893300120.1786605.89420.39013

506.10242151,012.20484316.99159.57312

57.7201600115.4403204.54425.40511

51.5608215103.1216436.90114.94310

5.815440011.6308800.78814.7609

82.2969210164.5938425.06132.5228

45.332677590.6653556.10514.8517

455.4786210910.95724218.27849.8396

393.7092420787.41848414.86252.9825

438.4790320876.95806416.55252.9824

28.2753

12.378572524.7571452.13711.5852

7.884618015.7692361.6549.5341

敷地求積図

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A-10

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

01 敷地求積図
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※２以上の道路に接する敷地

％

％

％

％

容積率

建築基準法第52条の規定による建築物の容積率

建蔽率

建築基準法第53条の規定による建築物の建蔽率

 ㎡敷地面積

建蔽率・容積率

合計

工事種別

増築

既設

（㎡）

213.03231.01増築合計

208.98226.22

渡り廊下

増築園舎

954.74991.19既設合計

建物名称

950.76987.21

ポンプ室

既設園舎

延べ床面積建築面積

建物別面積表

1,800

4

1,700

＝ 1.853000× 1.0901.7004

4＋

55
0

1,000

2

渡り廊下

1

1,000 1,000 1,000

400 4001,000

1,800

1,000

33
3

A

74
7

20
0

2,
25
0

1,
09
0

A3:1／300

A2:1／200

縮尺

1,
00
0

増築園舎

渡り廊下増築園舎

面積表

0.540000＝

× 0.2001.000

4.05㎡延べ床面積

改め　4.05㎡

改め　4.79㎡

面積集計表

（㎡）計算式符号

4.050000

4.790000

A１階床面積

2＋1＋

A

建築面積

0.200000＝

2

4.050000＝2.250×1.800

1

A

208.98㎡延べ床面積

改め　208.98㎡

改め　226.22㎡

面積集計表

（㎡）計算式符号

208.980000

226.218000

B＋A１階床面積

3＋2＋1＋

B＋A

建築面積

＝

＝

11.385000

2.000000

× 6.3251.800

× 0.20010.000

2.000000＝× 0.20010.000

3

2

14.5800000

194.400000

＝

＝

× 8.1001.800

18.000×10.800

1

B

A

2

1

13
5

8,
10
0

20
0

20
0

40010,000400

10,800

40010,000400

6,
32
5

1,800

3

B

A

18
,0
00

1,80010,800

面積表

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A-11

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

01

(0.333+0.747)×1.000/2

3.98

4.05

1,167.77

4.79

1,222.20

3.98

3,238.96

70.00

37.74

36.06

200.00
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1,000

トスポ

1,
65
0

勾
配
1/
12

防火上主要な間仕切壁

Ｎ

+500

+600

トイレ

職員用

+600

トイレ

幼児用

ＳＫ

ミーティング

700

1,
10
0

B

D

9

12

10

11

2,
24
4

1,
00
1

1,
20
0

600

600

100

900

900

1,000

2,
35
0

3,
60
0

2,
25
0 8,
20
0

1,800

100

2,
35
0

3,
60
0

2,
25
0

900

900

A

B

D

既設園舎　玄関

9

13

12

10

11

22.5°

床点検口

150φ

150φ

+600

手洗い

（冷）

ルーム

3,600

8,
20
0

+400

1,
80
0

床点検口

床点検口

5,075325

Ｎ

床下換気口：150φ（ＳＵＳ製ベントキャップ）150φ

15
0φ

15
0φ

15
0φ

15
0φ

150φ

150φ

150φ

150φ

150φ

（43.90㎡）（43.92㎡）

ＳＧＬからの高さを示す。（ＦＬ＝ＳＧＬ＋６００）±0

防火上主要な間仕切り壁の基材はＧＢ-Ｒ9.5+12.5（準耐火構造　告示1358）とし、屋根裏まで基材ボードを両面施工する。

防火上主要な間仕切壁

D

C

B

A

展開方向

足洗い

手洗い

UP

3,
96
5

3,
68
0

1,
35
5

傘

+500△盤類

16
0

1,
80
0

△柱心

UP

UP

+400

+400

+400

1,800

1,800

X102 X106X105X104X103X101

14,400

UP ±0

UP

+450

+600

+600

+600

+600 +600

+300

+600

+600

手洗い手洗い

▲棟

1,
80
0

7,
20
0

900

45
0

45
0

1,
20
0

1,
20
0

1,
20
0

1,
20
0

600

600

600

600

4,
50
0

90
0

3,600

5,
40
0

1,
80
0

9,
00
0

1,
80
0

Y106

Y105

Y104

Y103

Y102

Y101

1,800

90
0

4,
50
0 5,
40
0

1,
80
0

7,
20
0

1,
80
0

18
,0
00

1,80010,800

10,800

ポーチ

ぬれ縁

廊下 玄関

職員室

保育室５ 保育室６

2,
50
0

5,
40
0

2,
90
0

1,
80
0

9,
00
0

1,
80
0

90
0

90
0

7,
20
0

02 屋根伏図

5,075 325

5,4001,800

Y106

X102

Y105

Y104

Y103

Y102

Y101

X106X105X104X103X101

2,000 900

7,2003,600 1,8001,800

3,60010,800

1,800

△
柱
心

▽
柱
心

▽
柱
心

1605,240160 5,240

△柱心

△柱心

4,
36
5

13
5

74
0

16
0

▽柱心

1,
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0
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0
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0

4,
50
0 5,
40
0

1,
80
0

9,
00
0

1,
80
0

18
,0
00

5,4005,400

1,800

平面図・屋根伏図

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A-12
A3:1／150

A2:1／100

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺

01 平面図

1,800

1,800

1,800

1,800

1,350

450

1,800

1,800

1,800

1,800

3,
60
0

1,
35
0

1,
35
0

2,
25
0

3,
60
0
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H

ポスト：W450×H450 上入前出／壁付・防滴タイプ （ＮＡＳＴＡ/KS-MAB1同等品）H

西立面図北立面図東立面図南立面図

G G G G G G GG

鉄部：２－ＡＳＥG

A AAA

▽SGL

F

F

床下換気口：ＳＵＳ製丸形防風板付ベントキャップ（150φ用、網付）F

E

E

E

E

E

E E

EE

D D

DD C

C

C

C

B

B

B

B

BA

B

B

A

A

凡例

軒樋：着色塩ビ製・鉄芯入り（既製品）、竪樋：着色塩ビ管　ＳＵＳ掴み金物共（既製品）

コンクリート化粧打ち放し　撥水材Ｅ塗布

サイディングｔ＝16（無塗装品、横張りフラットタイプ）通気金具工法　２－ＡＳＥ

鼻隠し：既製品　鼻隠しパネル（カラーガルバリウム鋼板製）　ｈ＝300

カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.5　嵌合式瓦棒葺

E

D

C

B

A

02 渡り廊下立面図

Y106 Y105 Y104 Y103 Y102 Y101

Y106Y105Y104Y103Y102Y101

X106 X102X105 X104 X103 X101

X102 X106X105X104X103X101

西立面図

東立面図

北立面図

南立面図

▽SGL

▽SGL

立面図

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A-13
A3:1／150

A2:1／100

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺

01 立面図
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鋼製支持脚@900

150

鋼製支持脚@900鋼製支持脚@900

鋼製大引50x50@900

鋼製根太35x30@300

60
0

3,
02
0

30

60
0

1,800

160 1,640

2,
50
0

60
0

10
0

2,
00
0

10
0

1,200

200

215

1,450

3,
65
0

200 500

70
0

15
0

30

42
0

52
0

42
0

600

60
0

3,
02
0

30

900

2,
00
0

1,415

3,
65
0

CH
=2
,2
00

150

135

450 110

20
0

40
0

50

15
0

6,
30
7

6,
39
7

2,
65
2

5080
80 120 110 80

30
0

CH
=2
,6
00

1,800

60
0

47
5

10
0

2,
00
0

25

1,650 150

120
120

50
0

10
0

1,800

50
60
0

1,
40
0

60
0

13
3

5,
67
7

母屋C-100x50x20x2.3@450

硬質木片セメント板ｔ＝18＋フェノールフォームｔ＝25複合板

アスファルトルーフィング940

カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.5　嵌合式瓦棒葺

ＦＫ6（一部有孔板）ＥＰ

ＬＧＳ下地

鋼製大引40x40@900

鋼製根太40x40@500

樹脂製デッキ

　ＷＰ105x105 ＫＤ

通気金具工法透湿防水シート張り

（無塗装品、横張りフラットタイプ）

サイディングｔ＝16　２－ＡＳＥ

ＳＵＳ掴み金物共

（既製品）着色塩ビ管

（一部有孔板）ＥＰ

ＦＫ6　ＬＧＳ下地

めっき鋼板製

塗装高耐食ガルバリウム

水切（既製品）

（防湿材）ｔ＝0.15

ポリエチレンフィルム

フラット枠仕様

母屋C-100x50x20x2.3@450

硬質木片セメント板ｔ＝18＋フェノールフォームｔ＝25複合板

アスファルトルーフィング940

カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.5　嵌合式瓦棒葺

カラーガルバリウム鋼板製

鼻隠しパネル（既製品）ｈ＝300（既製品）前高130

着色塩ビ製・鉄芯入り

　ＷＰ鼻隠し　24x136 ＫＤ

グラスウール２４ｋｇ／㎡   ｔ＝100

※外部に面する壁の軸組

通気金具工法透湿防水シート張り

（無塗装品、横張りフラットタイプ）

サイディングｔ＝16　２－ＡＳＥ

めっき鋼板製、防鼠材付）

（塗装高耐食ガルバリウム

通気土台水切（既製品）

Ck　撥水材Ｅ塗布

（目地@1800）

Ｍコテ

（防湿材）ｔ＝0.15

ポリエチレンフィルム

（目地@1800）

Ｍコテ

（塗装高耐食ガルバリウムめっき鋼板製）

通気見切縁（既製品）

ｔ＝25　額縁：木OSCL

防水モルタル

ぬれ縁下以外は丸形防風板付

（150φ用、網付）

床下換気口：ＳＵＳ製ベントキャップ

カーテンレールＷ

ｔ＝25　：木OSCL

カーテンボックス

カーテンレールＷ

ｔ＝25　カーテンボックス：木OSCL

撥水材Ｅ塗布

ぬれ縁下：コンクリート部

Ｓ シーリング

Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ

グラスウール２４ｋｇ／㎡　ｔ＝100

天井裏断熱

ＧＢ-Ｒ9.5+ＲＢ9

ＬＧＳ下地

屋根裏まで両面施工

基材ＧＢ-Ｒ9.5+12.5

防火上主要な間仕切り壁

（防湿材）ｔ＝0.15

ポリエチレンフィルム

母屋C-100x50x20x2.3@450

硬質木片セメント板ｔ＝18＋フェノールフォームｔ＝25複合板

アスファルトルーフィング940

カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.5　嵌合式瓦棒葺

+シナ合板5.5　目透し張　OSCL

壁：ＧＢ-Ｒ12.5

ＧＢ-Ｒ9.5+ＲＢ9

ＬＧＳ下地

屋根同材

12ｔ＝構造用合板

ネダフォームｔ＝40

ブナフローリング　ＵＣ

鋼製大引50x50@900

鋼製根太35x30@300

12ｔ＝構造用合板

ネダフォームｔ＝40

ブナフローリング　ＵＣ

屋根裏まで両面施工

基材ＧＢ-Ｒ9.5+12.5

防火上主要な間仕切り壁

▽最高の軒高

▽平均地盤面

Y104

廊下

Y103

保育室６

コンクリート金こてＣコテ

モルタル金こてＭコテ

コンクリート打ちはがし

コンクリート化粧打ち放し

モルタル下地

壁下地凡例

Ｍ

Ｃｋ

Ｃ

モルタル金こてＭコテ

コンクリート金こて

モルタル下地

床下地凡例

Ｃコテ

Ｍ

▽最高の高さ

▽梁天端

10

3

△梁天端

▽梁天端

▽1FL

▽SGL

職員室

Y105 Y106

△梁天端

▽梁天端

▽1FL

▽SGL

足洗い 手洗い

ぬれ縁

Y102Y101

矩計図-1

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A-14
A3:1／45

A2:1／30

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺

01 矩計図-1
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内以900内以900

40
40

12

2

12

40

12

40

15

鋼製支持脚@900

鋼製大引50x50@900

鋼製根太35x30@300

900 200900 900 200

鋼製支持脚@900

鋼製大引50x50@900

鋼製根太35x30@300

1,8001,800
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00
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00
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00
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,6
00
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0
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0

2,
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50 80
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40
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0

2,
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0
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900 215

160

15
0

50

1,8001,800

CH
=2
,2
00CH
=2
,6
00
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0

2,
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0

160

300

2,
00
0

25
0

70
0

30
0

20
0

20
0

60
0

2,
42
0

15
0

30
0

15
0

300300

970

鋼製根太

（又は構造用合板(特)）ｔ＝12

構造用合板

ポリスチレンフォームｔ＝40

合板（又は耐水合板）ｔ＝12

ビニル床シート

鋼製根太

12ｔ＝構造用合板

ネダフォームｔ＝40

ブナフローリング　ＵＣ

母屋C-100x50x20x2.3@450

硬質木片セメント板ｔ＝18＋フェノールフォームｔ＝25複合板

アスファルトルーフィング940

カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.5　嵌合式瓦棒葺

母屋C-100x50x20x2.3@450

硬質木片セメント板ｔ＝18＋フェノールフォームｔ＝25複合板

アスファルトルーフィング940

カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.5　嵌合式瓦棒葺

（防湿材）ｔ＝0.15

ポリエチレンフィルム

カラーガルバリウム鋼板製

鼻隠しパネル（既製品）ｈ＝300

　ＷＰ鼻隠し　24x136 ＫＤ

（既製品）前高130

着色塩ビ製・鉄芯入り

ＳＵＳ掴み金物共

（既製品）着色塩ビ管

（一部有孔板）ＥＰ

ＦＫ6　ＬＧＳ下地

通気金具工法透湿防水シート張り

（無塗装品、横張りフラットタイプ）

サイディングｔ＝16　２－ＡＳＥ

ｔ＝25　額縁：木OSCL

天井見切縁：塩ビ製コ型

ｔ＝100

グラスウール２４ｋｇ／㎡

天井裏断熱

ＧＢ-Ｒ9.5+ＲＢ9

ＬＧＳ下地

12ｔ＝構造用合板

ネダフォームｔ＝40

ブナフローリング　ＵＣ

OSCL

巾木：木Ｈ＝100

屋根同材

　ＷＰ鼻隠し　24x136 ＫＤ

カラーガルバリウム鋼板製

鼻隠しパネル（既製品）ｈ＝300

Ck　撥水材Ｅ塗布

めっき鋼板製、防鼠材付）

（塗装高耐食ガルバリウム

通気土台水切（既製品）

+シナ合板5.5　目透し張　OSCL

壁：ＧＢ-Ｒ12.5

めっき鋼板製

塗装高耐食ガルバリウム

水切（既製品）
（一部有孔板）ＥＰ

ＦＫ6　ＬＧＳ下地

（防湿材）ｔ＝0.15

ポリエチレンフィルム

天井見切縁：塩ビ製コ型

ＧＢ-Ｒ9.5+ＲＢ9

ＬＧＳ下地

鉄骨表し　２－ＡＳＥ

アルミ外額縁

手摺：SUSφ38ｔ＝2.0

手摺：SUSφ20ｔ＝2.0

ｔ＝2.0@1200内外

手摺支柱：SUSφ32

磁器質１００角タイル

ＳＵＳ沓摺

12ｔ＝構造用合板

ネダフォームｔ＝40

ブナフローリング　ＵＣ

グラスウール２４ｋｇ／㎡　ｔ＝100

天井裏断熱

（目地@1800）

Ｍコテ

すきま6mm

細目滑り止め模様付

ＳＵＳグレーチング

ノンスリップタイル

Ｓ シーリング

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ Ｓ

A-15

フローリング ビニル床シート

床仕上凡例矩計図-2

コンクリート金こてＣコテ

モルタル金こてＭコテ

コンクリート打ちはがし

コンクリート化粧打ち放し

モルタル下地

壁下地凡例

Ｍ

Ｃｋ

Ｃ

モルタル金こてＭコテ

コンクリート金こて

モルタル下地

床下地凡例

Ｃコテ

Ｍ

▽梁天端

▽1FL

▽SGL

10
0.5

玄関 ポーチ

X104 X106X105

▽梁天端

▽1FL

▽SGL

10
0.5

職員室

ポーチ

X104 X106X105

矩計図-2

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A3:1／45

A2:1／30

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺

01

06



60
0

3,
10
0

1,800

40
0

20
0

600600

4,
03
0

3,
70
0

2,250

1,2002,244~1,001 2,250

* 6001,346~600

2,350

90

40
0

20
0

600

母屋C-100x50x20x2.3@450

硬質木片セメント板ｔ＝18

アスファルトルーフィング940

カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.5　嵌合式瓦棒葺

（既製品）前高130

着色塩ビ製・鉄芯入り

ＳＵＳ掴み金物共

（既製品）着色塩ビ管

（目地@1800）

Ｍコテ

鉄骨表し　２－ＡＳＥ

屋根下地表し

Ｓ シーリング

ＳＳＳ

ＳＳ

ＳＳ Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

（目地@1800）

Ｍコテ

鉄骨表し　２－ＡＳＥ

屋根下地表し

母屋C-100x50x20x2.3@450

硬質木片セメント板ｔ＝18

アスファルトルーフィング940

カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.5　嵌合式瓦棒葺

鼻隠し　24x150 ＫＤ　ＷＰ
 ＫＤ　ＷＰ

鼻隠し　24x150

（梁先端まで）

A-16

10
0.5

コンクリート金こてＣコテ

モルタル金こてＭコテ

コンクリート打ちはがし

コンクリート化粧打ち放し

モルタル下地

壁下地凡例

Ｍ

Ｃｋ

Ｃ

モルタル金こてＭコテ

コンクリート金こて

モルタル下地

床下地凡例

Ｃコテ

Ｍ

Y105

渡り廊下

矩計図-3

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A3:1／45

A2:1／30

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺

01 矩計図-3

△梁天端

▽梁天端

10
0.5

▽最高の高さ

渡り廊下

▽1FL

▽SGL

06



ＧＢ-Ｒ9.5下地のうえＲＢ9

軒天は屋根下地表し

防火上主要な間仕切り壁の基材はＧＢ-Ｒ9.5+12.5（準耐火構造　告示1358）とし、屋根裏まで基材ボードを両面施工する。

防火上主要な間仕切壁

天井点検口450角　計4ヶ所　※取り付け位置は現場指示

渡り廊下

1,800

2,
35
0

2,
25
0

ミーティング

ルーム

Ｎ

700

1,
10
0

1,800

2,
35
0

2,
25
0

2,
50
0

2,
90
0 90
0

90
0

2,000 900

FK6有孔板を示す

鉄骨表し　２－ＡＳＥ

軒樋：着色塩ビ製・鉄芯入り（既製品）

FK6（一部有孔板）　ＥＰ

鼻隠しパネル（カラーガルバリウム鋼板製）　ｈ＝300

凡例

カーテンボックス　木ＯＳＣＬ、カーテンレールＷ

ＧＢ-Ｄ9.5

防火上主要な間仕切壁

1,
80
0

14,400

3,600

ポーチ

ぬれ縁

トイレ

トイレ

幼児用

廊下
玄関

職員室

職員用

保育室５ 保育室６

5,
40
0

1,
80
0

9,
00
0

1,
80
0

7,
20
0

5,0755,075 325 325

5,4001,800

7,2003,600 1,8001,800

3,60010,800

1,800

90
0

4,
50
0 5,
40
0

1,
80
0

9,
00
0

1,
80
0

18
,0
00

5,4005,400

1,800

天井伏図

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A-17
A3:1／150

A2:1／100

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺

01 天井伏図

Y105

X105

Y106

Y105

Y104

Y103

e

c

a

c

Y102

c

a

c
e

e

Y101

e

X101 X102 X103 X105X104 X106

e

f

dd

a

c

a

a
b

b

b

c

b
c

d

c

d

d

f

e
f

f

g

a

b

c

d

e

f

g
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れ入具道除掃・棚納収・入画絵

け掛ルオタ

け掛ルオタ

い洗手

壁り切仕間な要主上火防

壁り切仕間な要主上火防

ＧＢ-Ｒ12.5下地のうえＥＰb'
シナ合板5.5 目透し張 OSCL

ＧＢ-Ｒ12.5下地のうえ

シナ合板5.5 目透し張 OSCL

ＧＢ-Ｒ9.5+12.5下地のうえ
a'

ＧＢ-Ｒ9.5+12.5下地のうえＥＰb

a ビニル巾木(H=60)

木巾木OSCL(H=100)

ＧＢ-Ｓ12.5下地のうえ化粧ＦＫ6

e

d

c

A3:1／75

A2:1／50

a'

d

凡例

+12.5とし、屋根裏まで基材ボードを両面施工する。

防火上主要な間仕切り壁の基材は、ＧＢ-Ｒ9.5

b

c

b

c

b

b

1,600

b b

1,
00
0

1,
20
0

1,
00
0

1,
20
0

bb b

b

b

b

b

bbb

a

a

a

ddd

d

ddd

600

600

1,
20
0

保育室５　展開図

2,
60
0

2,
60
0

2,
60
0

ＣＢＡ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

保育室６　展開図

Ａ

X104 X103Y101Y102Y103

325

X104X103

Y101 Y102 Y103

X103 X101Y101Y102Y103

325

X103X101

5,4001,8009,0005,075

9,0001,800

5,4001,8001,3553,6803,9655,075

展開図-1

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A-18

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺

保育室５　展開図

納収ズーュシ

納収ズーュシ

06



壁り切仕間な要主上火防

壁り切仕間な要主上火防

棚納収

れ入具道除掃・棚納収・入画絵

い洗手

壁り切仕間な要主上火防

壁り切仕間な要主上火防

A-19

b

b'
b'a a

a'

2,
20
0

X102

2,
00
0

1,460

1,600

1,
00
0

1,
00
0

1,600

X102

1,
00
0

1,
00
0

2,
20
0

2,
00
0

1,
00
0

1,
20
0

96
0

b

b a'a

dddd

1,550

Ｂ

2,
60
0

Y105

4,500

Y104 Ｃ

1,800 5,400

X104 X103

1,800

X105Ａ

1,8005,400

X104X103

1,800

X105

職員室　展開図

d

ＧＢ-Ｒ12.5下地のうえＥＰb'
シナ合板5.5 目透し張 OSCL

ＧＢ-Ｒ12.5下地のうえ

シナ合板5.5 目透し張 OSCL

ＧＢ-Ｒ9.5+12.5下地のうえ
a'

ＧＢ-Ｒ9.5+12.5下地のうえＥＰb

a ビニル巾木(H=60)

木巾木OSCL(H=100)

ＧＢ-Ｓ12.5下地のうえ化粧ＦＫ6

e

d

c

1,600

X102

b

b'

A3:1／75

A2:1／50

凡例

b

2,
20
0

b

+12.5とし、屋根裏まで基材ボードを両面施工する。

防火上主要な間仕切り壁の基材は、ＧＢ-Ｒ9.5

b

b

b

b

b

b

b

b

a

dd

dd
1,
20
0

廊下　展開図

ＤＣＢ

廊下　展開図

2,
60
0

2,
20
0

1,800

Y103 Y104

1,8001,800

Y103Y104

1,800

X105X103 Ａ X104

5,4001,800

1,800

X105 X103X104

5,400 3,400

保育室６　展開図

2,
60
0

ＤY101 Y102 Y103

3,9653,6801,3551,800

展開図-2

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺
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壁り切仕間な要主上火防

品)等同

(TOTO/YYB10P2R

）用児幼（摺手用器便大

い洗手

け掛プッモ

グンリーシ

）品等同AB545KA

TOTO/（石れ垂汚

Ｋ6Ｆ粧化

えうの地下Ｓ12.5Ｂ-Ｇ

ＬＨ1.2＝ｔ

ＳＵＳ：台面

５６ＳＧＬ：帯管配

壁り切仕間な要主上火防壁り切仕間な要主上火防壁り切仕間な要主上火防壁り切仕間な要主上火防

品)L=1000等同

(TOTO/MH45 PA11

ータンウカ型体一ルウボ

品)等同

(TOTO/YM3560F

鏡食耐

ンチッキニミ

A-20

90
0

1,
30
0

Ｄ

eee

ccc

Y104

2,500

300 300

巾木無し、シーリング

600 600

1,
20
0

ＣX102 X101

3,600

Ｂ

1,
20
0

Y104

2,500

1,
20
0

500

1,
80
0

600 600

X102

c

e

ＡX101

3,600

23
0

150

A3:1／45

A2:1／30

ライニング詳細図

1,
20
0

25

2,
40
0

幼児用トイレ　展開図

Ｃ

b

ee

b

X102

900

ミーティングルーム　展開図

2,
40
0

eee

b bb

Ｄ ＤY103 Y104Ｂ Y103Y104

1,800

Ｂ

2,
40
0

90
0

1,
30
0

1,800

Y103 Y104

1,800

1,
80
0

Ｃ X101

2,000

Y103Y104

1,800
e

b

80
0

1,
80
0

AX101

2,000

Ｄ

2,
04
0

900 900 900

Y106Y105

b

d

ＧＢ-Ｒ12.5下地のうえＥＰb'
シナ合板5.5 目透し張 OSCL

ＧＢ-Ｒ12.5下地のうえ

シナ合板5.5 目透し張 OSCL

ＧＢ-Ｒ9.5+12.5下地のうえ
a'

凡例

ＧＢ-Ｒ9.5+12.5下地のうえＥＰb

a

+12.5とし、屋根裏まで基材ボードを両面施工する。

防火上主要な間仕切り壁の基材は、ＧＢ-Ｒ9.5

ビニル巾木(H=60)

木巾木OSCL(H=100)

ＧＢ-Ｓ12.5下地のうえ化粧ＦＫ6

e

d

c

1,
00
0

1,
20
01,600

X102

b

bbb

e

eee

2,
40
0

Ｄ

ＣＢＡＤ

ミーティングルーム　展開図

Y106

2,900

Y106

2,900

X101

3,600

X101

2,700

2,
60
0

900

Y106Y105

4,500

Y104

職員室　展開図

職員用トイレ　展開図

展開図-3

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A3:1／75

A2:1／50

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺

Ｉ 摺手型

入物小 れ
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ＰＥえうの地下Ｒ9.5+12.5Ｂ-Ｇ

 OSCL張し透目板5.5合

えうの地下Ｒ12.5Ｂ-Ｇ

 OSCL張し透目板5.5合

えうの地下Ｒ12.5Ｂ-Ｇ

ＰＥえうの地下Ｒ9.5+12.5Ｂ-Ｇ共面両

ルーレＶ

）みのり切仕間な要主上火防（

木巾付

）みのり切仕間な要主上火防（

木巾付

Ｗルーレンテーカ＋スクッボンテーカ

 OSCL材層積松米：部木

 OSCL張し透目

板5.5合えうの地下Ｒ12.5Ｂ-Ｇ

ＬＦ▽

Ｓ

Ｓ
枠竪

Ｗルーレンテーカ

スクッボンテーカ

グンリーシＳ

）明透（スラガ化強

ルーレＶ

ルーレＶ

ルーレＶ

ルーレＶ

ルーレＶ）明透（スラガ化強

Ｓ

Ｓ

61
5

8

56
0

30 26

※職員室の高さ方向の割付はこれにならう

15
57
5

引違い部（腰壁）断面

WD
-3

職員室廊下

10
10

10
0

22

125

121

25

1,
40
0

25

04 木製枠詳細図（ＷＤ－３まわり）

10

10
10

10
10

目透し張 OSCL

ＧＢ-Ｒ12.5下地のうえ合板5.5

151515

57
5

61
5

152515 25

保育室合板割付図

63
45

12
9

21

47

25

40

05 木製枠詳細図（ＷＤ－４まわり）

W=800

ミーティングルーム

25

保育室

25

70

2

128

126

51

5
10
0

5

25

15
5

25

15

1,
00
0

1,
20
0

03 木製枠、巾木詳細図（ＡＷ－３まわり）

87

保育室保育室

引違い部（腰壁）断面引違い部断面ＦＩＸ部断面

02 木製枠、カーテンボックス詳細図（ＡＷ－１まわり）

木部詳細図

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A-21
A3:1／15

A2:1／10

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺

01 木製枠、巾木詳細図（ＷＤ－１，２まわり）

50

20

87

10

25

50

20

WD
-1

61
5

1,
40
0

10
0

WD
-2

WD
-1

WD-1

8

保育室 廊下 保育室 廊下保育室 廊下

廊下

保育室

10
10

CH
=2
,6
00

25

25

10

13
0

150

2
2

12
9

12
5

40

1,700100895

40 1010

10
0

22

129

125

57
5

25
25

1010

22

129

125

10
0

22

129

125

25

1,
40
0

10
0

25

2,
00
0

45
10
0

25

縮尺 A2:1／30,A3:1／45
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ＰＯＳ　20＝ｔ材層積松米

）品等同LAMP/UC-055（ヶ計2

クッフグンイス製鋼スレンテス

ＰＯＳ　20＝ｔ材層積松米

）品等同LAMP/TK30F（ヶ計22

クッフ転回付玉製鋼スレンテス

OSCL　25付見　枠竪木

OSCL　25＝ｔ枠竪木

ュシッラフ板合なし：材面部内

Ｋ6Ｆ粧化

えうの地下Ｓ12.5Ｂ-Ｇ

ュシッラフ板合粧化ンミラメ

し流スレンテス

地下板合水耐　5＝ｔ鏡

）室育保（ＰＥえうの地下

Ｒ9.5+12.5Ｂ-Ｇ

木OSCL：切見

  SOPンカＳ

FB-6  SOP

木OSCL

共板棚

ュシッラフ板合なし：材面部内

棚動可

共板棚

ュシッラフ板合なし：材面部内

棚動可

共板棚　ュシッラフ

板合粧化ンミラメ：材面部内

棚動可

ルーレＶミルア

芯アコ

ーバンラ

）備予（

棚動可

共板棚

ュシッラフ板合なし：材面部内

棚動可

付車戸　20＝ｔ扉ドーボトイワホ

ュシッラフ板合粧化ンミラメ

：材面部内

枠ミルア

ドーボトイワホ

）ズイサみたたり折（

700x550 H150

組計22

んとふ用児幼

510×450

蓋、口検点床

ヶ２ｘ孔50φ気通製クッチスラプ

）蓋付シラブ度程180x50（

付プッャキ　孔線配

）蓋付シラブ度程180x50（

付プッャキ　孔線配 ）蓋付シラブ度程180x50（

付プッャキ　孔線配

棚間中

共板棚

ュシッラフ板合なし：材面部内

ュシッラフ板合粧化ンミラメ

９＝ｔ板合なし

棚入画絵

芯アコーバンラみの板天

棚動可棚動可棚動可

15×70れ入札名 芯アコーバンラみの板天

口検点床

プイパ

け掛巾雑

クッフ

皿受水

棚動可

A3:1／15

A2:1／10

縮尺

40

500

A3:1／15

A2:1／10

縮尺

60 606060

1,380

60

ＳＫ内モップ掛け05

保育室タオル掛け04

■　幕板：メラミン化粧合板フラッシュ Ｈ＝140

　　　　　　ＳＵＳ製つまみ付

■　点検扉：ローラーキャッチ、ケンドン式取外し 　　　   　   （幼児用トイレ）ビニル巾木（溶着）H=60※

　　（裏面発泡ウレタン吹付）

　　巾木：（保育室）メラミン化粧合板フラッシュH=100

■　流し台面材

　　見えがかり：メラミン化粧合板フラッシュ

　　内部：しな合板フラッシュ

■　ステンレス流し：シンク、バック、エプロン

　　幼児用レバー水栓、トラップ

　　全てＳＵＳｔ＝1.0 ＃400 バフ仕上

08

1,
17
5

25

62
5

10
0

45
0

手洗い

1,200

15

600

50150 300

15
0

500

1,
17
5

25

62
5

15
0※
幼
児
用
ト
イ
レ
：
19
0

20
0

10
0※
幼
児
用
ト
イ
レ
：
60

10
0

45
0

※既設にならう、室名は未定、廊下壁面に取付

ほいくしつ

A3:1／15

A2:1／10

縮尺

　　　　　　電気温水器12L据え置きタイプ（飲料、洗い物用）

06 室名札
500

20

36
5

36
5

500

20

36
5

36
5

413.8

ホワイトボード付収納棚

　　家具内部側面材：しな合板フラッシュ

　　戸車付、アルミＶレール

■　ホワイトボード扉　ｔ＝20

　　保育室側面材：ホワイトボード（アルミ枠）

　　名札入れ

67
5

1,
00
0

40
0

20

40
5

80
0

2060525

650

450

500

25

20

25

36
5

36
5

25

32
7.
5

20

32
7.
5

25

40

93
5

10
0

JOINT▲

80
0

1,
70
0

2525

ホワイトボード部

1,780

10
0

56
0

20
66
0

ホワイトボード付収納棚

200

絵画入

30

100

　　巾木：メラミン化粧合板フラッシュ

■　面材

　　見えがかり：メラミン化粧合板フラッシュ

　　　　　　　両側2ヶ　計4ヶ

　　下扉：プッシュつまみ

　　（可動式　側板：溝付）

80

■　面材：メラミン化粧合板フラッシュ

■　可動棚：ＳＵＳ製ダボ

■　面材：メラミン化粧合板フラッシュ
■　巾木：米松　ＳＯＰ

■　中間棚：しな合板ｔ＝9　ＳＯＰ

■　面材：しな合板フラッシュ　ＳＯＰ

■　床点検口蓋：しな合板ｔ＝９

　　雑巾掛け：ＳＵＳ製　Ｌ＝300

　　フック：ＳＵＳ製　両側2ヶ　計4ヶ

　　　　　　ＳＵＳ304ｔ＝1.0曲げ加工

　　水受皿：415×600　Ｈ＝40

　　パイプ：ＳＵＳ製25φ　Ｓカン5ヶ

■　掃除道具入れ付属品

　　上部扉：手掛けじゃくり

■　扉：スライド丁番、マグネットキャッチ

掃除道具入れ収納棚

掃除道具入れ収納棚 絵画入

　　内部：しな合板フラッシュ

■　可動棚：ＳＵＳ製ダボ

■　絵画入棚：しな合板ｔ＝９

ミニキッチン

14
0

1,
90
0

900

■　寸法：Ｗ900×Ｈ1900

■　付属品：照明・水切棚・シングルレバー混合水栓

■　カウンター天板：ステンレス（ SUS304 ）

A4

42525

450

25

38
5

25

38
5

10
0

40

96
0

30

860 860 30

30

86030

2,700

25

38
5

25

38
5

10
0

40

96
0

07

03

150

80

25010

80

9

260

65

10
0

19
7.
5

19
7.
5

20

19
7.
5

20
25

10
0

19
7.
5

20

25

1,
00
0

25025

275

19
7.
5

19
7.
5

20

19
7.
5

20
25 19
7.
5

20

25

1,
00
0

25200

20

200

20

200

20

200

20

200

20

20025

1,350

68
0

JOINT

▲

1,7801,780

30
0

450

300

10
0

2063525

680

580

500

25

20

25

36
5

36
5

25
25

25

10
0

JOINT▲

80
0

1,
70
0

9

@5
7.
4

2063525

680

25
25

25

可
動
棚
24
枚
（
25
段
）

25
10
0

JOINT▲

80
0

1,
70
0

2063525

680

25
25

25

25
0

25

47
5

25

30
0

30
0

10
0

JOINT▲

80
0

1,
70
0

10
0

JOINT

▲

JOINT▲

852.525

25

413.8 25

80
0

25852.5852.525

1,
70
0

1,7801,780

02

詳細図

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A-22
A3:1／45

A2:1／30

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺

01 保育室　絵画入・収納棚・掃除道具入れ シューズ収納（幼児用）　２４人分 職員室収納棚
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Ａ

ルーム

3

AW

5

WD
（冷）

1

TB

トイレ

職員用

トイレ

幼児用

ＳＫ

ミーティング

UP

UP

UP

UP

UP

手洗い手洗い

ポーチ

ぬれ縁

廊下 玄関

職員室

保育室５ 保育室６

ＡＤ

5

WD

ＷＤ

ＨＬＤ 吊下式鋼製軽量扉

2

TB

4

WD

3

WD

2

WD

1

WD

5

AW

5

AW

2b

AW

3

AW

2a

AW

3

AW

4

AW

4

AW

1

AD

3

AW

3

AW

1

AW

1

AW

01 建具キープラン

１４　．木製建具枠は米松積層材とし塗装はＯＳＣＬ塗とする

１３　．内部建具の額ガラス面には飛散防止フィルムを全面に張るものとする

１２　．引き棒はすべて木製とする

ＷＷ 木製窓

ＳＦＴ－ 強化ガラス（不透明）

両開き・親子開き扉：丁番・フランス落し

片開き扉：丁番

扉見込　４０ｍｍ

ＡＤ

ＨＬＤ

ＡＷ

標準仕様（特記がなくとも備えつける）一般仕様（特記なき限り下記に従う）建具の符号

建具共通仕様

ＦＬ－

ＳＴ－

Ｆ－

フロート板ガラス

型板ガラス

強化ガラス（透明）

ガラスの符号

　メーカー標準色から選定できるものとする

・表面処理は無着色陽極酸化塗装複合皮膜（Ｂ－１種　標準色）、又は

　着色陽極酸化塗装複合皮膜（Ｂ－２種　標準色）とし、色については

建具キープラン、建具表－１

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A-23
A3:1／150

A2:1／100

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺

備考

枠見込　７０ｍｍ

：クレセント・戸車・手掛

両開き・親子開き扉：フランス落し

ステンレス厚2.0ｍｍ加工

（数字は厚を示す）

ＢＨ

ＰＤ シリンダー本締錠

ＡＭ

オートヒンジＡＨ

ＡＤ アルミニウム製扉 Ｃ

ＣＰ

空錠（レバーハンドル）

沓－２

レバーハンドル付シリンダー本締錠

沓－１

沓摺の形式と符号

ＷＤ

ＴＢ

特防

ＡＷ

丁番

ＰＨ

アルミニウム製窓

木製扉

トイレ用ブース（既製品）

特定防火設備

ステンレス厚2.0ｍｍ加工

網戸

ＦＨ

ＤＣ
ＤＣ・Ｎ

ＡＧ

フロアヒンジ

アルミ額縁

アルミ水切

ストップ付ドアクローザー
ストップなしドアクローザー

ピポットヒンジ 防火設備防

気密性耐風圧性

品質（等級）

水密性

表面処理遮音性
水密性気密性

品質（等級）

・ Ｗ－５

・ Ｗ－４・ Ａ－３

・ Ａ－４

備考

・ Ｓ－５

・ Ｓ－６

・アルミ製建具

耐風圧性

防錆

又はシアナミド鉛錆止めペイントとする。

錆止めは、塩基性クロム酸鉛錆止めペイント

遮音性

・鋼製建具　・ステンレス製建具　・軽量鋼製建具

・変成シリコーン系　・ポリサルファイド系   ・ポリウレタン系     とする。

　　ない。

            寸法の確認を行うこと。

扉厚

建具の防火性能の符号

建具枠巾

変
化

床仕上面

引違い・片引き窓・引分け窓

金物・付属品の符号

錠の符号建具の符号

品質

１１

１０

　．網戸はアルミ枠     ・ステンレス網　・グラスファイバー製網     とする。

　．ガラスシーリングは     ・シリコーン系　・ポリサルファイド系     とする。

９．建具周囲のシーリングは

８．キーボックス（３０本用）を　・設ける　・設けない

７．プラスチック製の錠札を　・作製する　・作製しない

６．グランドマスターキーを　・作製する（　　本）　・作製しない

５．マスターキーを　・作製する（ 3 本）　・作製しない

４．握玉は　・丸座　・レバーハンドル　とする。

・アルミ製とする。（焼付塗装仕上）・ドアと同材にて作製する。

３．特記なきドアガラリはヘ型とし、材料は次による。

２．戸当り（床付、壁付）は原則として取付る事とし、位置は現場指示による。

１．扉の開き勝手は平面図による。

特記事項

　　検寸し捺印の上係員に提出すること。

３．施工図をサッシュメーカー等に作製させる場合は、現場員が各部の寸法を

２．設計図及び本表に示す寸法は概略を示すものであり施工にあたっては現場

　　家具及びカウンター等その他これに類する建具は別図により本表には含ま

１．本表は設計図書に示す建具及び特記事項、標準詳細を一括して表す。

一般事項

・印のないものは、　印を適用する。
・印と　印のあるものは、両方適用する。

・印を適用し、・印は適用しない。本表の適用は次の記号による。
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1職員用トイレ

1幼児用トイレ

２連操作オペレーター一式

1,
50
0

701,765 1,765

1職員用トイレ

1幼児用トイレ

ＳＵＳ下枠（レール有）

2a：ＡＧ、ＡＭ、ＰＤ

2

1

1

1

1,020

SUS　Ｖレール

引手、戸車ＯＳＣＬF-4額・ガラリ付３本引フラッシュ戸 1570×20001職員室

5

WD

ＳＫ用取手

グレビティヒンジ

Ｒ型アルミエッジ

グレビティヒンジ

Ｒ型アルミエッジ

非常時開錠装置付表示錠

戸当り帽子掛け

（ぺーパーコア）

ｔ＝40 SUS巾木、SUS頭つなぎ

メラミン化粧合板

その他必要金物一式

図示トイレブース

600

1,
80
0

840 1,450

90°

職員用トイレ

1幼児用トイレ

2

TB

（ぺーパーコア）

ｔ＝40

SUS巾木、SUS頭つなぎ

メラミン化粧合板

その他必要金物一式

600

図示トイレブース

1,
80
0

1,680

1

1

TB

2,
00
0

図示

60
0

1,
40
0

100 100

1,700 1,700

100

1,7001,700

沓－１

把手、ＡＧ、ＰＤ

メーカー標準色ST-5有効:800×2000

ＲＣ枠（枠内）

片開き戸

840

100

60
0

47
5

10
0

2,
00
0

1ミーティングルーム

1職員室

1

沓－１

数量 程度 数量

指詰防止ゴム

SUS　Ｖレール

引手、戸車

C、BH、DC

指詰防止ゴム

SUS　Ｖレール

引手、戸車

指詰防止ゴム

SUS　Ｖレール

引手、戸車

ＯＳＣＬ

米松ＯＳＣＬ

米松ＯＳＣＬ

800×2000

框戸:有効800

框戸:有効800

有効800

図示

F-4

下:ST-5

上:ST-4

袖らんま付はめごろし窓

らんま付引違い框戸

F

F

60
0

47
5

10
0

1,
40
0

47
5

10
0

2,
00
0

100

1,700545

100

1,700

47
5

4

WD

3

WD

ST-5

額付片開きフラッシュ戸

引違い框戸

下:ST-5

上:ST-4保育室５

1保育室６ 米松ＯＳＣＬらんま付引違い框戸

1,700

10
0

1,
40
0

1

WD

図示

2

WD

形式・機構
内法寸法

Ｗ×Ｈ
備考特殊金物・付属品材質・仕上ガラス使用場所符号

ミーティングルーム

SFT-4

A3:1／150

A2:1／100

ミーティングルーム

保育室６

保育室５

1保育室６

2職員室

職員室

Ａ

Ａ

指詰防止戸当り

Ａ

指詰防止戸当り

2b：Ａ、ＡＧ、ＡＭ
×1

2b

×1

2a
職員室

メーカー標準色

メーカー標準色

メーカー標準色

メーカー標準色

SFT-4

ST-4

ST-4

ST-5

引違い窓

鉄骨枠（半外付）

引違い窓

鉄骨枠（半外付）

引違い窓

中桟有り

鉄骨枠（半外付）

ＲＣ枠（枠内）

引違い戸

フラット下枠仕様

下:ST-5 指詰防止戸当り

Ａ、ＡＧ、ＡＭメーカー標準色上:ST-4

中桟有り

1保育室５

ＲＣ枠（枠内）

引違い戸　らんま付４枚建

1玄関

指詰防止戸当り、戸当りゴム

ハンガー金物一式

把手、ＡＧ、ＰＤメーカー標準色

軽量タイプ

ＲＣ枠（外付）

片引きハンガー引戸（上吊式） ST-5

2,010

10
0

1,
90
0

F

1

AD

有効:900×1900 

3

AW

1450×900

1600×1000

1600×1200

2b:1450×2000

2a:1550×2000

下:3600×2000

上:1765×600×2

5

AW

1FL 1,
30
0

90
0

1FL

1,
00
0

1,
00
0

1FL

1,
00
0

1,
20
0

AW

4

AW

2b

2a

AW

60
0

10
0

2,
00
0

1

AW

建具表－２

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A-24

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺

形式・機構
内法寸法

Ｗ×Ｈ
備考特殊金物・付属品材質・仕上ガラス程度使用場所符号
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D13

D13

D13

D10@200

D10@200

D13

ン(RC-40)ラーャシッラク生再盤:路

トーコムイラプ

舗トーリクンコ

。とこるけ設を）用道車（蓋グンチーレグ所箇に1毎10m

）り練空（1:3ルタルモ

U-250　溝側型Ｕ

ン(18-15-25)コ捨

ン(RC-40)ラーャシッラク生再

）用道車（蓋トーリクンコ

目縮伸

トーコムイラプ

とこるすーカンアに壁擁、舎園築増※

舗トーリクンコ

ン(RC-40)ラーャシッラク生再盤:路

ン(RC-40)ラーャシッラク生再盤:路

トーコムイラプ

装舗トーリクンコトルァフスア度粒密

・職員室　鉄骨造平屋5400x7200　渡廊下1800ｘ5400　撤去

G-00

A3:1／45

A2:1／30

A3:1／45

A2:1／30

A3:1／45

A2:1／30

A3:1／45

A2:1／30

A3:1／450

A2:1／300

A3:1／450

A2:1／300

外構詳細図-1

コンクリート舗装新設範囲を示す

アスファルト舗装撤去範囲を示す

コンクリート舗装撤去範囲を示す

・フェンスH=1500門扉新設

・コンクリート階段新設

・フェンスH=1200門扉新設

・フェンスH=1500新設

G-16

・コンクリート舗装新設

改修工事概要

・側溝U-250新設

G-18

・フェンスH=1200新設

G-15

・欠番

G-17

G-14

G-13

・シャワー2100x1275新設（シャワー金具は既設利用）

G-12

　移設

・

・大プール6200x3900、小プール2500x1800、消毒槽1400×1200を

G-11

・側溝W150撤去（金属製蓋共）

G-09

・アスファルト舗装撤去

G-08

・フェンスH=1200撤去

G-07

・掲示ケース撤去

G-06

・アルミ製門扉撤去

・伸縮門扉移設（工事中は仮設ゲートとして使用）

G-05

・門扉レール撤去

・コンクリート塀撤去

G-04

・プール土間撤去

G-03

・シャワー1800x1200撤去

G-02

　園庭東側へ移設（仮置き）

・

・大プール6200x3900、小プール2500x1800、消毒槽1400×1200を

G-01

撤去工事概要

02 改修　外構図

15
0150

15
0

10
0

10
015
0

06 階段

340

250

450

50
10
0

20 39
5

5525
0

90

10
0

10
0

15
0

50

04 コンクリート舗装

05 側溝（Ｕ－２５０）

03 アスファルト舗装

現況・撤去・改修外構図

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A-25
A3:1／45

A2:1／30

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺

01 現況・撤去　外構図

ｍ

約6
.0

G-1
6

ｍ

約
18.4

　
G-15

ｍ
約
8.5

　
G-15

G-13

G-11

G-14

G-13
G-12

G-18
　約
15.3
ｍ

約2
.6ｍ

約
5.
2ｍ

既設園舎

UP

UP

UP

UP

UP

増築園舎

消毒槽1400×1200

-180

-150

UP

敷地
境界

線 15.7
20

4.
14
6

敷
地
境
界
線

道
路
境
界
線

敷地境界
線

敷地境界
線

14.851

6.309

0.810

14.943

シャワー2100x1275

小プール2500x1800

大プール6200x3900

渡り廊下

+280

1FL= +600

±0

+300

+400+400

±0

±0

+400

±0

+400

+400

±0 ±0

±0

±0

敷
地
境
界
線

（増築）

敷地境界線

18
.6
80

9.
15
3

7.
62
2

46.917

G-03

G-04

ｍ

約
28.9

　

G-09

G-08

G-06

G-05

G-01
G-00

G-02

5400ｘ7200

職員室

消毒槽1400×1200

シャワー1800x1200

小プール2500x1800

大プール6200x3900

約1.
9ｍ

約0.
9ｍ

G-07　約46.4ｍ

G-07 約11
.6m

既設園舎

±0

+400

UP

敷地
境界

線 15.7
20

4.
14
6

敷
地
境
界
線

道
路
境
界
線

敷地境界
線

敷地境界
線

14.851

6.309

0.810

14.943

+280

+400+400

±0

+400

±0

敷
地
境
界
線

敷地境界線

18
.6
80

9.
15
3

7.
62
2

46.917

5,400

7,
20
0

D10@200ダブル　タテヨコ共

D10@200ダブル　タテヨコ共
D10@200シングル　タテヨコ共モルタル金こて

装(18-18-25)金コテ仕上

D10@200シングル　タテヨコ共

装(18-18-25)金コテ仕上

地@3,000内外

・伸縮門扉、アルミ製門扉、コンクリート塀新設
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品等同

50＝ｔンコて捨

礎基トーリクンコトスャキレプ

扉門口用通ミルア

100＝ｔ

し放ち打粧化トーリクンコ

礎基下ルーレ

柱φ60.5支

50＝ｔンコて捨

礎基トーリクンコトスャキレプ

50＝ｔンコて捨

共コヨテタ

2-D13

柱φ50.8支
品等同扉門応対錠ーダンリシ

礎基トーリクンコトスャキレプ50＝ｔンコて捨

共コヨテタ

50＝ｔンコて捨

共コヨテタ

共コヨテタ

2-D13

共コヨテタ

）面両　（

ルイタ付吹

し放ち打粧化

トーリクンコ

4-D13

4-D13

1-D13

布塗Ｅ剤水撥

し放ち打粧化

トーリクンコ

1-D13

共コヨテタ

放打粧化トーリクンコ

50＝ｔンコて捨

事)工備設共管配部内(

布塗Ｅ剤水撥

し放ち打粧化トーリクンコ

）キシポエ（

床塗てこ金ルタルモ

）事工備設（栓水

面丸

面丸 面丸

貼ルイタクイザモ

てこ金ルタルモ

てこ金ルタルモ

貼ルイタクイザモ

貼ルイタクイザモ

てこ金ルタルモ

SUSφ32：摺手

貼ルイタプッリスンノ
し流スレンテス

）キシポエ（床塗てこ金ルタルモ

）キシポエ（床塗てこ金ルタルモ

貼ルイタプッリスンノ

貼ルイタプッリスンノ

）キシポエ（床塗てこ金ルタルモ ）キシポエ（床塗てこ金ルタルモ

し流スレンテス

貼ルイタクイザモ

てこ金ルタルモSUSφ32：摺手

貼ルイタクイザモ

A-26

B:
1,
80
0

B:
1,
80
0

B:
1,
76
0 参考とし、採用メーカーの

※基礎寸法については

基準に適合するサイズとすること

Ｈ１２００　片開き

■アルミ通用口門扉

LIXIL/アルミ引戸用Ｂタイプ　同等品

シリンダー錠

Ｈ１２００　片開き

A部　通用口門扉柱部

350
1,
25
0

50

10
0

50

60
0

1,
20
0

860

100100 900

A

30750 100 100

B:キュービクル周りフェンス寸法

60
0

B:
1,
80
0

消毒槽

B部　控え壁・門扉柱部基礎

BC

B部　レール下基礎

30
025
0

※下レール溝の水抜きに配慮

■アルミ伸縮門扉

既設品移設

100580100

10
0

50

25
0

15
0

1,
35
0

1,
20
0

780

※基礎寸法については参考とし、採用メーカーの

基準に適合するサイズとすること

門扉

B:
1,
76
0

40
25
0

45
0

45
0

2,000

40
20
0

シャワー

1,
20
0

1,400150

7060 870

1,000

フェンス

100580100

10
0

50

50
0

15
0

1,
35
0

30
0

1,
20
0

20
0

170 780

950

9004,339

15
0

1,
35
0

10
0

95
0

5,190（全幅）

1,
20
0

10
0

58
0

9004,339900

17
0

たたみ幅＝7744,339

フラットレールタイプ同等品

片開き、ディンプルシリンダー錠

門扉03

10
0

50

50

10
0
50

60
0

60
0

1,
27
0

1,
87
0

+100

139.8

1,
27
5

1,
05
0

22
5

2,100

1,050 1,050

100

95
0

10
0

2,
10
0

15
0

15
025
0▽SGL

950

225225

950 100100

50

SGL ±0

+420

SGL

-70

+30

±0

プール用シャワー

20
0

50

足洗い

手洗い

100

04

02

30
0

30
0

800800 1,800

60
0

60
0

10
0

20
0

40
0

70
0

200200 1,800

2,200

▽FL

▽SGL

1,
12
0

手洗い足洗い

10
0

100

100200 400

700

15
0

42
0

30
0

70
0

30030050

42
0

手洗い側足洗い側

10
0 ■　ステンレス流し：シンク、バック、エプロン全てＳＵＳｔ＝1.0 ＃400 バフ仕上

　　立水栓（スパウト回転式）（設備工事）、トラップ、アングル下地

1,1001,100

2,200 700

900900

200200 1,800

2,200

15
0

▽SGL

▽FL

42
0

35
0

40
0

50

10
0

70
0

45
0

450

77
0

30
0

1,
12
0

1,450

Y101

外構詳細図-2

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A3:1／45

A2:1／30

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺

01 手洗い・足洗い

D10@200ダブル

D10@200ダブル

砕石(C-40)

D10@200ダブル

350×350×600

砕石(C-40)t＝100

アルミ通用口門扉 アルミ伸縮門扉 アルミ伸縮門扉

D10@200ダブル

LIXIL/HGNAフェンス

吹付タイル（両面）

アルミ伸縮門扉（新設）

水ーワャシ 栓(TOTO/TB18RR同等品）

D10@200ｼﾝｸﾞﾙ

D10@200ｼﾝｸﾞﾙ

砕石(C-40)t＝100

砕石(C-40)t＝100 180×180×450

B:200×200×450 砕石(C-40)t＝100

300×300×600

B:400×400×600

LIXIL/HGNAフェンス
LIXIL/HGNAフェンス同等品

砕石(C-40)t＝100

4-D13
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受影面：平均ＧＬ+4000　平均ＧＬ＝ＳＧＬ+101

5,0 00
5,000

5,000
5,000

16
:0
0

6.
91
8

 5
3゚
24
'

15
:3
0

4.
34
3

 4
8゚
19
'

15
:0
0

3.
20
5

 4
2゚
49
'

14
:3
0

2.
57
2

 3
6゚
49
'

14
:0
0

2.
18
2

 3
0゚
18
'

13
:3
0

1.
93
1

 2
3゚
17
'

13
:0
0

1.
77
3

 1
5゚
49
'

12
:3
0

1.
68
5

 8゚
00
'

12
:0
0

1.
65
6

 0゚
00
'

11
:3
0

1.
68
5

-8゚
00
'

11
:0
0

1.
77
3

-1
5゚
49
'

10
:3
0

1.
93
1

-2
3゚
17
'

10
:0
0

2.
18
2

-3
0゚
18
'

 9
:3
0

2.
57
2

-3
6゚
49
'

 9:
00

3.2
05

-42゚
49'

 8:
30

4.3
43

-48゚
19'

 8:
00

6.9
18

-53゚
24'

 影
長倍
率 

太陽
方位

角

[ 緯度 
= 35.43゚

 ][ 冬至
 ]方位角

倍率図

4.1255.5536.918 53゚24' 8゚14'16:00

2.8883.2444.343 48゚19' 12゚58'15:30

2.3512.1783.205 42゚49' 17゚20'15:00

2.0591.5412.572 36゚49' 21゚15'14:30

1.8841.1012.182 30゚18' 24゚38'14:00

1.7730.7631.931 23゚17' 27゚23'13:30

1.7050.4831.773 15゚49' 29゚26'13:00

1.6680.2351.685 8゚00' 30゚42'12:30

1.6560.0001.656 0゚00' 31゚07'12:00

1.668-0.2351.685-8゚00' 30゚42'11:30

1.705-0.4831.773-15゚49' 29゚26'11:00

1.773-0.7631.931-23゚17' 27゚23'10:30

1.884-1.1012.182-30゚18' 24゚38'10:00

2.059-1.5412.572-36゚49' 21゚15' 9:30

2.351-2.1783.205-42゚49' 17゚20' 9:00

2.888-3.2444.343-48゚19' 12゚58' 8:30

4.125-5.5536.918-53゚24' 8゚14' 8:00

Ｙ 倍 率Ｘ 倍 率 影長倍率 太陽方位角太陽　高度時 刻

影倍率表  [ 緯度 = 35.43゚ ][ 冬至 ]

真北10.301332

16
.0

15
.0

14.0

13.0

12
.0

12
.0

11.0

11
.0

11
.0

10.0

10
.0

10
.0

9.0

9.
0

9.
0

8.0

8.0

5.0

3.
0

3.0

3.0

2.9972.997

3.1373.137

3.
02
0

3.020

3.0203.020

3.020

3.020

2.
87
5

2.875

2.
87
5

2.875

2.875

2.875

2.
15
9

2.159

1.
87
5

1.875

3.228 3.
22
8

3.
01
5

3.015

3.
10
5

3.105

3.105

3.
10
5

3.
10
5

3.105

3.105

3.
10
5

3.105

3.228

3.
22
8

3.
22
8

3.228

3.
32
5

3.325

3.
32
5

3.325

3.105

3.
10
5

3.105

3.
10
5

3.0053.0053.0053.005

3.0603.060

3.1053.1053.1053.1053.1053.1053.1053.105

3.2803.280

5.380

3.790

3.790

3.7903.790

3.790 3.790

5.3805.380

5.380

3.790

3.790

3.790

3.
79
0

3.
79
0

3.790

5.
38
0

5.380

3.690

3.
69
0

3.
69
0

3.690

10
.5
90

10.590

4.
02
0

4.020

3.
87
0

3.870

3.
37
0

3.370

3.
17
0

3.170

3.406

3.40
6

3.40
6

3.406

6.530

6.53
0

34.059

（法４
２条1項

1号道路
）

市道
53号
線（
法４
２条
1項1
号道
路）

Ｎ

敷地
境界

線
15.7
20

4.
14
6

敷
地
境
界
線

道
路
境
界
線

敷地境
界線

敷地境
界線

14.851

6.309
0.810

14.943

敷
地
境
界
線

道
路
境
界
線

敷地境界線

敷地境界線

3.
13
5

18
.6
80

9.
15
3

7.
62
2

46.917

9.628

21.22519.10118.390
3.071

7.
14
0

01 日影図

日影図

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A3:1／450

A2:1／300

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺

A-27

06



34.059

敷地
境界

線 15.7
20

4.
14
6

敷
地
境
界
線

道
路
境
界
線

敷地境
界線

敷地境
界線

敷
地
境
界
線

道
路
境
界
線

敷地境界線

敷地境界線

3.
13
5

18
.6
80

9.
15
3

7.
62
2

46.917

9.628

21.22519.10118.390
3.071

7.
14
0

壁一部撤去、復旧（3室）

空調配管（機械設備）施工のため

空調屋外機（機械設備工事）基礎設置（建築工事）A-09

A-07

A-07

天井点検口　450角　アルミ枠

床点検口（既設）　600角　ステンレス枠

床点検口　600角　ステンレス枠

□

□

□

700×3500×150H
機械基礎(建築工事)

□

□ □□

□ □

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□ □ □

上記改修に必要な、壁改修、点検口設置を行う（建築工事）

保育室（２,３,４）　空調機を設置（機械設備工事）A-08

廊下　（床下電気、機械設備工事に伴う床天井改修）　点検口設置を行う。（建築工事）A-07

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A-28
A3:1／300

A2:1／200

図面

名称

縮尺

既設改修平面図

ポス
ト

トイ
レ

職員
用

トイ
レ

幼児
用

ＳＫ

ミー
ティ

ング

床点
検口

手洗
い

（冷
）

ルー
ム

床点
検口

床点
検口

15
0φ

15
0φ

15
0φ

15
0φ

150φ

150φ

（4
3.90
㎡）

（4
3.92
㎡）

足洗
い

手洗
い

UP

傘

△盤
類

UP

UP

UP

UP

手洗
い

手洗
い

ポー
チ

ぬれ
縁

廊下

玄関

職員
室

保育
室５

保育
室６

+400

+400

±0

+400

収納 A-07A-07

A-08A-08A-08

A-09

□

□

□

▲ ▲▲▲

▲▲▲▲▲▲

調乳室

濡れ縁

濡れ縁

□

□
□

□
▼

▼▼

▽▽▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

幼児ＷＣ 幼 児ＷＣ

外部Ｗ Ｃ

保育室（４）保育室（３）保育室（２）保育室（１）

玄関

玄関ホール

職員便所シャワー室

Ｗ Ｃ 休養室

前室

食品庫

休憩室

医務室 物入れ（２）

雑用室

廊下

廊下

ステージ

棚 棚

配膳室配膳室教材庫

シャ ワー

洗濯

ホ゜ンフ゜室

乳児ＷＣ
沐浴

ユーテ ィリティ身障者Ｗ Ｃ

相談室兼図書室

職員室未満児室乳児室

調理室

遊戯室

駐車場

49,700　
　
　
　
　
道
路
境
界
線

+400

±0

±0

±0 +400

±0

±0

敷
地
境
界
線

敷地境界線
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5,400

7
,
2
0
0

5
,
4
0
0

7,200

34.059

敷地
境界

線 15.7
20

4.
14
6

敷
地
境
界
線

道
路
境
界
線

敷地境
界線

敷地境
界線

敷
地
境
界
線

道
路
境
界
線

敷地境界線

敷地境界線

3.
13
5

18
.6
80

9.
15
3

7.
62
2

46.917

9.628

21.22519.10118.390
3.071

7.
14
0

9,
00
0

11,400

56
0

3,
60
0

5,400

2,
40
0

設置

駐車場

49,700　
　
　
　
　
道
路
境
界
線

±0

3.
35
6

3.
80
0

職員室 職員室

屋根　亜鉛メッキ鋼板　折板葺　外壁　断熱材充填亜鉛メッキ鋼板パネル　

東立面図南立面図

平面図

鉄骨平屋建て　5400ｘ7200ｘ3600

断面図

A3:1／300A2:1／200X-01 既設職員室

既設フェンス、側溝、遊具、樹木撤去X-03

X-01

撤去職員室

既設職員室　渡廊下とも撤去

5400ｘ7200

A-12

A-12 2100×2100×400H
キュービクル基礎(建築工事)

A-11

A-12 電気設備（キュービクル）、機械設備（空調機）基礎設置

上記改修に必要な、壁改修、点検口設置を行う

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

□

□

□

▲ ▲▲▲

▲▲▲▲▲▲

調乳室

濡れ縁

濡れ縁

□

□
□

□
▼

▼▼

▽▽▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

幼 児ＷＣ 幼児 ＷＣ

外 部ＷＣ

保育室（４）保育室（３）保育室（２）保育室（１）

玄関

玄関ホール

職員便所シャワー室

ＷＣ 休養室

前室

食品庫

休憩室

医務室 物入れ（２）

雑用室

廊下

廊下

ステージ

棚 棚

配膳室配膳室教材庫

シャワ ー

洗 濯

ホ゜ンフ゜室

乳児ＷＣ
沐浴

ユ ーティ リティ身 障者ＷＣ

相談室兼図書室

職員室未満児室乳児室

調理室

遊戯室

+400

±0

砕石　150

土間コンｔ150　天端+300

+400

±0

±0

+400

+300

収納

A-11

A-11

A-11

A-11 門扉　フェンス等移設、更新

A-10

A-10 プール　及び付属施設移設

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A-29
A3:1／300

A2:1／200

図面

名称

縮尺

A-08A-08A-08

各保育室の空調機を設置（３室）（機械設備工事）A-08

既設園舎　屋根、外壁、外部木部塗装は改修しない。A-01

既設撤去平面図

１／２００
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3
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6
0
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1FL

GL

*

（梁先端まで）

600

屋根下地表し

鉄骨表し　２－ＡＳＥ

（目地@1800）

Ｍコテ

20
0

40
0

Ｓ

渡り廊下

1,346~600 600*

2
,
2
0
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2
,
3
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2
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1
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2,400

7
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6
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1
,
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3
,
0
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桁梁天端

登梁天端

600

玄関

10

3

5
0
0

7
0
0

1
,
8
0
0

3
,
0
0
0

1,350

Y1

1
8
0

5
0

登梁天端

桁梁天端

1,350
1
,
3
5
0

5
,
5
8
0

3
,
4
0
0

6
0
0

1FL

GL

1,3501,350 9,000

岩　瀬　　直　人

175279
可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

既設棟改修　断面図
A3:1／75

A2:1／50

平成 28 年 月 日

A-30

図面

名称

縮尺

一級建築士 号

承認
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34.059

敷地
境界

線 15.7
20

4.
14
6

敷
地
境
界
線

道
路
境
界
線

敷地境
界線

敷地境界
線

敷
地
境
界
線

道
路
境
界
線

敷地境界線

敷地境界線

3.
13
5

18
.6
80

9.
15
3

7.
62
2

46.917

9.628

21.22519.10118.390
3.071

7.
14
0

7
,
2
0
0

5,400

既設職員室撤去

設置

メッシュフェンスH1.8m 

工事区域

シートゲート　H4.0　W6.0
既設品移設

アルミ伸縮ゲート H1.2m

移設

既設アルミ伸縮ゲート H1.2m
撤去

メッシュフェンスH1.2m 

シートゲート　H4.0　W6.0

仮囲い　成形鋼板　H＝2.0ｍ

枠組み本足場　W900　H4ｍ～6ｍ

仮囲い　成形鋼板　H＝2.0ｍ

撤去

メッシュフェンスH1.2m 撤去

アスファルト舗装　天端GL\U+00b10

撤去

土間コンｔ150　天端GL+300

収納

□

□

□

▲ ▲▲▲

▲▲▲▲▲▲

調乳室

濡れ縁

濡れ縁

□

□
□

□
▼

▼▼

▽▽▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

幼 児ＷＣ 幼児 ＷＣ

外 部ＷＣ

保育室（４）保育室（３）保育室（２）保育室（１）

玄関

玄関ホール

職員便所シャワー室

ＷＣ 休養室

前室

食品庫

休憩室

医務室 物入れ（２）

雑用室

廊下

廊下

ステージ

棚 棚

配膳室配膳室教材庫

シャワ ー

洗 濯

ホ゜ンフ゜室

乳児ＷＣ

ユ ーティ リティ身 障者ＷＣ

相談室兼図書室

職員室未満児室乳児室

調理室

遊戯室

駐車場

49,700　
　
　
　
　
道
路
境
界
線

+400

±0

±0

±0 +400

±0

±0

敷
地
境
界
線

敷地境界線

18
.6
80

9.628

A-31

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A3:1／300

A2:1／200

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺

工事計画図
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ＳＰ１

ＳＰ２

ＨＢ１５０

基礎下端は、円形柱状改良体とする。

Ｒａ＝２００ｋＮ/㎡（基礎下端、長期）設計地耐力

22.5° 22
50

23
50

1800

100

Ｆ８Ｔ（溶融亜鉛めっき高力ボルト、大臣認定品とする）

渡り廊下の柱（ＢＰＬを除く）、梁材（継手、仕口等を含む）

（-２３０）
Ｓ１

300

60
0

600

（-１３０～-１５０）Ｓ１

701800

80
0

号２００４構造設計一級建築士証交付番号　第

号２１３６７９一級建築士

増　田　浩　二

Ｆ４

Ｆ４ Ｆ３Ｆ３

Ｆ１Ｆ１

Ｆ２Ｆ２

Ｆ２

Ｆ２

Ｆ１

Ｆ２Ｆ２Ｆ２

柱
心

13
5

130170

・特記なき基礎心＝地中梁心とする。

・特記なき限り基礎心＝柱型心＝柱心とする。

Ｆ
Ｃ
Ｇ
３

ＦＢ４

（-６０）Ｓ１

Ｃ３

Ｂ
１
５
０

84
0

98
0

80
0

Ｇ
２
４
８

Ｂ２４８Ｂ
２
４
８

Ｃ３

860

200

Ｙｍ

10
80

10
90

87
5

20
0

700900 900700

87
0

20
0

Ｘ１０５

Ｃ３柱心
135

Ｃ１柱心

Ｃ３柱心

135

Ｃ１柱心

1800

Ｘ１０５

Ｃ３柱心

135

225

Ｘ１０１通基礎心

200

17001700

12
00

15
50

ＨＢ１００

（-１３０～-１５０）
Ｓ１

（-６０）

（-２３０）

（-１８０～-２１０）（-１８０～-２１０）

頭つなぎ頭つなぎ頭つなぎ 頭つなぎ

ＮＤコア ＳＮ４９０Ｂ

垂木４、母屋４：□-１００ｘ１００ｘ２．３

垂木３、母屋３：２Ｃ-１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３

垂木２　　　　：Ｃ-１００ｘ５０ｘ２０ｘ３．２

垂木１、母屋１：Ｃ-１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３

Ｈ
Ｂ
１
０
０

Ｈ
Ｂ
１
０
０

ＨＢ１２５

ＨＢ１００

ＨＢ１２５

Ｆ
Ｃ
Ｇ
２

Ｆ
Ｃ
Ｇ
１

Ｆ
Ｃ
Ｇ
１

1800

Ｓ１
ＦＢ３ＦＢ３

Ｓ１Ｓ１

18
00

16002000

16
40

渡り廊下別図参照

Ｃ１Ｃ１Ｃ１

Ｃ１Ｃ１

Ｃ１Ｃ１

5400

5240

柱心柱心

5240160

5400

Ｘ１０３Ｘ１０１

柱
心

柱
心

柱
心

柱
心

16
0

74
0

13
5

27
20

34
45

16
0

52
40

16
40

16
0

柱
心

Ｃ３17
5

17
5

45
18
5

18
5

18
5

18
5

17
5

17
5

23
0

70
18
5

18
5

175175

45

185
185255185185

185
45

13
00

24
00

24
00

24
00

18001800

　但し、基礎は下端レベルを示す。

・（　）内数字は、１ＦＬからの各部材の天端レベルを示す。

・特記なき限り基礎下端レベルは、ＳＧＬ-１１００（１ＦＬ-１７００）とする。

・特記なき限り梁・柱型天端レベルは、１ＦＬ-８５０とする。

・特記なき限りスラブ天端レベルは、１ＦＬ-６１０とする。

・屋根ブレース材は、小梁毎に単材とする。

・特記なき限り小梁割りは、均等割り付けとする。

・梁天端レベルは、軸組図、詳細図による。

・屋根ブレースは、Ｖ１とする。又、ＧＰＬ心は勾配大梁天端-１２２とする。

16
0

Ｓ１Ｓ１

Ｓ１Ｓ１

Ｓ１Ｓ１

Ｓ２Ｓ２

Ｓ１Ｓ１

Ｓ１Ｓ１

Ｃ１Ｃ１Ｃ１

Ｃ１

Ｃ１Ｃ１

Ｃ１Ｃ１Ｃ１

Ｇ
２
９
４

Ｇ
２
９
４

Ｇ
２
９
４

Ｇ
２
９
４

Ｇ
２
９
４

Ｇ
２
９
４

Ｂ
１
５
０

Ｂ
１
５
０

Ｂ
１
５
０

Ｂ
１
５
０

Ｂ
１
５
０

Ｂ
１
５
０

Ｂ
１
５
０

Ｂ
１
５
０

Ｂ
１
５
０

Ｂ
１
５
０

Ｂ
１
５
０

Ｂ
１
５
０

Ｂ
１
５
０

Ｂ
１
５
０

Ｂ
１
５
０

Ｂ
１
５
０

Ｂ２４８Ｂ２４８

Ｂ２４８ Ｂ２４８

Ｂ２４８Ｂ２４８

Ｂ２４８Ｂ２４８

Ｂ２４８ Ｂ２４８

Ｂ２４８Ｂ２４８

Ｇ３００Ｇ３００

Ｇ３００Ｇ３００

Ｇ３００Ｇ３００

Ｃ２

Ｃ２Ｃ１

Ｃ３

Ｃ１

Ｂ１５０

Ｂ１５０

Ｂ１５０

Ｂ１５０

Ｂ
２
４
８

Ｂ
２
４
８

Ｂ
２
４
８

Ｇ
２
４
８

Ｇ２４８

Ｇ２４８

45
0

45
0

900 600 600

12
00

12
00

ＦＣ３
ＦＣ２

ＦＣ２

ＦＣ１ＦＣ１ＦＣ１

ＦＣ１ＦＣ１ＦＣ１

ＦＣ１ＦＣ１ ＦＣ１

Ｆ
Ｇ
３

Ｆ
Ｇ
４

Ｆ
Ｇ
３

Ｆ
Ｇ
３

Ｆ
Ｇ
４

Ｆ
Ｇ
３

Ｆ
Ｇ
３

Ｆ
Ｇ
４

Ｆ
Ｇ
３

Ｆ
Ｇ
２

ＦＧ１ＦＧ１

ＦＧ２ＦＧ２

ＦＧ１ＦＧ１ ＦＧ１Ａ

ＦＧ２

ＦＧ１ＦＧ１

Ｆ
Ｂ
２

ＦＢ１ＦＢ１

ＦＢ１ＦＢ１

棟

5400

5240 160

Ｘ１０４

柱心柱心

5240160

5400

Ｘ１０３Ｘ１０１

柱心

3600

Ｘ１０６

160

Ｘ１０４
18
00

36
00

54
00

63
00

90
0

Ｙ１０１

Ｙ１０２

Ｙ１０３

Ｙ１０５

Ｙ１０６
柱心

柱
心

18
00

72
00

16
40

16
0

18
00

Ｙ１０１

Ｙ１０２

61
65

13
5

63
00

Ｙ１０３

柱
心

Ｙ１０５

3600

Ｘ１０６

5400

Ｃ１柱心

5240 160

Ｘ１０４

・屋根ブレース材は、小梁毎に単材とする。

使用材料

溶融亜鉛めっき：Ｃ２のＢＰＬ+５０～下フランジダイアフラム-５０間のみ

ＢＰＬ、Ａｎｃ ＳＳ４００、ＡＢＲ４００（Ｃ３、Ｃ１１）

ジャストベース工法（Ｃ１、Ｃ２）柱脚工法

ＳＳ４００小梁等

ＳＴＫＲ４００柱材（Ｃ１１）

粗骨材　最大径２５ｍｍ、混和剤：ＡＥ剤及びＡＥ減水剤

２
設計基準強度　Ｆｃ＝２１Ｎ／ｍｍ　　ｓｌ＝１８ｃｍ渡り廊下

ロッド、羽子板、バックル共ＪＩＳ　Ａ５５４０規格品丸鋼ブレース

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・上記標準仕様書の各部配筋参考図を適用する。

「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」　（平成２８年版）

・標準仕様書は下記を使用する。

ＳＮ４００Ｂ（スプライスＰＬを含む）大梁

鉄骨梁のスリーブ孔は、存在しない。

中ボルト（強度区分４．６、ダブルナット締め）

地中梁のスリーブ孔は、存在しない。

粗骨材　最大径２５ｍｍ、混和剤：ＡＥ剤

粗骨材　最大径２５ｍｍ、混和剤：ＡＥ剤及びＡＥ減水剤

ＪＩＳＫ５６７４（工場２回塗）：下記以外

Ｓ１０Ｔ（トルシア、大臣認定品とする）

ＳＴＫＲ４００、ＳＳ４００、ＳＳＣ４００

ＳＮ４９０Ｃ（通ダイア）

ＢＣＲ２９５（大臣認定品とする）

錆止塗装

ボルト

その他

ダイアフラム

柱材（Ｃ１、２）鉄骨

ＳＤ３４５　　ガス圧接継手

２
設計基準強度　Ｆｃ＝１８Ｎ／ｍｍ　　ｓｌ＝１５ｃｍ

２

ＳＤ２９５Ａ　重ね継手

設計基準強度　Ｆｃ＝２４Ｎ／ｍｍ　　ｓｌ＝１８ｃｍ

Ｄ１９～Ｄ２２

Ｄ１０～Ｄ１６鉄筋

捨てコン

保育園コンクリート

ＪＩＳ規格があるものは全て同規格品とする。

Ｎ

Ｘ

Ｙ

Ａ３：１/１５０

柱
心

16
0

74
0

90
0

柱心柱心

5240160

5400

Ｙ１０６

Ｘ１０３Ｘ１０１

Ａ３：１／１５０

各階伏図
Ａ２：１/１００

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

各階伏図、使用材料 Ａ２：１／１００ Ｓ-１

図面

名称

岩　瀬　直　人

一級建築士 １７５２７９ 号

承認

年 月 日

縮尺

・特記なき限り小梁割りは、均等割り付けとする。

・梁天端レベルは、軸組図、詳細図による。

・屋根ブレースは、Ｖ１とする。又、ＧＰＬ心は勾配大梁天端-１４０とする。

平成　３０ ６



可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

Ｗ１８０

号２００４構造設計一級建築士証交付番号　第

号２１３６７９一級建築士

増　田　浩　二

Ｆ１

Ｗ１２０Ｗ１２０

Ｗ１２０

Ｆ４ Ｆ２Ｆ２

水上梁天端

０．５
１０

Ｗ１２０Ｗ１２０Ｗ１２０

Ｗ１８０Ｗ１８０増打

Ｙｍ通り軸組図

増打

Ｃ３

増打
Ｗ１８０

Ｗ１２０Ｗ１２０

ＦＢ４

Ｂ２４８

水上梁天端

18
8

24
20

水下梁天端

Ｂ２４８Ｂ２４８

Ｃ３柱心

135

柱心

3600

Ｘ１０６

5400

Ｃ１柱心

5240 160

Ｘ１０４

柱心柱心

5240160

5400

Ｘ１０３Ｘ１０１

26
52

25
0

11
00

水下梁天端

30
50

60
0

ＳＧＬ

１ＦＬ

Ｆ４ Ｆ２Ｆ３Ｆ３

水上梁天端

ＦＣ２ＦＣ３

Ｆ２Ｆ２Ｆ２

Ｃ３柱心

135

土台胴縁：Ｃ-１００ｘ５０ｘ２０ｘ３．２

900 700900700

900 700900700

900 700900700

印は、ＮＤコア、ＮＤ２００-４３０を示す。

ＨＢ１２５ＨＢ１２５

胴縁４：□-１００ｘ１００ｘ４．５

胴縁３：□-１００ｘ１００ｘ２．３

胴縁２：Ｃ-１００ｘ５０ｘ２０ｘ３．２

胴縁１：Ｃ-１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３

49
2

０．５
１０

０．５
１０

ＦＣ１ＦＣ１ＦＣ１
ＦＧ１ ＦＧ１

Ｃ１Ｃ１Ｃ１

Ｇ３００Ｇ３００

30

ＦＢ１ＦＢ１

Ｂ２４８Ｂ２４８

25
0

11
00

水下梁天端

30
50

60
0

ＳＧＬ

１ＦＬ

25
0

11
00

水下梁天端

30
50

60
0

ＳＧＬ

１ＦＬ

ＦＣ１ＦＣ１ＦＣ１
ＦＧ１ ＦＧ１

Ｃ１Ｃ１Ｃ１

ＦＣ２ＦＣ１ＦＣ１ＦＣ１
ＦＧ１ ＦＧ１

Ｃ１Ｃ１Ｃ１

Ｃ２

ＦＧ１Ａ

Ｇ２４８

Ｃ３ Ｃ２

ＦＧ２

Ｇ２４８

Ｇ３００Ｇ３００

Ｇ３００Ｇ３００

18
8

24
20

梁天端

25

21
60

25
0

11
00

水下梁天端

30
50

60
0

ＳＧＬ

１ＦＬ

18
8

24
20

水下梁天端

25
0

11
00

水下梁天端

30
50

60
0

ＳＧＬ

１ＦＬ

30
25
0

11
00

水下梁天端

30
50

60
0

ＳＧＬ

１ＦＬ

Ｙ１０１通り軸組図

Ｙ１０２通り軸組図

Ｙ１０３通り軸組図

Ｙ１０５通り軸組図

Ｙ１０６通り軸組図

5400

柱心

5240 160

Ｘ１０４

柱心柱心

5240160

5400

Ｘ１０３Ｘ１０１

柱心

3600

Ｘ１０６

5400

柱心

5240 160

Ｘ１０４

柱心柱心

5240160

5400

Ｘ１０３Ｘ１０１

柱心

3600

Ｘ１０６

5400

Ｃ１柱心

5240 160

Ｘ１０４

柱心柱心

5240160

5400

Ｘ１０３Ｘ１０１

柱心

3600

Ｘ１０６

5400

柱心

5240 160

Ｘ１０４

柱心柱心

5240160

5400

Ｘ１０３Ｘ１０１

柱心

3600

Ｘ１０６

5400

柱心

5240 160

Ｘ１０４

柱心柱心

5240160

5400

Ｘ１０３Ｘ１０１

岩　瀬　直　人

１７５２７９
平成　３０

・特記なき限り梁の継手位置は、柱心より８００とする。
Ａ３：１/１５０

Ａ２：１/１００

Ａ３：１／１５０

軸組図-１

軸組図-１ Ａ２：１／１００ Ｓ-２

図面

名称

一級建築士 号

承認

年 月 日

縮尺

６



1800

50
（ＨＢ１５０）

（ＨＢ１００）

（ＳＰ２）

1800

ＳＰ１

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

増打増打

Ｗ１２０

15
0

13
0

号２００４構造設計一級建築士証交付番号　第

号２１３６７９一級建築士

増　田　浩　二

Ｆ２

Ｆ１

柱心

135

柱心

135

15
0

13
0

Ｗ１８０

Ｂ１５０

ＦＣＧ３
ＦＣ２ ＦＣ２

Ｆ１

Ｇ２４８

840 980 800

Ｗ１２０

Ｗ１２０

Ｗ１２０
増打

増打

増打

140

1520

1200

1550

1550

1550

Ｂ２４８

Ｃ３

ＦＣＧ１

Ｆ３ Ｆ２Ｆ１Ｆ２

Ｆ４ Ｆ２ Ｆ４ Ｆ２

Ｆ３ Ｆ２Ｆ２

1080 1090

1080 1090

1080 1090

最高の高さ

最高の高さ

最高の高さ

21
60

21
60

21
60870

870870

870870

水上梁天端
Ｙ１０５

Ｙｍ

Ｙｍ

Ｙｍ

Ｙｍ

Ｙｍ

土台胴縁：Ｃ-１００ｘ５０ｘ２０ｘ３．２

印は、ＮＤコア、ＮＤ２００-４３０を示す。

胴縁４：□-１００ｘ１００ｘ４．５

胴縁３：□-１００ｘ１００ｘ２．３

胴縁２：Ｃ-１００ｘ５０ｘ２０ｘ３．２

胴縁１：Ｃ-１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３

25
0

11
00

ＦＣＧ２

ＦＣＧ１

３
１０

３
１０

３
１０

1640

1640

1640

1640

1640

25
0

11
00

25
0

11
00

25
0

11
00

25
0

11
00

ＦＧ２

18
8

24
20

水下梁天端

90

24
20

水下梁天端

Ｃ２Ｃ２

Ｇ２４８

ＦＢ２

Ｂ２４８

1300

Ｂ２４８Ｂ２４８
Ｃ３

ＦＣ３ ＦＣ１ＦＣ１ＦＣ１
ＦＧ３ＦＧ３ＦＧ３

Ｃ１Ｃ１Ｃ１

Ｇ２９４

Ｇ２９４

ＦＣ１ＦＣ１ＦＣ１
ＦＧ４ＦＧ４ＦＧ４

Ｃ１Ｃ１Ｃ１

Ｇ２９４

Ｇ２９４

ＦＣ１ＦＣ１ＦＣ１ ＦＧ３ＦＧ３ＦＧ３

Ｃ１Ｃ１Ｃ１

Ｇ２９４

Ｇ２９４

24
20

水下梁天端

水下梁天端

30
50

60
0

柱心

160

ＳＧＬ

１ＦＬ

6165 135 740 160

柱心

900

柱心

Ｙ１０６

18003600 6300

Ｙ１０５

3600

Ｙ１０３

柱心

1640160

1800

Ｙ１０２Ｙ１０１

水下梁天端

30
50

60
0

柱心

160

ＳＧＬ

１ＦＬ

6165 135 740 160

柱心

900

柱心

Ｙ１０６

18003600 6300

Ｙ１０５

3600

Ｙ１０３

柱心

1640160

1800

Ｙ１０２Ｙ１０１

水下梁天端

22
8

26
52

30
50

60
0

柱心

160

ＳＧＬ

１ＦＬ

6165 135 740 160

柱心

900

柱心

Ｙ１０６

18003600 6300

Ｙ１０５

3600

Ｙ１０３

柱心

1640160

1800

Ｙ１０２Ｙ１０１

水下梁天端

22
8

26
52

30
50

60
0

柱心

160

ＳＧＬ

１ＦＬ

6165 135 740 160

柱心

900

柱心

Ｙ１０６

18003600 6300

Ｙ１０５

3600

Ｙ１０３

柱心

1640160

1800

Ｙ１０２Ｙ１０１

水下梁天端

22
8

26
52

30
50

60
0

柱心

160

Ｘ１０６通り軸組図

Ｘ１０５通り軸組図

Ｘ１０４通り軸組図

Ｘ１０３通り軸組図

Ｘ１０１通り軸組図

補強ＳＴＰ、２-Ｄ１３-Ｕ形
主筋、水平に１５０ｍｍ折り曲げ

ＦＣ３下端納まり

ＳＧＬ

１ＦＬ

6165 135 740 160

柱心

900

柱心

Ｙ１０６

18003600 6300

Ｙ１０５

3600

Ｙ１０３

柱心

1640160

1800

Ｙ１０２Ｙ１０１

岩　瀬　直　人

１７５２７９
平成　３０

・特記なき限り梁の継手位置は、柱心より８００とする。
Ａ３：１/１５０

Ａ２：１/１００

Ａ３：１／１５０

軸組図-２

軸組図-２ Ａ２：１／１００ Ｓ-３

図面

名称

一級建築士 号

承認

年 月 日

縮尺

６



設計地耐力　Ｒａ＝２００ｋＮ/㎡（基礎下端、長期）

Ｘ
１
０
１
偏
心
距
離

20
0

Ｘ
１
０
１
偏
心
距
離

20
0

Ｘ
１
０
１
偏
心
距
離

20
0

スラブ下、砕石厚５０+ポリエチレンフィルム厚０．５（屋内のみ）

南北方向 東西方向

Ｄ１０＠１５０

Ｄ１０＠１５０

Ｄ１０＠２００

ＦＣＧ２のみ

25
0

全断面

２５０ｘ５００

２-Ｄ１０

２-Ｄ１０＠２００

２-Ｄ１９

２-Ｄ１９

ＦＢ４

号２００４構造設計一級建築士証交付番号　第

号２１３６７９一級建築士

増　田　浩　二

４０ｄ立上げ（折り曲げ）

Ｘ１０１通基礎の外側のみ

－ － － －

３
７
５
０

２
８
１
０

円形柱状改良

Ｆ１～Ｆ４

Ｆ１１

ＳＧＬ

13

25
0

全断面

２５０ｘ５００

２-Ｄ１０

２-Ｄ１０＠２００

２-Ｄ１９

３-Ｄ１９

ＦＢ３

４-Ｄ１０＠１００

ＦＣＧ２のみ

25
0

４４０ｘ７００

２-Ｄ１０＠１５０

７-Ｄ２２

８-Ｄ２２

２-Ｄ１０

25
0

３５０ｘ７００

２-Ｄ１０

２-Ｄ１０＠２００

３-Ｄ２２

３-Ｄ２２

13

345

Ｘ１０６端

25
0

３７０ｘ７００

２-Ｄ１０

２-Ｄ１０＠１７５

３-Ｄ２２

３-Ｄ２２

Ｘ１０４端

ＦＧ１Ａ

全断面

ＦＧ４、ＦＣＧ２

全断面

ＦＧ３、ＦＣＧ１

5001000500

10001000500 5005001000500

Ｆ４

１０-Ｄ１３１０－Ｄ１３

５００

２０００ｘ２０００

Ｆ３

６-Ｄ１９１３－Ｄ１３

５００

３０００ｘ１０００

主筋方向

円形柱状改良

30
0

Ｄ１０・１３＠２００

Ｄ１０・１３＠２００

25
0

全断面

３００ｘ６００

２-Ｄ１０

２-Ｄ１０＠２００

４-Ｄ２２

３-Ｄ２２

ＦＢ２

25
0

全断面

３００ｘ６００

２-Ｄ１０

２-Ｄ１０＠２００

３-Ｄ２２

３-Ｄ２２

ＦＢ１

スラブ下、砕石厚５０

スラブ下、砕石厚５０+ポリエチレンフィルム厚０．５（屋内のみ）

１０）柱型の無い大梁交差部は、南北方向（Ｙ方向）ＳＴＰを優先する。

捨てコン

捨てコン

□-Ｄ１３

　　柱頭フック付きとする。

３）ＦＣ３、ＦＣ１１の四隅主筋は、

20
0

全断面

２７０ｘ３００

-

２-Ｄ１０＠１５０

２-Ｄ１６

２-Ｄ１６

ＦＧ１１

ＨＯＯＰ　□-Ｄ１０＠１００

１２-Ｄ１３（ＦＣ１,２）、８-Ｄ１３（その他）

柱型頭部補強筋

Ｄ１０＠２００
１５０

１８０

Ｓ１１

500500

Ｆ２

６-Ｄ１６９－Ｄ１３

５００

２０００ｘ１０００

25
0

全断面

３７０ｘ７００

２-Ｄ１０＠１５０

５-Ｄ２２

５-Ｄ２２

ＦＧ２、ＦＣＧ３

主筋方向

25
0

60
0

30

Ｄ１０・１３＠２００

Ｄ１０・１３＠２００

90
60
0

ＳＧＬ

９０度フック+４ｄ

２
０
ｄ

ベース筋

11
00

60
0

50
0

70
0

85
0

１ＦＬ

－

Ｃ１１

天端、ＳＧＬ+２００

□-Ｄ１０＠１００

１２-Ｄ１６

５００x５００

ＦＣ１１ＦＣ２

Ｃ１

天端、ＳＧＬ-２５０

□-Ｄ１０＠１５０

８-Ｄ１６

５４０x５４０

柱状改良体

１）主筋方向ベース筋を下側に配筋のこと、尚、特記なき基礎のベース筋は上下関係自由とする。

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠２００

Ｆ１１

３-Ｄ１３３－Ｄ１３

３００

６００ｘ６００

50

Ｃ３

天端、ＳＧＬ-２５０

□-Ｄ１０＠１００

１０-Ｄ１６

４５０x４５０

Ｓ２

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠２００

岩　瀬　直　人

１７５２７９

Ｓ１ １５０

２-Ｄ１０

20
0

Ｃ２

天端、ＳＧＬ-２５０

□-Ｄ１０＠１５０

８-Ｄ１３

４８０x４８０

ＦＣ３

４－３－

１、２段目主筋共

２段目主筋は下端筋に同じとする。

１段目主筋

大梁主筋の定着長さＬは、４０ｄとする。

L

L

８）大梁主筋の定着長さの取り方は下図とする。

又は直行大梁面

柱型面

　　上側に配筋のこと。

９）東西方向（Ｘ方向）梁主筋を南北方向（Ｙ方向）梁主筋の

６）ＳＴＰの形は下図とする。

Ｂ

２－

小梁

大梁

ｄ Ｄ

ｂ＝Ｂ－１００

ｄ＝Ｄ－１２５

ｂ＝Ｂ－１００

ｄ＝Ｄ－１００

７）ＳＴＰ欄の最初の数字は、ＳＴＰの型を示す。

梁特記事項

ｂ

５）ＳＴＰの加工寸法は、下記による。

１）腹筋の定着長さはＬ２、継手長さはＬ１とする。

２）幅止め筋は、Ｄ１０－＠１０００とする。

３）地中梁下は、捨コン厚５０、砕石厚５０とする。

４）柱を介して隣接する梁主筋は、原則として引き通しとする。

ベース筋

60
0

30
0 30
0

17
0

１ＦＬ

Ｆ１符　号

５-Ｄ１３５－Ｄ１３

はかま筋

５００

１０００ｘ１０００

ベース筋

Ｄ

Ｌｘ　ｘ　Ｌｙ

下

上

下

上

下

上

下

上

下

上

スラブリスト

下

上

版厚

下

上

備　　考長辺方向（配力筋方向）短辺方向（主筋方向）

下

上

符　号

上部柱

Ａ３：１/４５

Ａ２：１/３０

ｄ Ｄ

Ｂ

ｂ

柱型特記事項

ｄ＝Ｄ－１００

ｂ＝Ｂ－１００

１）最上段ＨＯＯＰは２重巻きとする。

２）ＨＯＯＰの加工寸法は、下記による。

ＦＣ１

Ｙ

Ｘ

備　考

ＨＯＯＰ

主　筋

断　面

断面図

符　号

柱型リスト

断面図

備　考

25
0

Ａ３：１/４５

Ａ２：１/３０

ＳＧＬ

全断面位　置

３７０ｘ７００断　面

２-Ｄ１０腹　筋

２-Ｄ１０＠１７５

３-Ｄ２２

３-Ｄ２２

ＳＴＰ

下端筋

上端筋

ＦＧ１符　号

地中梁リスト

Ａ３：１/４５

Ａ３：１/４５

基礎リスト
Ａ２：１/３０

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

ＲＣ部材リスト
Ａ２：１/３０

Ｓ-４

図面

名称

一級建築士 号

承認

年平成　３０ 月 日

縮尺

位
置

１-φ１０００ ２-φ１０００ ３-φ１０００ ４-φ１０００ １-φ６００

６



可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

６－Ｄ１３

Ｗ
１
２
０

Ｗ
１
８
０

Ｗ
１
２
０

60

号２００４構造設計一級建築士証交付番号　第

号２１３６７９一級建築士

増　田　浩　二

Ｄ１０＠２００

１－Ｄ１３

Ｓ１Ｓ１

50 10

70

ＦＢ２

Ｓ１

50

Ｄ１０　＠２００

１-Ｄ１３/段

ＦＢ３

Ｗ
１
８
０

10

70

10

50
70

２-Ｄ１３

Ｄ１０＠２００

４－Ｄ１３

15501200 1550

10
110

70

Ｗ
１
８
０

Ｗ
１
８
０

Ｗ
１
２
０

・Ｗ１８０リストを兼ねる。・Ｗ１２０リストを兼ねる。

２－Ｄ１３

Ｄ１０　＠２００

１-Ｄ１３/段
２-Ｄ１３

Ｄ１０＠２００

４－Ｄ１３

４－Ｄ１３180

150

２－Ｄ１３

１－Ｄ１３

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠２００

10
0

15
0

４－Ｄ１３

Ｄ１０＠２００

Ｓ１Ｓ１Ｓ１

ＦＢ３ＦＧ２ＦＧ３

1800

Ｄ１０＠２００

１－Ｄ１３

Ｓ１

２-Ｄ１３

Ｄ１０　＠２００

１-Ｄ１３/段

ＦＧ１ＦＢ３

Ｓ１

Ｙｍ ＹｍＸ１０６Ｘ１０５Ｘ１０４

ＦＧ１ＦＢ３

140

Ａ３：１／４５
Ａ２：１／３０

玄関・ポーチ部配筋図

Ｙ１０１

ＳＧＬ

60
0

１ＦＬ

Ｙ１０１

ＳＧＬ

60
0

１ＦＬ

Ａ３：１／４５
Ａ２：１／３０

手洗い、足洗い、階段配筋図

20

挿入又は、柱幅+左右２０部断熱材をエラスタイト厚２０とする。

２０ｍｍ未満の場合は上記に準じてエラスタイト厚２０を

立上り壁（断熱材を含む）と鉄骨柱（間柱含む）の隙間が

Ｙ１０５

Ｘ１０６

エラスタイト

Ｃ２柱廻り（ＳＧＬ+０～スラブ天端間）

20

Ｙ１０６

Ｘ１０１

エラスタイト

鉄骨柱廻り（ＳＧＬ+０～壁天端間）

20

岩　瀬　直　人

１７５２７９
平成　３０

10

25
0

２-Ｄ１０＠３００以下

－基礎・地中梁継ぎ筋図

10
0

Ｄ１０＠２００

１－Ｄ１３

50
70

Ｘ１０１

ＳＧＬ

60
0

１ＦＬ

－

共通事項　定着及び継手の長さ表示

　　Ｌ１：４０ｄ、Ｌ２：３５ｄ　とする。

L2
L1

番線結束

捨て筋　Ｄ１０（主筋の代用も可）

全て、コンクリート打設前の植え筋によること

コンクリート打設後の、いわゆる差し筋は

・植え筋の方法は、下記による

一切認めない

差し筋においての注意

－１Ｆスラブ（土間スラブも含む）・地中梁継ぎ筋

上筋用スペーサー

Ｌ２

Ｌ
３

50

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ２

リストによる

外端部

１－Ｄ１３

L
2

１－Ｄ１３

連続端部

各スラブ筋と同径、同ピッチ

スラブ上筋と同径、同ピッチ

－スラブ開口補強筋

・伏図に特記がある場合は、特記による。

・開口部長辺長さが７００超え又は、スラブ配筋がＤ１３＠２００以上の場合は、監督員の指示による。

ヨコ　各２－Ｄ１３

タテ　各２－Ｄ１３

下端筋

一般スラブ、土間スラブの場合 土間コンクリートの場合

斜め　各１－Ｄ１３

ヨコ　各２－Ｄ１３

タテ　各２－Ｄ１３

L1

L1

L1

L1

斜め　各２－Ｄ１３

ヨコ　各２－Ｄ１３

タテ　各２－Ｄ１３

上端筋

伏図に特記なき場合、鉄骨柱貫通部も含む

－梁増打補強図

ｃ１５ｄ

補強筋を省略しても可とする

ａ＜７５，ｂ＜７５，ｃ＜７５の場合は、

Ｄ１０－＠３００

１－Ｄ１６

１－Ｄ１６

ＳＴＰと同径同ピッチ

読み変えるとする

但し、地中梁のみａ\U+2019＜２５０，ｂ＜２００と

ａ
Ｌ
２

Ｌ
２

ｂ

Ｂ

ａ
\U
+2
01
9

Ｂ＜＝３５０　２－Ｄ１９

Ｂ＞３５０　３－Ｄ１９

ＳＴＰと同径同ピッチ

Ａ３：１／４５
Ａ２：１／３０

スラブ段差部配筋図

Ｈ≦７０の場合

５xＨ１－Ｄ１３

Ｈ

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

Ａ３：１／４５
Ａ２：１／３０

１階立上り壁配筋図

軸組図に特記がある場合は、軸組図による。

１
０
０
０

－
１
０
０
＜
Ｄ
≦
５
０
０

≧
Ｌ
２

１５０

１ＦＬ

３－Ｄ１３

Ａ３：１/４５
雑配筋図

Ａ２：１/３０
Ｓ-５

図面

名称

一級建築士 号

承認

年 月 日

縮尺

６



ピン接合部　ＧＰＬ－９　２－Ｍ２０＠１２０
その他

Ｈ-２４８ｘ１２４ｘ５ｘ８

柱付き端部

ＢＰＬ-１２ｘ１１０ｘ２２０、ＡｎｃＢｔ２-Ｍ１２、Ｌ＝４００、Ｌ形、ＤＮ締め
ＳＰ２

２ＧＰＬ-４．５、小口ＰＬ-４．５、２-Ｍ１２（中ボルト）
□-６０ｘ６０ｘ３．２（ＳＴＫＲ４００）

ＳＰ１ ２ＧＰＬ-４．５、小口ＰＬ-４．５、２-Ｍ１２（中ボルト）□-１５０ｘ１５０ｘ４．５（ＳＴＫＲ４００）

ＨＢ１５０ ２ＧＰＬ-４．５、小口ＰＬ-４．５、２-Ｍ１２（中ボルト）□-１５０ｘ１５０ｘ４．５（ＳＴＫＲ４００）

４５５ピッチ、ＧＰＬ-４．５、２-Ｍ１２（中ボルト）２Ｃ-１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３（ＳＳＣ４００）垂木１２

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

号２００４構造設計一級建築士証交付番号　第

号２１３６７９一級建築士

増　田　浩　二

30
70

ＡｎｃＢｔ　Ｍ１２（ＳＳ４００）
座金ＰＬ-４．５ｘ５０ｘ５０（ＳＳ４００）

土台胴縁　Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ３．２

座金ＰＬ-４．５ｘ５０ｘ５０、ＳＮ締め、座金ＰＬと土台胴縁は現場溶接止めとする。

ＡｎｃＢｔ　１-Ｍ１２＠９００、又は、胴縁３・４直下（ＳＳ４００）、Ｌ＝１００、Ｉ形
Ｃ-１００ｘ５０ｘ２０ｘ３．２（ＳＳＣ４００）土台胴縁

頭つなぎ ２ＧＰＬ-４．５、小口ＰＬ-４．５、２-Ｍ１２（中ボルト）□-１００ｘ１００ｘ２．３（ＳＴＫＲ４００）

２ＧＰＬ-４．５、小口ＰＬ-４．５、２-Ｍ１２（中ボルト）□-１００ｘ１００ｘ２．３（ＳＴＫＲ４００）垂木４、母屋４

ピッチ１８２０、ＧＰＬ-４．５、２-Ｍ１２（中ボルト）２Ｃ-１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３（ＳＳＣ４００）垂木３、母屋３

１ｘ２－Ｍ１６（Ｆ８Ｔ）

ＧＰＬ－６

Ｇ１２５　Ｈ-１２５ｘ１２５ｘ６．５ｘ９

Ｂ１２５　Ｈ-１２５ｘ１２５ｘ６.５ｘ９

ＨＢ１００ ２ＧＰＬ-４．５、小口ＰＬ-４．５、２-Ｍ１２（中ボルト）□-１００ｘ１００ｘ２．３（ＳＴＫＲ４００）

ＨＢ１２５ ２ＧＰＬ-４．５、小口ＰＬ-４．５、２-Ｍ１２（中ボルト）、リブＰＬ-４．５□-１２５ｘ１２５ｘ３．２（ＳＴＫＲ４００）

４５５ピッチ、ＧＰＬ-４．５、２-Ｍ１２（中ボルト）Ｃ-１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３（ＳＳＣ４００）垂木１１

23
5

45
45

32
5

235

ＡｎｃＢｔ　４-Ｄ３５（ＳＤ３９０）
ＢＰＬ-３２ｘ３８０ｘ３８０（ＳＭ４９０Ａ）

4545

325

ジャストベースＪ１７５-９

Ｃ２　□－１７５ｘ１７５ｘ９

ＧＰＬ-９、２-Ｍ２０＠１２０Ｈ-２４８ｘ１２４ｘ５ｘ８Ｂ２４８

ピッチ４５０、ＧＰＬ-４．５、２-Ｍ１２（中ボルト）Ｃ-１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３（ＳＳＣ４００）

ピッチ４５０、ＧＰＬ-４．５、２-Ｍ１２（中ボルト）Ｃ-１００ｘ５０ｘ２０ｘ３．２（ＳＳＣ４００）

ピッチ４５５、ＧＰＬ-４．５、２-Ｍ１２（中ボルト）Ｃ-１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３（ＳＳＣ４００）

２ＧＰＬ-４．５、小口ＰＬ-４．５、２-Ｍ１２（中ボルト）□-１００ｘ１００ｘ４．５（ＳＴＫＲ４００）

ピッチ４５５、ＧＰＬ-４．５、２-Ｍ１２（中ボルト）Ｃ-１００ｘ５０ｘ２０ｘ３．２（ＳＳＣ４００）垂木２

垂木１、母屋１

胴縁４

胴縁３

胴縁２

２ＧＰＬ-４．５、小口ＰＬ-４．５、２-Ｍ１２（中ボルト）□-１００ｘ１００ｘ２．３（ＳＴＫＲ４００）

胴縁１

ＧＰＬ-９、１ｘ２-Ｍ２０＠６０Ｈ-１５０ｘ７５ｘ５ｘ７Ｂ１５０

岩　瀬　直　人

１７５２７９
平成　３０

Ｇ２４８　Ｈ-２４８ｘ１２４ｘ５ｘ８

・中ボルトは全てダブルナット締めとする。

Ｈ-１２５ｘ１２５ｘ６.５ｘ９Ｂ１２５

Ｇ３００　Ｈ-３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９

Ｂ１５０　Ｈ-１５０ｘ７５ｘ５ｘ７

１ｘ２－Ｍ２０

ＧＰＬ－９

Ｇ２９４　Ｈ-２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２

Ｂ２４８　Ｈ-２４８ｘ１２４ｘ５ｘ８

12
0

２－Ｍ２０

ＧＰＬ－９

25
0

50
50

35
0

250

ＡｎｃＢｔ　４-Ｍ１６（ＡＢＲ４００）
ＢＰＬ-２２ｘ３５０ｘ３５０（ＳＳ４００）

5050

350

Ｃ１１　□－１５０ｘ１５０ｘ６

100100

200

13
0

ＡｎｃＢｔ　２-Ｍ１６（ＡＢＲ４００）
ＢＰＬ-２２ｘ２００ｘ２５０（ＳＳ４００）

60
60

25
0

Ｃ３　Ｈ－１５０ｘ１５０ｘ７ｘ１０

27
0

55
55

38
0

270

ＡｎｃＢｔ　４-Ｄ３５（ＳＤ３９０）
ＢＰＬ-３２ｘ３８０ｘ３８０（ＳＭ４９０Ａ）

5555

380

ジャストベースＪ２００-１２

Ｃ１　□－２００ｘ２００ｘ１２

渡り廊下

ＧＰＬ－６、１－Ｍ１６、ｅ＝４５、ｂ＝６０、Ｌ＝９０Ｍ１６（ＪＩＳブレース、フルブレース同等品）Ｖ１

ＢＰＬ-２２ｘ３５０ｘ３５０、ＡｎｃＢｔ４-Ｍ１６（ＡＢＲ４００）、Ｌ＝５００、Ｌ形、ＤＮ締め
□-１５０ｘ１５０ｘ６（ＳＴＫＲ４００）Ｃ１１

　　１ｘ２-Ｍ１６＠６０（Ｆ８Ｔ）

Ｗ　ＰＬ-２ｘ６ｘ３５０ｘ８０Ｆ　ＯＰＬ-１６ｘ１２５ｘ４１０　６-Ｍ１６（Ｆ８Ｔ）
Ｈ-１２５ｘ１２５ｘ６．５ｘ９Ｇ１２５

　　２-Ｍ１６＠６０

Ｗ　ＰＬ-２ｘ６ｘ１７０ｘ１４０（ＳＮ４００Ｂ）

　　ＩＰＬ-２ｘ９ｘ５０ｘ２９０（ＳＮ４００Ｂ）

Ｆ　ＯＰＬ-９ｘ１２５ｘ２９０（ＳＮ４００Ｂ）　４-Ｍ１６Ｈ-２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９（ＳＮ４００Ｂ）
Ｇ２４８

ジャストベース　Ｊ１７５-０９
□-１７５ｘ１７５ｘ９（ＢＣＲ２９５）Ｃ２

ジャストベース　Ｊ２００-１２
□-２００ｘ２００ｘ１２（ＢＣＲ２９５）Ｃ１

増築園舎

柱頭　ＧＰＬ-９、１ｘ２-Ｍ２０＠６０

柱脚　ＢＰＬ-２２ｘ２００ｘ２５０、ＡｎｃＢｔ２-Ｍ１６（ＡＢＲ４００）、Ｌ＝５００、定着板ＰＬ-９ｘ５０ｘ５０、ＤＮ締め

鉄骨柱脚姿図

ＧＰＬ－６、１－Ｍ１６、ｅ＝４０、ｂ＝５５、Ｌ＝８５Ｍ１４（ＪＩＳブレース、フルブレース同等品）Ｖ１１

ＧＰＬ-６、１ｘ２-Ｍ１６＠６０（Ｆ８Ｔ）

・特記なき限り、鋼材種別はＳＳ４００、ボルトはトルシア型高力ボルトＳ１０Ｔとする。

　　２-Ｍ２０＠１２０

Ｗ　ＰＬ-２ｘ６ｘ１７０ｘ２００（ＳＮ４００Ｂ）

　　ＩＰＬ-２ｘ９ｘ６０ｘ２９０（ＳＮ４００Ｂ）

Ｆ　ＯＰＬ-９ｘ１５０ｘ２９０（ＳＮ４００Ｂ）　４-Ｍ２０

小梁接合部姿図（代表的なものを示す）

Ｈ-３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９（ＳＮ４００Ｂ）Ｇ３００

　　３-Ｍ２０＠６０

Ｗ　ＰＬ-２ｘ９ｘ１７０ｘ２００（ＳＮ４００Ｂ）

　　ＩＰＬ-２ｘ９ｘ８０ｘ４１０（ＳＮ４００Ｂ）

Ｆ　ＯＰＬ-９ｘ２００ｘ４１０（ＳＮ４００Ｂ）　６-Ｍ２０
Ｈ-２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２（ＳＮ４００Ｂ）Ｇ２９４

Ｈ-１５０ｘ１５０ｘ７ｘ１０Ｃ３

仕口、継手等部　材符　号

Ａ３：１/４５

Ａ３：１/４５

鉄骨部材リスト
Ａ２：１/３０

鉄骨部材リスト
Ａ２：１/３０

Ｓ-６

図面

名称

一級建築士 号

承認

年 月 日

縮尺

有効細長比　λ＝１５７．０

有効細長比　λ＝３３．９～７８．６

有効細長比　λ＝９０．７

有効細長比　λ＝７９．９～８１．９

６



可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

号２００４構造設計一級建築士証交付番号　第

号２１３６７９一級建築士

増　田　浩　二

岩　瀬　直　人

１７５２７９
平成　３０

材質は共にＳＳ４００とする。

柱□３００以上はＰＬ-１９

柱□２５０まではＰＬ-１２

　寸法は、製作上３０ｍｍ以上とし、完成時で２５ｍｍ以上とする。

Ｓ＝ｔ Ｓ＝ｔ

＊

＊
＊

＊
＊

15

１７）ＮＤコア形式のパネルゾーン詳細は下図とする。

共通事項　但しＳ≦ｔ２とする。

取付くフランジ端から１０ｍｍのばして端部を廻し溶接とする。

端部を廻し溶接とする。ただし溶融亜鉛めっきでフランジ幅１２５以下の場合は、

全周突合せ溶接とする。

１００未満の場合は、水平ブレースＧＰＬを

ブレースの取付く側のみとする。

ＧＰＬに同厚

GP
Lせ
い
+3
0ｍ
ｍ

ポイントは梁材心交点とする。

D-
2*
r

リストによる

１６）ＢＯＸ柱-ピン梁接合部詳細は下図とする。

50

50

１５）柱-水平ブレース　接合部詳細は下図とする。

３ｍｍ以上

ｔ
１

ｔ
１

４５゜

ｔ１＞１９

６０゜

０～２

裏はつり

４５゜

０～２

６０゜

裏はつり

４５゜

ｔ１≦１６

ｔ
１

４５゜

０～２

裏はつり

０～２

ｔ
１

Ｒ

突き合わせ溶接２

裏はつり

３５゜

Ｇ

５～９

Ｒ

Ｇ

Ｇ

２５

５

突き合わせ溶接１

Ｒ ０～２

３５゜

ｔ１／３

Ｓ

６０゜

Ｓ

ｔ１／３ ｔ１／３

２２１６ １９

ＳＳ

２

４ ４ ５

ｔ１

Ｓ

ｔ
２

Ｓ

Ｓ Ｓ

ｔ１

すみ肉溶接

１２９６

６

５ ７ ９

ｔ１

ｔ１

Ｓ

４．５

４．５

ｔ
２

６０゜

ｔ
２

１２９６Ｓ ４．５

９４．５ １２

一般部

大梁ＷＥＢ部

下端フランジのカットの有無は、小梁接合部姿図による。

５０

７０

Ｍ２４

25

４０

６０

Ｍ２２

フランジカット

１４）梁-水平ブレース　接合部詳細は下図とする。

形状は特記事項５）による。

水平ブレースＧＰＬに同厚とする。

ポイントは材心交点とする

スチフナーＰＬ　

50

１１）ベースプレート下は無収縮モルタルグラウトのこと。

スチフナーＰＬ

（イ）部詳細図

（突き合わせ部スチフナー共通）

（イ）

（イ）

下図の様にスカラップ無しとする。１０）Ｈ形鋼柱・梁剛接仕口の二つ割りスチフナＰＬのフランジ面溶接部は

４）スチフナーＰＬ，ＧＰＬは、取付くフランジ端から１０ｍｍ控えて

５）ブレースＧＰＬ材のｅ，ｂ，Ｌ寸法は右図とする。

１）柱・梁剛接合部、梁・梁剛接合部及び柱・ベースＰＬ接合部のフランジ（控えスチフナ共）は、

原則としてレ形突き合わせ溶接（裏当て金、エンドタブ付き、ノンスカラップ工法）とする。

　　　（但し、Ｈ形鋼柱のＷｅｂ、大梁のＷｅｂ部分は板厚とする）

３）スチフナーＰＬ，ＧＰＬと母材入り隅との接点はスニップカット又は円弧状とする。

２）隅肉溶接のサイズは、板厚ｘ０．７とする

Ｌ１，２＞＝Ｌ／２

Ｌ１＝Ｌ１ａ＋Ｌ１ｂ

L1a

Ｌ２Ｌ１ｂ

ｂ／２以上

ｂ／２以上

e

ただし溶融亜鉛めっきの場合はｒ＝２０のスカラップとする。

９）パネルゾ－ン詳細は下図とする。

ウエブ

フランジ

（Ｗ）

（Ｆ）

（ＩＰＬ）

（ＯＰＬ）

各上下面より３ｍｍ以上

大きい板厚とする。

取り付く梁フランジ板厚の

（ＳＮ４９０Ｃとする）

下部通しダイア又は通しスチフナ

（Ｈ形柱の場合も準ずる）

ＢＯＸ柱パネルゾーン詳細図

内ダイヤ

（Ｈ形柱の場合も準ずる）

ダイアフラムＰＬの振り分け

ＢＯＸ柱パネルゾーン

ｒ＝３５

３ｍｍ以上

３ｍｍ以上

３ｍｍ以上

３ｍｍ以上

３mm以上

各上下面より３ｍｍ以上

大きい板厚とする。

取り付く梁フランジ板厚の

各上下面より３ｍｍ以上

大きい板厚とする。

取り付く梁フランジ板厚の

（ＳＮ４００Ｂとする）

内ダイア又はスチフナ

（ＳＮ４９０Ｃとする）

上部通しダイア又は通しスチフナ

特記無き限り上下の柱の厚い方

Ｓ＝ｔ

Ｓ＝ｔ

（ａ）

nf

１列

チドリ

ウェブＰＬ

内ＰＬ

外ＰＬ

nw

nf nf

７）梁リスト継手部で、高力ボルト本数の示す部分は下図による

４０３０

５０

４０

６０ ６０

４０

６０

高力ボルト Ｍ１６ Ｍ２０中ボルト Ｍ１６、２０Ｍ１２

はしあき

ピッチ

径

８）小梁仕口部詳細は右図とする。

リストによるリストによる
小梁ＧＰと同厚

フランジカット

６）特記なき中ボルト及、高力ボルトのピッチ、はしあきは下表による

Ａ３：１/４５

Ａ２：１/３０
鉄骨特記事項

Ａ３：１/４５
鉄骨特記事項

Ａ２：１/３０
Ｓ-７

図面

名称

一級建築士 号

承認

年 月 日

縮尺

６



Ｇ２４８　Ｈ－２４８ｘ１２４ｘ５ｘ８

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

号２００４構造設計一級建築士証交付番号　第

号２１３６７９一級建築士

増　田　浩　二

ＰＬ－９
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（イ）視図

Ｙ１０５

（イ）
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リブＰＬ－４．５（ｈ＝１００）

200

37
0

（ＳＳＣ４００）

垂木２　Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ３．２

30
30
0

ＰＬ－１２
ＰＬ－６

ＮＤコア、ＮＤ２００-４３０

２-Ｍ１２（中ボルト）
ＰＬ－４．５

ＰＬ－６

１－Ｍ１６

ＧＰＬ－６

１ｘ２－Ｍ２０

ＧＰＬ－９

（ＳＳＣ４００）
垂木１　Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３

Ｂ２４
８　Ｈ

－２４
８ｘ１

２４ｘ
５ｘ８

Ｖ１　
Ｍ１６

（ＪＩ
Ｓブ

レース
）

Ｂ１５
０　Ｈ

－１５
０ｘ７

５ｘ５
ｘ７

Ｂ１５
０　Ｈ

－１５
０ｘ７

５ｘ５
ｘ７

Ｂ１５
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－１５
０ｘ７
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５
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Ｇ３００　Ｈ-３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９

Ｇ２９４　Ｈ-２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２

Ｖ１　ＧＰＬ心レベル

エラスタイト厚２０

ジャストベースＪ２００-１２

Ｌ＝５００、定着板ＰＬ-９ｘ５０ｘ５０、ＤＮ締め

ＡｎｃＢｔ　２-Ｍ１６（ＡＢＲ４００）

ＢＰＬ-２２ｘ２００ｘ２５０（ＳＳ４００）

無収縮モルタル詰め（グラウト）

ジャストベースＪ１７５-０９
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185185

350

175175
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（ＢＣＲ２９５）
Ｃ１　□-２００ｘ２００ｘ１２

（ＳＴＫＲ４００）
ＨＢ１２５　□-１２５ｘ１２５ｘ３．２

２-Ｍ１２（中ボルト）
小口ＰＬ-４．５
２ＰＬ－４．５

（ＳＴＫＲ４００）
ＨＢ１００　□-１００ｘ１００ｘ２．３
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Ｃ１　□-２００ｘ２００ｘ１２
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Ｙ１０３

１ｘ２－Ｍ２０

ＧＰＬ－９

２－Ｍ２０

ＧＰＬ－９

エラスタイト厚２０

（ＳＮ４９０Ｃ）
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（ＳＳＣ４００）
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Ｘ１０３

16
0

Ｙ１０１

700600

ＢＬ

3025
0

30
50

60
0

140

900860

12
2

12
218
8

18
8

24
20

45
0

13
5

18001800160

Ｘ１０５ Ｘ１０６Ｘ１０４

Ｙ１０５

26
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水下梁天端

水上梁天端

水下梁天端
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水下梁天端

１ＦＬ
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160

Ｙ１０１
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Ｘ１０１

岩　瀬　直　人

１７５２７９
平成　３０

・特記なき限り、鋼材種別はＳＳ４００、ボルトはトルシア型高力ボルトＳ１０Ｔとする。
Ａ３：１/４５

Ａ３：１/４５

鉄骨詳細図-１
Ａ２：１/３０

鉄骨詳細図-１
Ａ２：１/３０
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図面
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一級建築士 号
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年 月 日

縮尺
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・　　　　　印は、垂木１２を示す。

・　　　　　印は、垂木１１を示す。

・Ｓ１１天端は、１ＦＬ-２３０とする。

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

Ｂ１２５

600

610

100

Ｙ１０
５

Ｘ１０
５

Ｘ１０
６

９Ａ １０Ａ

９Ａ １０Ａ

Ｃ１１、Ｇ１２５、Ｂ１２５、仕口ＰＬ、継手ＰＬは各単材で溶融亜鉛めっきとし、溶接完了後、溶接部にローバー３回塗りとする。

400400

Ｄ１０＠２００
継ぎ筋

Ｓ１ Ｓ１１

この間、継ぎ筋Ｄ１０＠２００配筋のこと。

Ｎ

Ｘ

Ｙ

小梁接合部及び大梁継手部共通

見え掛り部隙間：化粧溶接後ローバー３回塗りとする。

（600）

Ｇ
１
２
５
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40

10401210900900

Ｓ１１

２-Ｄ１３

Ｄ１０＠２００（埋込長さ６０、定着長さ４００）
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既設側溝
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Ｓ１１
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最高の高さ
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.5

既設側溝に接着系アンカーで接続のこと。
５

１００

Ｖ１１　ＧＰＬ心レベル

２-Ｍ１２（中ボルト）
ＰＬ－４．５

無収縮モルタル詰め（グラウト）
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鉄骨詳細図
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岩　瀬　直　人

１７５２７９
平成　３０

・特記なき限り、鋼材種別はＳＳ４００、ボルトは溶融亜鉛めっき高力ボルトＦ８Ｔとする。
Ａ３：１/９０

Ａ３：１/４５、１/９０

各階伏図、軸組図
Ａ２：１/６０

渡り廊下構造図
Ａ２：１/３０、１/６０
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岩　瀬　直　人

１７５２７９

されるまで。
構造計算により安全であることが確認

かつ、施工中の荷重及び外力について、
圧縮強度が設計基準強度以上であり、

されるまで。
外力について、構造計算により安全であることが確認

１２Ｎ／ｍｍ２以上であり、かつ、施工中の荷重及び

梁　　下

２８

左記のすべてのセメント
メントのＡ種

スラブ下

圧縮強度が設計基準強度（Ｆｃ）の８５％以上又は

２８

２８

２５

１７

１５

１２

８

混合セメントＢ種セメント、混合セ
普通ポルトランド

セメント
早強ポルトランド

施工箇所

セメント
の種類

存置
期間中

の平均気温

０℃以上

５℃以上

１５℃以上

による場合（日）
コンクリートの材齢

強度による場合
コンクリートの圧縮

支柱の最小存置期間は、下表による。

メントのＡ種

基礎、梁側、柱、壁

圧縮強度が５Ｎ／ｍｍ２以上となるまで。

１０

７

５

８

５

３

５

３

２

混合セメントＢ種セメント、混合セ
普通ポルトランド

セメント
早強ポルトランド

施工箇所

セメント
の種類

存置
期間中

の平均気温

０℃以上

５℃以上

１５℃以上

による場合（日）
コンクリートの材齢

強度による場合
コンクリートの圧縮

せき板の最小存置期間は、下表による。

コンクリート特記事項

＊１

　　ただし孔設置範囲および間隔は上記第３～５を適用する。

・ｃ寸法は評定範囲内とする。

・ｂ寸法は右記とする。

　　但し、地中大梁にあって径１５０以下の梁貫通孔は、Ｃ寸法のみ評定範囲外でも可とする。

　　かつ、図内表示範囲内とする。

３．梁貫通孔孔設置可能部分（図Ａ・Ｂの　　　　　　　部分）は使用する補強筋の評定範囲内、

b
b

φ

ｃ

b
b

a

D2D1 Lo

図Ａ

ｃ

＊１

＊２

２．梁貫通孔補強筋は、評定取得品とし、補強筋メーカーによる検討書を提出し、監理者の承諾を得ること。

５．梁せいの１／３以上の梁貫通孔は、不可とする。

１．以下の要領はあらゆる梁貫通孔に適用する。

７．上記の事項を満たさない梁貫通孔は、監理者の指示による。

８．施工前に梁貫通孔の施工図を提出し、監理者の承諾を得ること。

　　かつ、３００以上　はなすこと（図Ａ）。

４．隣り合う２つの梁貫通孔の間隔（ａ）は大きい方の梁貫通孔径の２倍以上、

D1ｃ

図Ｂ

５００≦Ｄ＜７００　ｂ≧１７５

７００≦Ｄ＜９００　ｂ≧２００

・右図のような開口は対角線をφとした円形孔とみなす。

９００≦Ｄ　　　　　ｂ≧２５０

・ａ寸法は大きい方の梁貫通孔径の２倍以上、かつ、３００以上　とする。

＊１　大きい方の梁貫通孔径が５０φ以下の場合は「かつ３００以上」は適用しなくてもよい。

＊２　梁せいが８００以上の場合は７５以下とする。

６．梁貫通孔径が５０　以下の梁貫通孔は補強不要とする。

　　建設省告示第１３８９号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

　　緩和のための措置を講ずること。

　　有効な損傷防止のための措置を講ずること。

　　ための措置を講ずること。

　　２５ｃｍ以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

　　設けたものを除き、９０ｃｍ以下とすること。

　　支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。

□　法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、

□　管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃の

□　管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可とう継手を設ける等

□　建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止の

□　風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

□　建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

□　煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さが

□　煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を

□　屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、

□　建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

・　建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

令第１２９条の２の４の事項　＊設計が該当する場合は、□にチェックを記入する。

建築設備の構造安全性などに関する規定

ＲＣ梁スリーブ補強要領 （註）ＳＲＣ梁のＲＣ部分にも適用のこと。

Ａ３：１/１.５

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

スリーブ補強要領他
Ａ２：１/１

Ｓ-１０

図面

名称

一級建築士 号

承認

年平成　３０ 月 日

縮尺

６
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調査位置図

孔口＝ＫＢＭ+0.40m

ＮO.1

ＫＢＭ+0.00m（側溝天端）
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号２００４構造設計一級建築士証交付番号　第

号２１３６７９一級建築士

増　田　浩　二

含水量やや多い。

粘土・シルト優勢。
砂分一様に多量含む。
部分的に砂分優勢。
φ２～１０ｍｍ前後の角礫混入。
含水量中位。

φ２～１０ｍｍ程の角礫を主体とする。
マトリックスはシルト分を含む砂。
含水量やや多い。

中
位

砂礫

シルト
灰混り

粘土

礫混り
暗黄灰砂質

９．０３３．５３-8.63
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２５

２

３

29
00

φ２～４０ｍｍ前後の亜角～円礫主体。
玉石を混入する。
玉石は採取されたコア長よりφ１０～２０
ｃｍ大と推定する。
マトリックスは中～粗砂。

非
常
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密
な

灰
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岩　瀬　直　人
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平成　３０
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土質柱状図
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表 2　現場/室内強度比

αfl

ローム粘性土

0.700.600.80

砂質土対象土質

現場/室内強度比

配合試験対象層、配合試験検体数を適宜設定するものとする。

現地状況により強度発現量がより小さいと想定される層が確認される場合、監督員と協議の上

深度コア 3本/箇所(材齢28日)1箇所

作成供試体数

6本/箇所(材齢7,28日各3本)1箇所

採取方法

調査箇所数は全コラムに対し100コラムに1箇所以上かつ、 1検査対象群に1箇所以上とする。 

・αtcＸ =Ｆ 

a

uddσσ

ddcc adσacLＸ ≧Ｘ =Ｆ +ｋ ･ 　=Ｆ +ｋ {Ｆ ･Ｖ /（1-1.3Ｖ ）}

採取箇所数

c

3

f1αf

α

配合管理目標変動係数Ｖ

d(p)

α

ftα
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(本工事施工業者名及び責任者名・各種作業の主たる従事者の組織表等)

施工管理体制

（工法・使用材料・設計基準強度・合格判定強度・室内目標強度・コラム径・コラム数量等）

工事概容（工事名称・工事場所）

固化材の使用量

スラリー比重値

コラムの施工数量

協会員として施工権を取得している会社は、性能証明取得会社とは見なさないものとする。

(ﾓｰﾙﾄﾞｺｱ)

(7)

業者とする。

地盤改良の設計及び施工に関して、機械攪拌式深層混合処理工法の専門工事会社を本工事施工

現場供試体
検査手法A

1検体事前配合試験段階

試験結果を提出するものとする。

固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験要領（案）」による六価クロム溶出試験を実施し、

国土交通省　国官技第16号、国営建第1号（平成13年4月20日）　「セメント及びセメント系

(3) 六価クロム溶出試験

　　　　　　　　　により管理する。

3

2

1

　(事前に現状土による室内配合試験を実施し、配合量を決定する。)

2 土質毎の変動係数の信頼性の確認。

1

　　　　　　　　(指針（P463～470）の算定方法による。)

改良体強度の分布に関する正規分布の適合度の判定。

　Ｆ検定 ： 各施工業者で既往の調査結果から下記の品質項目を確認したもの。

　　　　　　　　　：掘削深度は深度計で管理する。

　　　　　　　　　：支持地盤確認は掘削中のオーガーの抵抗値,試掘調査等総合判断

　　　　　　　 　　 とする。

　　使 用 量　：　　添加量は350kg/ｍ

　　配    合  ：　　Ｗ／Ｃ＝70％

水　 　（飲料水・工業用水等）

注入固化ミルクの配合及び使用量は、下記を原則とする。(4)

　　固化材料  ：　　セメント系固化材（TL-4型同等品）

とし、施工会社は上記工法を自社で取得している会社に限るものとする。

を本工事施工業者とする。

(5) 固化材と改良対象土を確実に混合攪拌することができ、共回り現象を防止する攪拌装置を装備

する施工機械を用いる。

コアの強度管理試験・合格判定結果6

5

4

3 コラムの施工日・径・長さ・掘削深度

2 コラム番号及び施工進捗図

1

工事完了後、次の項目について報告書をまとめ、監督員に提出する。

10　報告

表 4　合格判定係数

1.3

9～

1.4

7～8

1.5

4～6

1.6

3

1.7

2

1.9

1

合格判定係数　 k

抜き取りヶ所数 N

d=Ｖ ･ｑd

dＶ ：変動係数、性能証明による

：標準偏差

aｋ ：合格判定係数

cＦ ：設計基準強度

Ｘ ：合格判定値L

NＸ ：Ｎヶ所の一軸圧縮強度の平均値

N

する場合を合格と判定する。

合否の判定は設計対象層におけるNヶ所（抜取ヶ所数）の一軸圧縮試験結果が、下式を満足

3 検査手法Aによる品質検査

2 一軸圧縮試験は第三者で行うものとする。

する。

1 設計対象層の抜取り1ヶ所に対し3個の供試体を採取し、その平均強度をその箇所の強度と

(2) 合否の判定

表 3　調査箇所数

4 調査ヶ所数

3 検査手法は、強度のバラツキを想定する場合は検査手法Aによる。

2 検査対象層は(礫混じり砂質粘土層)であり設計対象層を(礫混じり砂質粘土層)とする。

1 検査対象群は概ねコラム300本を1単位とする。

(１) 検査対象群、検査対象層及び調査ヶ所数

9　品質検査

は本地業の施工中は立ち会うものとする。

建築工事の請負者は、本地業責任者（請負業者の中から選定）及び施工責任者を定め、両者

(2) 施工の立会い

不可能な場合は、根切り工掘削時に改良体を損傷しないようにコラム頭部を削り取ること。

でコラム頭部を削り取って天端処理を行う。ただし、深基礎等、現場状況により改良天端処理が

5 改良天端処理

コラム頭部の位置を所定の仕上がり高さにするため、施工後適切な時期にバックホー等

掘進速度、オーガー抵抗値（電流値またはトルク値）

4 下部地盤

攪拌装置　　　　　：掘削翼、攪拌翼の枚数を確認する。

貫入・引き上げ速度：速度計で計測し記録する。

3 攪拌混合度

ミルク吐出量：流量計で計測し記録する。

ミルク比重　：比重計（マッドバランス等）で計測する。

材料　　　　：水、固化材を計量する。

2 セメントミルク

改良径　：攪拌装置の形状・寸法を記録する。

掘削深度：深度計で計測し記録する。

コラム芯：事前にコラム芯にマークを設ける。

鉛直性　：改良機本体のリーダー内に設置された傾斜計で管理する。

1 形状・寸法

(１)施工の安定性を確保するために下記に示す項目について施工管理する。

8　施工管理

f1：現場/室内強度比(改良土質による)

fＸ ：配合強度

1Ｘ ：室内配合強度

1Ｘ =Ｘ /

表 1　割り増し係数（Ｌ　=80%,Ｖ =25%の場合）

t：割り増し係数

cＦ ：設計基準強度

fＸ ：配合強度

f

室内配合試験の結果あるいは過去の工事実績に基づいて、配合強度を満足するように決定する。

(3) 室内配合強度

25%

9～7～84～632

1.5941.6511.7191.8151.9182.163

1

抜き取りヶ所数 N

表1を用いて   を決め、配合強度Ｘ を設定する。

配合管理目標変動係数を想定し、「9　品質検査」に規定する抜き取り個所数Ｎから

(2) 配合強度

セメントミルクに使用する固化材は、セメント系固化材とする。(１)

7　配合管理

(4) ミキシングプラントは、所定吐出量を十分供給できるものとする。

(3) 改良機本体は、本地業の施工仕様を満足できる施工制御機器を装備したもので、自走式とする。

(2) 所定の施工管理項目を計測、記録できる管理装置を用いる。

装備する施工機械を用いる。

固化材と改良対象土を確実に混合攪拌することができ、共廻り現象を防止する攪拌装置を(１)

6　施工機械

施工に対して疑義が生じた場合は、ただちに監督員と協議し、その指示を受ける。6

攪拌装置を回転させながら引き上げる。5

所定深度に到達したら、ミルクの吐出を停止し、先端処理を行う。4

3 ミルクを吐出しながら混合攪拌する。

2 所定の空掘深度まで掘削する。

攪拌装置をコラム芯にセットする。1

基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は別途検討する。(3)

3 貫入速度の変化

2 オーガの抵抗値（電動オーガーは 電流値、油圧オーガーは トルク値）

1 深さ

管理指標値を決定する。

把握できる地点の近くで試験打ちを行い、所定の下部地盤に到達した時に次の事項を確認し

(2) 必要に応じ監督員の立ち会いのもとで試験打ちを行う。ボーリングデータ等地盤の状況が

作業地盤は、施工機械が傾斜・転倒しないように養生する。(１)

5　施工

11 安全対策

10

9

8

品質検査の方法

7

施工管理の方法

6 施工仕様(固化材配合・スラリー注入量等)

5

施工機器および仮設設備と配置4

施工要領（注入液の製造・コラム施工フロー等）

3

工事期間及び工程

2

施工内容

工法概要1

工事に先立ち、施工計画書を監査員に提出する。施工計画書は、次の事項を明記する。

4　施工計画

Ｆ検定結果による変動係数２５％以下、不良率１０％を確保するものとする。

適切と判断される場合は、監督員の承認の上に変更することができる。

長さ・本数・位置及びセメントミルクの配合等について土質や地盤状況により変更した方が

コラムの径、掘削深度（改良長+空掘長）、本数配置等は設計図書による。コラムの径

コラムの設計基準強度はＦc=900kN/m （0.90N/mm ）、造成後の改良体強度に対し

設計の要求する性能を確保するため、適切な配合管理、施工管理および品質検査を実施する。

工法の選定においては、(財)日本建築総合試験所等　公的機関における性能証明を取得した工法

セメントミルクを用いた機械式攪拌深層混合処理工法の専門工事会社

(6)

(4)

(3)

(2)

(１)

3　特記事項

平成24年11月」（（財）日本建築センター、以下指針という）による。

本地業は、本特記仕様書によるほか、「改訂版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針

2　一般事項

地盤改良を行うものである。

この工法は、セメント系固化材を原地盤と攪拌混合し、原地盤を固化する方法によって

本地業は、セメントミルクを用いた機械式攪拌深層混合処理工法による地盤改良地業である。

1　工事概要

地盤改良特記仕様書

号２００４構造設計一級建築士証交付番号　第

号２１３６７９一級建築士

増　田　浩　二

岩　瀬　直　人

１７５２７９
平成　３０

Ａ３：１/１.５
地盤改良特記仕様書

Ａ２：１/１
Ｓ-１２

図面

名称

一級建築士 号

承認

年 月 日

縮尺

６



ベースプレート

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

号２００４構造設計一級建築士証交付番号　第

号２１３６７９一級建築士

増　田　浩　二

岩　瀬　直　人

１７５２７９

広　　島

大　　阪 TEL  06-6303-3366   FAX  06-6303-3100

コトブキ技研工業株式会社

TEL  0823-70-0721   FAX  0823-70-0722

，

，

，

，

，

，

覆

被

角

鋼

管

形

（

（

溶接姿勢
開先角度ルート面ルート間隔

図
柱部材の適用

種　類

■溶接方法（突合せ溶接） 突合せ溶接の開先標準

Ｆ

Ｖ

Ｈ

Ｆ

Ｖ

Ｈ

標準値

＋

45

許容差

+1

-2

45

＋35

-2

+1

35

-2.5

-2.5

∞

∞

許容差許容差

＋∞

-27

標準値

-2

＋∞

6

7

9

Ｇ

Ｒ

６以上

６以上

ア

接

溶

ク

ス

ガ

ル

シ

溶

ク

ア

接
ド

α
１

2

2

標準値

板厚（ｍｍ） Ｇ（ｍｍ） Ｒ（ｍｍ） α1（度）

（ 角形鋼管仕様）

SD390

SD390

SD390

SD390

SD390

SD390

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

材質

６・８・９・１２

６・８・９・１２

D41

D38

D35

D29

SD345(D19～D25)

●鉄筋　：　異形鉄筋　SD295A(D10～D16)

認定した有資格者が行う。

4-R又は4-C

を打ち込む。

と定着ナットの隙間に鋼製クサビ

位置に取り付け、アンカーボルト

定着ナット緩み止め措置　：定着ナットをアンカーボルト下部

注：１２本アンカーボルトタイプ図は省略

<８本アンカーボルトタイプ><４本アンカーボルトタイプ>

無収縮モルタルをシュートにより一方向

（

型

Ｉ

Ｅ
Ｊ

（

　24N/mm2 の仕様があります。

※設計基準強度が21N/mm2 と

557,000

537,000

427,000

422,000

339,000

319,000

296,000

258,000

232,000

218,000

177,000

170,000

165,000

149,000

125,000

102,000

96,500

89,600

64,700

61,600

47,700

43,800

27,800

19,800

14,700

D16 @ 10024-D25

D16 @ 10024-D25

D16 @ 10024-D25

D16 @ 150

D13 @ 100 又は
20-D25

D16 @ 150

D13 @ 100 又は
20-D25

D16 @ 150

D13 @ 100 又は
16-D25

D16 @ 150

D13 @ 100 又は
16-D22

D16 @ 150

D13 @ 100 又は
16-D25

D16 @ 150

D13 @ 100 又は
12-D22

D16 @ 150

D13 @ 100 又は
12-D25

D16 @ 150

D13 @ 100 又は
12-D22

D16 @ 150

D13 @ 100 又は
20-D22

D16 @ 150

D13 @ 100 又は
12-D25

D16 @ 150

D13 @ 100 又は
12-D25

D16 @ 150

D13 @ 100 又は
12-D22

D13 @ 15012-D22

D13 @ 1508-D22

D13 @ 1508-D19

D13 @ 1508-D16

D13 @ 150

D13 @ 150

12-D19

8-D16

D13 @ 1508-D16

D10 @ 1508-D16

D10 @ 1508-D13

8-D13 D10 @ 150

24

24

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

2

設計基準強度

（N/mm ）（注１） （注１）

SD345(D19～D25)

SD295A(D10～D16)

（注１）

8501,150×1,150

8501,100×1,100

8501,050×1,050

8001,020×1,020

800980×980

800940×940

800940×940

800900×900

800900×900

800870×870

800850×850

800800×800

750800×800

750800×800

700780×780

600730×730

600730×730

600700×700

600680×680

600630×630

600620×620

600620×620

600540×540

600520×520

550480×480

28×100

28×100

28×100

28×100

28×100

28×100

25×94

25×94

28×100

25×94

22×88

28×100

25×94

25×94

22×88

22×88

22×88

22×88

22×74

22×88

22×88

22×88

22×88

22×74

22×74

70×950×950

65×880×880

65×840×840

60×790×790

60×750×750

50×700×700

55×720×720

60×700×700

55×630×630

60×690×690

55×690×690

45×630×630

55×630×630

45×600×600

40×580×580

50×540×540

45×540×540

36×530×530

32×490×490

36×480×480

40×440×440

36×430×430

32×380×380

32×350×350

28×325×325

215

215

215

205

205

205

200

200

205

200

190

205

200

200

185

190

185

175

165

175

180

175

175

165

165

12-D41×970

12-D41×970

12-D41×970

12-D41×870

12-D41×870

12-D41×870

12-D38×785

12-D38×785

8-D41×870

8-D38×785

8-D35×725

8-D41×870

8-D38×785

8-D38×785

8-D35×720

8-D35×720

8-D35×725

8-D35×720

8-D35×720

8-D29×660

4-D35×725

4-D35×720

4-D35×720

4-D29×660

4-D29×660

９・１２・１４・１６・（１９）

９・１２・（１４）・（１６）

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２・１４・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１４・１６・（１９）

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２・１４・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１４・１６・（１９）

９・１２・（１４）・（１６）

９・１２

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２・１４・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・（１９）

９・１２・（１４）・（１６）

９・１２

９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６

９・１２

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２・１４・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１４・１６・１９

９・１２

９・１２・１４・１６・（１９）

９・１２・１４・（１６）

９・１２

９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６

９・１２

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・（２２）

９・１２・（１４）・（１６）

６・８・９・１２・１４・（１６）

６・８・９・１２

６・８・９

６・８・９・１２・１４・１６・１９

６・８・９・１２・１４・１６

６・８・９・１２

６・８・９

６・８・９・１２・１４・１６・１９

６・８・９・１２・１４・１６・１９

６・８・９・１２・（１４）・（１６）

６・８・９・１２

６・８・９

６・８・９・１２・１４・１６

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

６・８・９６・８・９

６・８・９６・８・９・１２

６・８・９

６・８・９・１２

６・９

※（）内は、ＳＴＫＲでは不可

550×550

500×500

450×450

J200-09

J175-09

J150-09

J200-12

J250-09

J250-12

J250-16

J300-09

J300-12

J300-16

J300-19

J350-16

J350-12

J350-22

J350-19

J400-16

J400-12

J400-22

J400-19

J450-19

J450-16

J450-22

J500-22

J500-19

J550-19

J550-22

5546.758.2 57.569.0D41

80

80

80

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

80

80

80

80

80

80

80

806037075

80

80

80

8075 320 605558040

80

80

80

5050270654549032

80

８本

８本

330

(基礎柱上端から200mm下がりまで)

基礎梁型上端
▽

70

70

560

630

95

9565

6565

70 950

880J550-19

J550-22

70490856560 790J500-19

70540856565 840J500-22

65

70

70

41085

450

420

85

85

60

65

65

50

60

55 720

750

700J450-16

J450-19

J450-22

5545 630J400-12

6540085

70

65

390

410

85

85

6055８本 690

65

60

60

60

８本

12本 700

690

J400-16

J400-19

J400-22

65

70

65

31085

330

340

85

85

60

65

60

45８本

55

55

８本

８本 630

630

600

J350-12

J350-16

J350-19

J350-22

R又はC

a

孔径φ（２Ｃ面取）

ac

a
c

a c d

アンカーボルト１２本タイプ

A

A

c
d

4-R又は4-C

41

34

φD

22

22

P1 t

48

45

28

25

88

74

W1呼　径

100

94

37

47

44

50

P1

W1

t
φＤ

R

5

7

8

5

c

34.3

d

28.9

44.9

41.2

48.2

35.0

38.1

41.2

H

56

64

64

72

B

10

10

10

10

A2

49.7

65.8

73.9

61.2

R

cdd

H

Bc

A2A2A1A1

Ｄ４１

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

呼　径 A1

62

74

82

88

D41(SD490)

D38(SD490)

D35(SD490) 20M872538.7

64Ｄ４１ 73.9 64

20M8870,97046.2

ア
ン
カ
ー
長
Ｌ

６・８・９・（１２）

６・８・９・１２

６・８・９・１２

６・９

350×350

200×200

150×150

（下記の寸法・配筋以上とする）

4543.254.0 53.3D38 64.0

32,4539.248.849.659.0D35

D29

280

280

270

220

φ

50

50

50

60

60

60

60

60

60

60

８本

８本

４本

４本

４本

４本

a

孔径φ（２Ｃ面取）

a
b

aba

アンカーボルト４本タイプ

A

A

6465.857Ｄ３８

Ｄ３５ 53 61.2 64

20M878542.7

角形鋼管

７

２

６

８

１

５

４

３

e2

e1
所定ﾚﾍﾞﾙ▽

ﾌﾚｰﾑﾍﾞｰｽ

ﾌﾚｰﾑﾎﾟｽﾄ

ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ中心

柱中心

JASS5による。

（注）基礎柱型の施工は

▽
基礎柱型上端

余
長

h

30
埋
込
長
さ
ｌ

H
80
以
上

150

基礎柱型Ｃ×Ｄ

柱型帯筋

柱型主筋

シュート

無収縮モルタル材

シュート形状

基礎柱

角形鋼管

２．４ 座金（材質：ＳＳ４００）

２．３ 定着ナット（材質：Ｓ４５Ｃ又はＦＣＤ４５０－１０）

5649.743

ＬＣＢ

Ｄ２９

呼　径

C

LB

２．２ ロックナット（材質：Ｓ４５Ｃ 熱処理Ｈ）

38.7 720 M8 20

20M866032.4

D35(SD390)

D29(SD490)

ｌ１ｄ１ＬＤ呼    径

ｌ1

Ｌ

テンプレート用ボルト孔

D

d1

2832.940.641.349.0

Ｈ
Ｄ ｄｄＤ

内リング外リング
呼び名

落下防止リブ

HD

d

２．５ ジャストリング（材質：Ｓ２５Ｃ）

75

75

75

75

320

260

270

235

210

55

55

55

55

55

55

55

45

45

45

540

540

530

480

440

430

380

350

325

300

36

36

50

45

40

36

32

32

28

28

８本

８本

８本

４本

４本

J300-19

J300-16

J300-12

J300-09

J250-16

J250-12

J250-09

J200-12

J200-09

J175-09

J150-09

ｃ dｂａＡｔタイプ
記　　号

ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ

アンカーボルト８本タイプ

孔径φ（２Ｃ面取）

a
d

a
c

A

c

A

acdca

－５≦ｅ２≦５

－５≦ｅ１≦５

誤

差

容

許

※１；現場施工及び施工管理は、ジャストベース施工技術委員会が

５．６ 緩み止めクサビの設置（元請施工）

●鋼製クサビをロックナットとアンカーボルトの隙間に全数セットし、打ち込む。

　トルク値は３００Ｎ・ｍとする。

から注入する。（※１）

２ 基礎コンクリート清掃・水洗いの後、

１ 無収縮モルタル用型枠施工（元請施工）

５．７ 無収縮モルタル注入

●ジャストリングを全数設置し、レンチ等でロックナットを本締めする。

５．５ ジャストリング設置及びロックナット本締め（元請施工）

５．４ 鉄骨柱の建入れ（元請施工）

５．３ 基礎柱型配筋及びコンクリート打設（元請施工）

調整後、フレームベースをホール

インアンカーで固定する。

プレート中心線を、柱中心地墨に

上部からボルトにて固定し、テン

４

テンプレート設置　：テンプレートをアンカーボルトに

確認する。

カー調整ボルトにて固定し垂直を

３

アンカーボルト設置：フレームポスト上部の部材にアン２

フレームベースを水平にする。

フレームベース設置：柱中心線地墨に対し、平面位置を

５．２ フレーム及びアンカーボルトの設置（※１）

１

調整する。レベル調整用ボルトで

平滑に仕上げる。上面レベルのチェックを行う。

捨てコンクリート地業（元請施工）５．１

●基礎柱型下部の捨てコンクリートは厚さ８０ｍｍ以上とし、上面をコテで

超音波探傷基準・同解説」による。

溶接部の検査４．２

●超音波探傷試験とし、合否の判定は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の

開先条件はＪＡＳＳ６に準じ下表による。

●角型鋼管のベースプレートのへの溶接は突合せ溶接とする。

特記以外は元請建設会社の施工とする。５．現場施工

４．１ 溶　　接３．１ ベースプレート（材質：ＳＭ４９０Ａ）

角形鋼管

基礎廻りの標準図１．２

８ フレーム部材（テンプレート含む）

７ 無収縮モルタル

６ 定着ナット及び緩み止めクサビ

５ 座金

４ ジャストリング

３ ロックナット及び緩み止めクサビ

２ アンカーボルト

ベースプレート１

角形鋼管

７

８

６

５

４

３

２

１

アンカーボルト（材質：ＳＤ３９０・ＳＤ４９０）２．１

D10 @ 1508-D10550460×46022×7428×300×3001654-D29×660

HC×Dt×W1t×A×Ahn-φ×L

帯　　筋主　　筋寸法（ｍｍ）座　　金ベースプレートアンカーボルト

ＲＣ基礎柱型柱脚構成部材

11,000

kN･m/rad

柱脚回転剛性

備　　考

適用角形鋼管　（該当するＦ値　○印）

F=325N/mm2F=295N/mm2F=235N/mm2

300×300

400×400

250×250

175×175

サイズ記　　号

ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ

（○印）

適用

表

覧

一

様

仕

準

標

法

工

脚

柱

ス

ベ

ト

ス

ャ

ジ

構成部材１．１

４．溶接施工３．ベースプレート２．アンカーボルト・ロックナット・定着ナット・座金・ジャストリング１．柱脚構成部材及び基礎廻り標準図

資料番号：ＪＢ（ＪＥＩ）－０１－０５

●現場施工　　：　別冊「ジャストベース施工ガイド」によりジャストベース認定施工業者が行う。

●柱脚の溶接　：　別冊「工事製作管理要領書」により鉄骨工場にて溶接施工を行う。

●柱脚の選定　：　別冊「ジャストベースカタログ」により設計者が選定する。設

計

施

工

以上(21・24N/mm2) ●基礎コンクリート　普通コンクリート

                (Ｆ値 325N/mm2) - STKR490,BCP325,SHC490B・C

                (Ｆ値 295N/mm2) - BCR295

235N/mm2) - STKR400,BCP235,SHC400B・C●柱材：角形鋼管(Ｆ値

件

条

用

適

ジャストベース（ Ｊ ＥⅠ型） 柱脚工法設計施工標準図
（財）日本建築センターＢＣＪ評定－ＳＴ０１５３－０５（平成２３年８月１９日付）

平成　３０

Ａ３：１/１.５
ジャストベース柱脚工法標準図

Ａ２：１/１
Ｓ-１３

図面

名称

一級建築士 号

承認

年 月 日

縮尺

６



可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

号２００４構造設計一級建築士証交付番号　第

号２１３６７９一級建築士

増　田　浩　二

３

平成　３０

岩　瀬　直　人

１７５２７９

Ｓ-０６　特記事項による。

９ＮＤ２００-４３０４３０

ＮＤコア設計施工標準仕様書-１
Ａ３：１／１．５

Ａ２：１／１
Ｓ-１４

図面

名称

一級建築士 号

承認

年 月 日

縮尺

-0 

+3.0

310ｘPL310ｘ310ND350

310xPL310ｘ310ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

-2.0 

+2.0 

36033.8352ND350

が望ましい。 

※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため、はり取付時はグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること。

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応。

※3 ※4※2

※1

設計が可能。

通しダイアフラム形式のBCR295と同様にフレーム

設計が可能。

ND200・ND250・ND300で15mm程度

端あきはND150・ND175で10mm、

端
あ
き

端
あ
き

すること。

設計・施工マニュアル」および関連規基準に従うこと。

書・同解説　ＪＡＳＳ６鉄骨工事」、（財）日本建築センター「2008年版冷間成形角形鋼管

・本仕様書に記載の無い事項は、「NDコアカタログ」の他、日本建築学会「建築工事標準

・本仕様書は別紙「NDコア設計・施工標準仕様書【柱・はり組合せ編】」と合わせて使用

（柱径＝はり幅）中柱中柱

スロープ部

（４）スロープ

※開口を設ける場合は、断面欠損を考慮し、板厚を割増すことが望ましい。

4隅大中央大+4隅小

※開口位置・大きさについては、どぶ付けめっきメーカーと相談して決めることが望ましい。

余長大

補強プレート厚肉化
かさ上げ材切欠き

補強プレートを厚くする場合余長を大きく取るかさ上げ材切欠き

規基準等に従う。

・デッキプレートの乗せ代は、デッキの

・受け材の板厚は6mm以上とする。

受けを取付けて対応する。

・通しダイアフラムが無いため、デッキ

デッキ受け材（板厚6mm以上）

（８）補強プレートどぶ付けめっき用開口

（７）NDコアと屋根用かさ上げ材の納まり

（６）デッキプレート納まり

一般部

（２）一般部

桁部陸屋根

（５）柱頭部

ルート3

特別な検討は不要である。

崩壊形の判定に影響しない、柱頭部については、

ム設計を行う。

いため、柱・はり耐力から崩壊形を判定して、フレー

ただし、NDコア使用部においてパネル崩壊が生じな

通しダイアフラム形式のBCR295と同様にフレーム

ルート2

ルート1-2

ルート1-1

(mm)

溶接サイズ

斜め切断有り

(mm)(mm)

板厚寸法

補強プレート取り付け仕様

≧12

≧6

270ｘPL

220ｘPL

170ｘPL

155ｘPL

130ｘPL

≧9

≧12

≧6

270ｘ270

220ｘ220

170ｘ170

ND300

ND150

ND175

材質：SN400A,B,C、SS400、SM400A,B,C

斜め切断無し
NDコア

部材記号

155ｘ155

130ｘ130

ND250

ND200
≧9

(mm)(mm)

板厚寸法

高力ボルト接合 

または 

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

行う。

余長≧e

L≧ｌ

余長≧e

余長≧e

L≧ｌ

余長≧e

余長≧e

L≧ｌ

余長≧e

余長≧e

PL

余長≧e（はりA） 

余長≧e（はりA） 余長≧e（はりB） 

余長≧e（はりB） 

余長≧e（はりC）

余長≧e（はりC）

≧ｌ（はりC）

≧ｌ（はりB）かつ

≧ｌ（はりA）かつ

NDコア長さL

かつ

≧ｌ（はりC）

≧ｌ（はりB）

余長≧e（はりC）

余長≧e（はりB） 

余長≧e（はりB） 

≧ｌ（はりC）

≧ｌ（はりB）かつ

≧ｌ（はりA）かつ

余長≧e（はりA） 

トを準備する。 

等適切に処置する。

d)NDコアとはりとの接合の際、NDコア製作時の溶接余盛とはりが接触する場合は、グラインダで平滑に仕上る

□斜め切断　（　　　）度，寸

□斜め切断　（　　　）度，寸

□斜め切断　（　　　）度，寸

柱頭部

c)柱頭部を斜め切断すると、NDコア小口面の長さが増加するため、右図を参考に、実状に合わせて補強プレー

３．鉄骨躯体の設計方法

柱頭切断角以下 

補強プレート 

はり傾斜角

柱頭切断角　最大45° 

d)どぶ付けめっきのため補強プレートに開口を設ける場合は、断面欠損を考慮し、板厚を割増すこと

斜め切断有り

(mm)(mm)

板厚寸法

補強プレート仕様

≧12

≧6

270xPL

220xPL

170xPL

155xPL

130xPL

≧9

b)柱頭部を斜め切断する場合は、片流れの切断とし、切断角度は45度以下とする。

a)柱頭部では、NDコア小口面に下表に示す補強プレートを取り付けること。

c)柱頭部を斜め切断した場合は、はりの傾斜は切断角度以下とする。 

≧12

≧6

270ｘ270

220ｘ220

170ｘ170

ND300

ND150

ND175

材質：SN400A,B,C、SS400、SM400A,B,C

斜め切断無し
NDコア

部材記号

155ｘ155

130ｘ130

ND250

ND200

≧9

(mm)(mm)

板厚寸法

（2）柱頭部仕様

断面形状

69.8

（mm）

長さ範囲

L≧ｌ

【NDコア長さＬの採り方例】

傾斜はり 斜め切断段違い形式はり

余長≧e

余長≧e

最小余長e、最小長さ？は柱はりの組合せで決まっている寸法であり、「設計・施工標準仕様書【柱はり組合せ編】」を参照する。

a)NDコアの長さLは、取付く各はり（最大で4方向）全てに対して、最小余長eを確保し、かつ最小長さｌ以上となるようにする。

配は45度以下とすること

※)柱頭上部の斜め切断の勾

（３）段違い形式はり

（１）はり取り付け位置

５．ＮＤコア納まり例

はり芯が斜めの場合隅柱\?？?？

バルコニー部の段差

桁部（斜め切断）棟部

はり下端の段差

高力ボルト接合 

または 

b)全周隅肉溶接は右表に示す溶接サイズで、490N級の溶接ワイヤを用いて行う。 

a)柱頭部は、NDコア小口面に右表に示す仕様の補強プレートを全周隅肉溶接により取り付ける。

NDコアの角部分と裏当て金に隙間が生じたときは、隙間を溶接で埋めて本溶接を行う等適切に処置する。 

c)NDコアは、NDコア小口面から余長eを除いた全ての部分ではりの取り付けが可能だが、はり外面合せの場合、

特記の無い限りは25mmとする。

b)NDコアとはりの接合はNDコア小口面から余長e以上を確保して接合する。余長eは別紙「柱はり対応表」にて

たは高力ボルト接合とする。

a)NDコアと柱およびはりフランジとの接合は完全溶け込み溶接とし、NDコアとはりウェブとの接合は隅肉溶接ま

技術指針」、および（財）日本建築センター「2008年版冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル」による。 

b)記載なき事項については、（社）日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説　ＪＡＳＳ６鉄骨工事」、同「鉄骨工事

術者が行う。 鉄骨製作に関し特に確認すべき事項については「ＮＤコア鉄骨加工要領書」に示す。 

a)NDコアと柱およびはりとの接合は鉄骨製作業者が行い、施工管理は鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理技

≧12

≧6

≧9

隅肉溶接仕様

４．ＮＤコア鉄骨製作要領

（３）柱頭部補強プレート取り付け方法

（２）接合方法

（１）鉄骨製作方法

余長≧e

余長≧e

補強プレート

柱頭部中間階部

コアは適用範囲においてパネル崩壊とならないため、柱はり耐力比から崩壊形を判定して保有耐力の検討を

フローに従って、部材の設計、架構解析、耐力の確認等を行う。ただし、ルート３を用いて設計をする場合、ND

c)NDコアを用いた柱およびはり等の鉄骨フレームの設計については、下記の規基準等によるものとし、通常の設計

置換して、鉄骨フレームの設計を行うことができる。 

b)NDコアを用いた柱はり接合部では、通しダイアフラム形式の架構と同様に節点を剛とし、柱およびはりを線材

おり、あらためて接合部の検討は不要である（【柱はり組合せ編】参照）。 

a)NDコアは柱・はり組合せ表の範囲において柱、はりに対して、許容応力度設計、保有耐力接合条件を満足して

　・（財）日本建築センター「2007年版建築物の構造関係技術基準解説書」

　・平成20年5月23日施行改正建築基準法

　・同「2008年版冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル」

　・平成19年国土交通省告示第593号、第594号、第595号、第596号

d）柱頭部の斜め切断の勾配は45度（10寸勾配）以下とする。　

小口が傾斜している面では、低い位置を基準として最小余長e、最小長さｌを確保する。

c)柱頭部上部を斜め切断仕様とする場合は、それぞれの接合面に対応する小口において、最小余長e、最小長さｌを確保する。

b)はりに傾斜がある場合には、はり取り付き部の長さの増加を加えてNDコア長さを設定すること。 

X 

10 はりB,はりCの小口基準面

傾斜はり・斜め切断 

NDコア長さL

はりC 

はりB 

はりA 

段差はり 

余長≧e（はりA） 

はりC 
はりB 

はりA 

余長≧e（はりC）

SN490B 

JIS G 3136

・一般構造用角形鋼管（JIS G 3466） STKR400 

・建築構造用冷間成形角形鋼管　BCR295

b)適用するはり材の材質および規格：下記規格のH形鋼 

ND150～ND200 ND250～ND350

ｔ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ｔ

□斜め切断　（　　　）度，寸

□斜め切断　（　　　）度，寸

□斜め切断　（　　　）度，寸

□斜め切断　（　　　）度，寸

□斜め切断　（　　　）度，寸

斜め切断（勾配）長さ(mm)

※1　設計記号は、部材記号-長さ(mm)で記入する。　（例）ND300-600、ND200-550

材質

ND250

ND200

265

184

124

85.1

150～

（１）NDコア長さLの設定方法と注意点数量(個)設計記号

29.0302ND300

24.0

22.0

252

202

※2　コラムとの食い違い防止のため、NDコアの外径Bを基準寸法としている。

a)適用する柱材の材質および規格

（kg/m）(mm)(mm) 公差

17.0

16.5

板厚t 単位質量

部材記号

177

152

外径B

（１）NDコアの形状寸法および重量

ND175

ND150

２．NDコア仕様の決め方１．ＮＤコア仕様

・溶接構造用圧延鋼材（JIS G 3106） SM400A,B

・一般構造用圧延鋼材（JIS G 3101） SS400

・建築構造用圧延鋼材（JIS G 3136） SN400B,C

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

部材記号

（２）適用する柱およびはり材

(Ver.4.0　H27.02)

角形鋼管柱・Ｈ形鋼はり接合工法 ＮＤコア設計・施工標準仕様書【基本仕様編】

（財）ベターリビング評定　CBL SS005-14(平成27年1月15日付)

６



可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

号２００４構造設計一級建築士証交付番号　第

号２１３６７９一級建築士

増　田　浩　二

平成　３０

岩　瀬　直　人

１７５２７９

ＮＤコア設計施工標準仕様書-２
Ａ３：１／１．５

Ａ２：１／１
Ｓ-１５

図面

名称

一級建築士 号

承認

年 月 日

縮尺

H-606ｘ201

H-600ｘ200

H-596ｘ199

H-500ｘ200

H-496ｘ199

H-450ｘ200

H-446ｘ199

H-400ｘ200

H-396ｘ199

H-350ｘ175

H-346ｘ174

H-300ｘ150

H-298ｘ149

H-250ｘ125

H-248ｘ124

H-200ｘ100

H-198ｘ99

H-175ｘ90

H-150ｘ75

H-125ｘ60

H-100ｘ50

H-606ｘ201ｘ12ｘ10

H-600ｘ200ｘ11ｘ17

H-596ｘ199ｘ10ｘ15

H-500ｘ200ｘ10ｘ16

H-496ｘ199ｘ9ｘ14

H-450ｘ200ｘ9ｘ14

H-446ｘ199ｘ8ｘ12

H-400ｘ200ｘ8ｘ13

H-396ｘ199ｘ7ｘ11

H-350ｘ175ｘ7ｘ11

H-346ｘ174ｘ6ｘ9

H-300ｘ150ｘ6.5ｘ9

H-298ｘ149ｘ5.5ｘ8

H-250ｘ125ｘ6ｘ9

H-248ｘ124ｘ5ｘ8

H-200ｘ100ｘ5.5ｘ8

H-198ｘ99ｘ4.5ｘ7

H-175ｘ90ｘ5ｘ8

H-150ｘ75ｘ5ｘ7

H-125ｘ60ｘ6ｘ8

H-100ｘ50ｘ5ｘ7

646646646646646646646646646646646646646646646646646646646646646646646646646646646

360

69.8

265

184

124

85.1

（kg/m）

単位質量

-0 

+3.0 

(mm) 公差

656

650

550

500

450

546

496

446

400

396

350

348

300

298

250

248

225

200

175

150

656

650

550

500

450

546

496

446

400

396

350

348

300

298

250

248

225

200

175

150

656

650

550

500

450

546

496

446

400

396

350

348

300

298

250

248

225

200

175

150

656

650

550

500

450

546

496

446

400

396

350

348

300

298

250

248

225

200

175

150

656

650

550

500

450

546

496

446

400

396

350

348

300

298

250

248

225

200

175

150

656

650

550

500

450

546

496

446

400

396

350

348

300

298

250

248

225

200

175

150

656

650

550

500

450

546

496

446

400

396

350

348

300

298

250

248

225

200

175

150

656

650

550

500

450

546

496

446

400

396

350

348

300

298

250

248

225

200

175

150

656

650

550

500

450

546

496

446

400

396

350

348

300

298

250

248

225

200

175

150

656

650

550

500

450

546

496

446

400

396

350

348

300

298

250

248

225

200

175

150

656

650

550

500

450

546

496

446

400

396

350

348

300

298

250

248

225

200

175

150

656

650

550

500

450

546

496

446

400

396

350

348

300

298

250

248

225

200

175

150

656

650

550

500

450

546

496

446

400

396

350

348

300

298

250

248

225

200

175

150

656

650

550

500

450

546

496

446

400

396

350

348

300

298

250

248

225

200

175

150

656

650

550

500

450

546

496

446

400

396

350

348

300

298

250

248

225

200

175

150

656

650

550

500

450

546

496

446

400

396

350

348

300

298

250

248

225

200

175

150

656

650

550

500

450

546

496

446

400

396
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4．NDコア最小長さｌと余長e
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細幅

２．ＮＤコアの形状および寸法

１．表の見方

３．注意点

角形鋼管柱

33.8352ND350

※1

※4※2 ※3

ＮＤコア
ＮＤコア

・余長：ＮＤコア小口面から はりフランジ端面までの距離

・NDコア長さL：NDコアの長さ

余長≧e（はりB） 

※1　記載の無い場合は25mmとする。記載がある場合、数値以上の余長を確保する。

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応。

断面形状長さ範囲

-2.0 

+2.0 SN490B 

JIS G 3136

※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため、はり取付時はグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること。

ND150～ND200 ND250～ND350
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ＢＢ

Ｂ

ｔ

材質
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ND200
150～

29.0302ND300

24.0

22.0

252

202

※2　コラムとの食い違い防止のため、NDコアの外径Bを基準寸法としている。

（kg/m）(mm)(mm) 公差

17.0

16.5

板厚t 単位質量

部材記号
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152

外径B

ND175

ND150

L≧ｌ（はりB）

余長≧e（はりB） 

余長≧e（はりA） 

はりB

L≧ｌ（はりA）かつ

余長≧e（はりA）

はりA

角形鋼管柱

L≧ｌ

余長≧e

はり

余長≧e 

・最小余長e：確保する余長の最小値

・最小長さｌ：柱はり組合せで決まるNDコアの最小長さ

・はり材：400N級（SS400、SM400、SN400B・C等）のJIS G 3192記載のH形鋼

・柱材：BCR295およびSTKR400の冷間ロール成形角形鋼管

使用する柱（横軸）、はり（縦軸）を選択し、NDコアの必要最小長さｌと余長の必要最小寸法e　 を確認する。

・ＮＤコアの標準的な納まり等は、「NDコア設計・施工標準仕様書【基本仕様編】」に記載している。

Ｂ

・組合せ表の最小長さｌ、最小余長eは、はりの短期降伏耐力をはり全断面を有効として設定している。
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可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事
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※4※2 断面形状長さ範囲
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4．NDコア最小長さｌと余長e

２．ＮＤコアの形状および寸法

１．表の見方

３．注意点

角形鋼管柱

※1

ＮＤコア
ＮＤコア

・余長：ＮＤコア小口面から はりフランジ端面までの距離

・NDコア長さL：NDコアの長さ

余長≧e（はりB） 

※1　記載の無い場合は25mmとする。記載がある場合、数値以上の余長を確保する。

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応。

※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため、はり取付時はグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること。

※2　コラムとの食い違い防止のため、NDコアの外径Bを基準寸法としている。

L≧ｌ（はりB）

余長≧e（はりB） 

余長≧e（はりA） 

はりB

L≧ｌ（はりA）かつ

余長≧e（はりA）

はりA

角形鋼管柱

L≧ｌ

余長≧e

はり

余長≧e 

・最小余長e：確保する余長の最小値

・最小長さ？：柱はり組合せで決まるNDコアの最小長さ

・はり材：400N級（SS400、SM400、SN400B・C等）のJIS G 3192記載のH形鋼

・柱材：BCR295およびSTKR400の冷間ロール成形角形鋼管

使用する柱（横軸）、はり（縦軸）を選択し、NDコアの必要最小長さｌと余長の必要最小寸法e　 を確認する。

・ＮＤコアの標準的な納まり等は、「NDコア設計・施工標準仕様書【基本仕様編】」に記載している。

・組合せ表の最小長さｌ、最小余長eは、はりの短期降伏耐力をはり全断面を有効として設定している。
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工事名 明示項目 明示事項 制約条件等

Ａ．運搬距離（ Ｋｍ
１．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．投棄料計上あり

施工条件 ［場所が未確定］ Ｃ．整地（押土、敷均、締固等）必要

明示項目 明示事項 制約条件等 Ｄ．整地（押土）必要

工 程 Ａ．工種（ ） Ａ．盛土、埋戻

Ｂ．期間（ ～ ） ２．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．ストックヤード利用あり（ ）

Ａ．工種（ ） ［自工事へ流用］ Ｃ．仮置場必要（ ）

Ｂ．期間（ ～ ） Ｄ．運搬距離（ Ｋｍ ）

Ａ．協議済機関及び内容（ ） Ｅ．仮置場の用地借上費計上あり

Ｂ．未協議機関及び内容（ ） Ａ．場所（

Ａ．許可済 Ｂ．盛土、埋戻

Ｂ．申請中　　 Ｃ．整地（押土、敷き均し、転圧）あり

Ａ．許可済 H30.3.19 ３．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

Ｂ．申請中　 ［他工事へ流用、または処分地指定］ Ｅ．仮置場必要（ ）

Ａ．許可済 Ｆ．運搬距離（ Ｋｍ ）

Ｂ．申請中　 Ｇ．仮置場の用地借上費計上あり

Ａ．協議済内容（ ） Ｈ．処分料計上あり

Ｂ．未協議内容（ ） Ａ．他工事名（

８．その他 Ａ．その他（ ） Ｂ．請負者運搬あり（運搬距離

用 地 １．用地補償物件撤去まで着工制限あり Ａ．区間（ＮＯ． ～ＮＯ． ） ４．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｃ．盛土、埋め戻し

Ｂ．着工見込時期（ ） 建 設 発 生 土 ［他工事からの流用］ Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

Ｃ．内容（ ） 建設（産業）廃棄物 Ｅ．仮置場必要（ ）

２．工事用地の未買収 Ａ．場所（ ） 関 係 Ｆ．仮置場の用地借上費計上あり

Ｂ．処理の見込み時期（ ） Ａ．種類（ ）

Ｃ．未買収地への立ち入り可否（ ） ５．産業廃棄物の処理条件あり Ｂ．場所（ ）

３．仮設ヤードの有無 Ａ．官有地 [特別管理産業廃棄物］ Ｃ．中間処理施設までの運搬距離（ Ｋｍ ）

Ｂ．民有地 Ｄ．処理費計上あり

Ｃ．その他（ ） Ａ．槽内洗浄必要

Ｄ．別途協議 Ｂ．可児市環境課と打合せの必要あり

４．その他 Ａ．その他（ ） Ａ．産業廃棄物管理票（マニフェスト）

公 害 対 策 １．施工方法の制限あり Ａ．騒音（ ） Ｂ．建設発生土処理地の関係図書

Ｂ．振動（ ） Ｃ．コブリス

Ｃ．水質（ ）

Ｄ．その他（ ） Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
２．事業損失防止に関する調査あり Ａ．調査の項目（ ） Ｂ．移設時期（別途協議）

３．環境影響調査あり Ａ．生物・植物調査あり Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
Ａ．アスベスト含有材あり Ｂ．移設時期（別途協議）

４．その他 Ｂ．フロン回収あり Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
Ｃ．その他（ ） Ｂ．移設時期（別途協議）

安 全 対 策 １．交通規制あり Ａ．全面通行止め Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
Ｂ．片側通行止め 工 事 支 障 物 件 Ｂ．移設時期（別途協議）

Ｃ．時間制限あり（ ） Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
２．通学路あり Ａ．迂回路あり Ｂ．移設時期（別途協議）

Ｂ．仮設歩道必要 Ａ．管理者による高さ調整（ ）
２．交通整理員 Ａ．区間（ ）配置人員 人/日 Ｂ．請負者による高さ調整（ ）

Ｂ．区間（ ）配置人員 人/日 Ａ．移設時期 （ ）
Ｃ．区間（ＮＯ， ～ ）配置人員 人/日 Ｂ．移設時期 （別途協議）
Ｄ．交替要員あり ８．その他 Ａ．その他（ ）

３．鉄道等の近接作業制限あり Ａ．工法制限あり（ ） １．濁水、湧水処理条件あり Ａ．方法（ ）

Ｂ．作業時間制限あり（ ） ２．その他 Ａ．その他（ ）

４．バス路線（運行者との協議） Ａ．協議済内容（ ） Ａ．ＲＣ

Ｂ．未協議内容（ ） Ｂ．アスファルト再生合材（30％再生）

５．その他 Ａ．その他（ ） Ｃ．アスファルト再生合材（100％再生）

工 事 用 道 路 １．一般道路（搬入路）の使用制限 Ａ．搬入経路指定あり Ｄ．溶融スラグ使用あり（ ）

Ｂ．時間帯制限あり Ｅ．再生材を使用できない場合別途協議

２．仮設道路の設置条件あり Ａ．一般交通供用あり ２．その他 Ａ．その他（ ）

Ｂ．安全施設必要（ ） Ａ．品名（ ）

Ｃ．路面工（ ） Ｂ．納入場所（ ）

Ｄ．工事完了後存続又は撤去（ ） Ａ．品名（ ）

Ｅ．構造（ ） Ｂ．引渡し場所（ ）

Ｆ．用地（借地） Ａ．仮設費（ ）

Ｇ．用地（公用地） Ｂ．安全費（ ）

Ｈ．用地（その他） Ｃ．営繕費（ ）

３．その他 Ａ．その他（ ） Ｄ．特別なイメージアップ ）

指 定 仮 設 備 １．仮設物の指定又は一部指定あり Ａ．工種（ ） ４．その他 Ａ．その他（ ）

２．仮設構造物の転用、兼用あり Ａ．工種（ ）

Ｂ．内容（ ）

３．その他 Ａ．その他（ ）

特記仕様書
（条件明示）

４．占用許可状況（　　　　　　　　）

５．建築確認

７．文化財協議（教育文化財課）

こども課、めぐみ保育園

7.0

１．関連する別途発注工事あり

３．他機関との協議状況

６．浄化槽、汲み取り便槽の取壊し処分あり

７．「可児市が発注する公共工事から発生する産
業廃棄物適正処理について」に基づく提出・提示
書類あり

下記項目、事項のうちレ印該当欄は、工事施工にあたって制約等をうけることになるので明示する。

なお、明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、市と協議し適切な処置を講ずる
ものとする。

２．他機関協議による工程条件あり

６．河川区域、保全区域内作業あり

排 水 工 関 係

３．占用支障物件あり（水道）

５．占用支障物件あり（ガス）

６．占用支障物件あり（ﾏﾝﾎｰﾙ蓋、仕切り弁蓋等）

電気設備工事、機械設備工事

３．イメージアップあり

１．占用支障物件あり（電気）

２．占用支障物件あり（電話）

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事(建築)

４．占用支承物件あり（下水道）

H30.8 H31.3

保育園運営に支障がないよう配慮すること

２．支給材あり

１．現場発生材あり

１．再生材使用指定あり

７．占用支障物件あり（その他）

そ の 他

再生材使用及び溶融スラ
グ

敷地内徐行運転

保育園運営に支障がないよう配慮すること
保育園運営に支障がないよう配慮すること


